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保護者のための留学講座
留学へのサポート、本気で考えてみませんか？
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「学生が自ら考え、学生同士が対話で刺激し合い、新たに気づき、行動を起こす」

いま、大学に求められているのは、このような学生主体の教育プログラムです。

今春完成した「不言実行館 ACTIVE PLAZA」は、学生が自ら学び、人間力を高めるための施設。

学生が能動的に学ぶ姿勢を培う場としてスタートしました。

不言実行館 
ACTIVE PLAZA
徹底解明！

ア
ク
ティ
ブ
ホ
ー
ル

1F
講
演
会
、シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、

各
種
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
を
開
催
で
き
る
多
目
的
ホ
ー
ル
。

学
内
行
事
の
ほ
か
、さ
ま
ざ
ま
な
報
告
会
や

発
表
の
場
と
し
て
も
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

テーブルが収納式のため、メモを取り
ながらの聴講に便利です。

座席

ステージサイズ

メインスクリーン

324席

約4m×8m

200inchワイド

特 

集
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●美しく撮るスマフォトテクニック
●日本語の技法 ̶読む・書く・話す・聞く-4つの力̶
●肩と肘のスポーツ障害 ̶診断と治療のテクニック̶
●サッカーの見方は1日で変えられる
●スポーツ・マネジメント入門 ̶24のキーワードで理解する̶第2版
●大学生学びのハンドブック ̶勉強法がよくわかる!̶改訂版
●面接担当者の質問の意図［’16］（内定獲得のメソッド）
●仕事力を身に付ける20のステップ
●共生社会の実現 ̶少子高齢化と社会保障改革̶
●はじめての経営学 ̶日本を代表する経営学者による誌上ビジネススクール̶
●グローバルキャリア ̶ユニークな自分の見つけ方̶
●問題解決をはかるハーバード流交渉戦　etc.

最
大
3
0
0
名
を
収
容
で
き
る
開
放
的
空
間
が
広
が
り
、

少
人
数
か
ら
多
人
数
ま
で
、

フ
レ
キ
シ
ブ
ル
か
つ
ア
ク
テ
ィ
ブ
に
利
用
で
き
る
フ
ロ
ア
で
す
。

ス
チュー
デ
ン
ト・コ
モ
ン
ズ

「
学
生
交
流
の
場
」

プレゼンテーションやイベントに
利用できるステージ。大型スク
リーンを活用すれば、発表の内
容や演出の幅を広げることも。
コミュニケーションエリアに向
け、より多くの仲間に呼びかけ
ることができるエリアです。

入口を入るとすぐにあるのが受付カウンター。コモ
ンズサポーターが常駐し、利用についての相談、
コモンズ内での各種行事の案内などをしていま
す。また、ブースの予約や機器の貸し出しの手続
きもここで行います。入口前のモニターでは、3階
のプレゼンテーションルームやグループスタディ
ブースなどの予約状況を確認できます。

学生同士の新たな出会いや交流を生むオー
プンな空間。このエリアで人間力とコミュニ
ケーション能力の向上を目指します。人数や
目的に合わせ、テーブルとチェアを自由に組
み替えて利用できます。

電子書籍が
インストールされた
ノートPCを
貸し出しています。
コモンズセンターには、2階と3階で利用できるノートパソコン（大学後
援会寄贈）が各フロアに20台ずつあります。これらのノートパソコンに
は電子書籍（中部大学幸友会※寄贈）がインストールされています。

主な電子書籍

2F

コミュニケーションエリア

受付カウンター

ステージエリア

新
た
な
出
会
い
が
、

新
た
な
学
び
を
生
ん
で
い
く
。

※中部大学幸友会：詳細はP.16をご覧ください。



3F

03

レ
ポ
ー
ト
作
成
な
ど
の
自
習
の
ほ
か
、グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
＆
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
、

学
生
主
体
の
ゼ
ミ
活
動
や
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
に
利
用
で
き
る
フ
ロ
ア
で
す
。

ラ
ー
ニン
グ・コ
モ
ン
ズ

「
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
＆

  

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョン
の
場
」

テスト勉強や資格取得のための学修、論文・レポートの作成、
電子書籍を読むなど、一人で集中したいときにおすすめの
場所。ラーニングエリアとは程よく離れているため静かで、
自然光が入る明るい空間です。

クワイエットルーム

長時間のミーティングでも疲れにくいソ
ファー仕様のボックスシートです。テレビモニ
ターやホワイトボードが設置されているため、
みんなのアイデアや意見をまとめていくのに
も便利。ファミレス風のソファーもあり、リ
ラックスしながら打ち合わせができます。

アクティブボックス

グループワークやディスカッション、打ち合わせなどに
ぴったりのスペース。ホワイトボード、プロジェクターも活
用できます。ブースは大きく3カ所に分かれており、20名
程度の打ち合わせが可能です。

グループスタディブース

学びを深め、伝え合う力を高めていく。
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コモンズコンシェルジュ 岩間 優希先生

一人でもグループでも利用できる多目的学修エリアで
す。テーブルとチェアは可動式で、人数や用途に合わ
せて自由に組み替えることができます。また、多人数の
活発な話し合いには、電子黒板「BIG PAD」の出番。
データを読み込ませて資料を表示させたり、文字を書
き込みながら意見交換も可能です。

ラーニングエリア

2階のスチューデント・コモンズの受付と同様の機能を持つ
3階受付カウンター。2階と違うのは、カウンター横にコン
シェルジュデスクがあること。コンシェルジュの先生に勉強
方法や勉強などについて相談することができます。

「学生の学生による学生のためのサポート」の

提供を目指すコモンズサポーターの皆さん。

現在23名が活躍中ですが、

その中から3名のサポーターに聞きました。

コモンズサポーターの魅力はどこですか？

受付カウンター

学生が企画したイベントの開催やクラブ活動の
発表などに利用できる、ガラスで仕切られたク
ローズドタイプのスペースです。20人程度の収
容が可能ですが、プレゼンテーションの練習の場
として、一人で使用することもできます。

プレゼンテーションルーム

学生にとって気軽に話しに来られる窓口を目指しています。い
ま学生に必要なのは経験。まずやってみることです。大人が
口出しせずに自主性にまかせて見守る。そういう点では、コモ
ンズセンターは自主性を育む場所。このコンセプトに共感して
いただけましたら、ぜひ利用をおすすめください。

まず、やってみる。
いま学生に必要なのは「経験」です。

Close Up！

ズバリ聞きました！
「コモンズサポーターの魅力は？」

2階の壁一面のホワイトボードスペース。
教え合いの場所には最適です！

鈴木 雄祐さん
応用生物学部 環境生物科学科3年

すずき      ゆうすけ

私の
オスス

メ

他学科の学生や先輩との関わりが増え
たことです。また、新しくできたばかりの
施設ですから、仕組みやルール、手順な
どをつくっていくのも自分たちです。そう
した仲間と一緒に模索しながら物事を決
めていけるところが魅力です。

最新機器が揃っていること。
新しい発見やコミュニケーションが
増えると思います！

大脇 千穂さん
現代教育学部 幼児教育学科4年

おおわき       ちほ

私の
オスス

メ

仲間との情報交換はもちろん、新たな人
間関係が生まれたことです。先生や職員
の方との関わりも増え、社会に出たとき
に必要なマナーや協調性、責任感など、
これからでも伸ばせる力があると感じて
います。

プロジェクターがあるブース。
講義室を借りることなく
身近な場所で使えて便利です！

駒田 芳揮さん
応用生物学部 環境生物科学科4年

こまだ       よしき

私の
オスス

メ

学生が主体となって活動できる点です。
新たな交友関係も増えました。利用した
学生からいろいろな意見を聞き、課題に
対する解決策を考えています。学生の要
望に、同じ学生目線で応えていけるのも
学生が運営している利点だと思います。

はじめまして。私たちが
コモンズサポーターです！

組み合わせ方次第で、
いろいろな机の配置が可能です。
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ワ
イ
キ
キ
に
本
店
を
構
え
る

ハ
ワ
イ
ア
ン
・
カ
フ
ェ・
ダ
イ
ニ
ン
グ

「
ア
ロ
ハ
テ
ー
ブ
ル
」は
、

全
国
の
大
学
で
中
部
大
学
が
初
出
店
。

こ
れ
ま
で
の
学
食
に
は
な
い

新
た
な
雰
囲
気
が
魅
力
で
す
。

1
号
館
1
階
か
ら
移
転
し
、

ス
ペ
ー
ス
を
拡
大
し
た「
学
生
支
援
課
」と「
教
務
支
援
課
」。

学
生
生
活
や
成
績
、単
位
取
得
に
関
す
る
こ
と
な
ど
、

学
生
の
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
に
応
え
て
い
ま
す
。

05

学
生
支
援
課

教
務
支
援
課

オープンスペースにテーブ
ルと椅子が多数設置され
ているため、書類提出の際
には、落ち着いて書くこと
ができます。

通学証明書や成績証明書、駐車場
使用登録申請書などの各種証明書
の発行はここで行います。自動発行
機は3台あり、5階のキャリア支援課
にも1台設置しています。

広くて白いカウンターは、曲線を基調と
したデザイン。明るくやわらかな雰囲気
で学生も訪れやすくなりました。

ア
ロハ
テ
ー
ブ
ル

（
カ
フェ
テ
リ
ア
）

証明書自動発行機
マナカ

などの
交通系

カードが
利用でき

るよう

になりま
した。
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就
職
活
動
全
般
に
関
す
る
窓
口
は
、

単
に
就
職
指
導
を
す
る
だ
け
で
な
く
、

「
生
き
方
」と「
働
く
こ
と
」に
つ
い
て

じ
っ
く
り
考
え
て
も
ら
う
た
め
の
場
と
な
る
よ
う
、

教
職
員
が
一
体
と
な
っ
て
学
生
を
支
え
て
い
ま
す
。

06

キ
ャ
リ
ア
支
援
課

仕切られた6つの個別の相談ブー
スと完全個室の応接室が2部屋あ
ります。フロア中央では、豊富な求
人情報や就職関連の資料を椅子
に座って閲覧することができます。

「就職活動を何から始めたらよいかわか
らない」、「業界や職種への適性を知りた
い」、「Uターンを希望している」など、何
か相談事や知りたいことがあれば、まず
は受付へ。

透明なガラスで仕切られたクローズドタイプのスペース。模擬面接を行ったり、学生を対象
にした企業による説明会や講演会を開催したりと、多用途に活用できる場所です。

5階の入口をすぐ右へ進むと「メディテーショ
ンルーム」があります。メディテーションとは、
「瞑想」の意味。そう、ここは、自分の心と向き
合うための場所。心が疲れたとき、心を鎮め
たいとき、心を整えるための部屋なのです。

気候や天気の良い日は外のテラス席がおすすめ。春日井から名古屋
の街並みが一望できます。

メディテーションルーム

クリエイティブ・ラボ

受付カウンター
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「人間力」はなかなか一人で磨くことはできません。知識の習得は一人でもできます
が、人間力はいろいろな人と多種多様な活動を行っていく中で、自分を表現しながら
身につけていくものです。私たち教員の役割は、その活動を側面的に支援していく
ことであり、決して強制するものではありません。オープンして3カ月、まだ学生の利用
度はそれほど高くはありませんが、利用率の高さを目指すよりも、全員が満足して気
持ち良く使ってもらうことが理想です。私たちは学生に、学部・学科・学年を越えた
付き合いを自ら生み出してほしいと願い、そうした活動に学生たちが真剣に取り組
む姿を、保護者の皆様にはぜひ見ていただきたいと思っています。不言実行館は
今、学生の相互交流と社会人、職業人への成長を促す学びの場としてスタートしま
した。ここでの学びや活動を通して、学生が建学の精神「不言実行、あてになる人
間」として、大きく成長することを期待しています。

学生が自ら学び、人間力を高め、
あてになる人間として成長することを期待。

学
生
自
ら
の
力
で

育
て
、創
る
、

共
有
ス
ペ
ー
ス
。

学生で構成されるコモンズサポーターは、現在23名。管理・運
営、カウンター業務等、センターに関わる業務のすべてを学生が
行います。実社会に出る前に就業経験を積み、「仕事とは何か」
「社会とは何か」「責任」について学びます。

コモンズサポーター（学生）
が運営

コモンズセンターは、学生が自ら学び、自主的に活動する拠点。
つまり授業を行う施設ではありません。もちろん、食事や休憩をす
る場所でもありません。学生が自由に集い、自由な発想で使用で
きる、いわば学生みんなの「居間」のような場所です。

正課の授業では使いません

コモンズセンターは、全域で無線LANを利用可能。TVモニター
や壁面に大型ホワイトボードが設置されたコーナー、大型スク
リーンが使用可能なエリアもあり、多様な学修に対応しています。
ノートパソコン、プロジェクターなどの貸し出しもしています。

学びに必要な設備が充実

不言実行館 館長山田 公夫先生
Message
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コ
モ
ン
ズ
セ
ン
タ
ー（
1
〜
3
階
）は
、

「
自
学
力（
自
ら
学
ぶ
力
）」と

「
人
間
力（
自
ら
考
え
生
き
る
力
）」を
備
え
た

「
あ
て
に
な
る
人
間
」と
し
て
、

社
会
で
活
躍
す
る
た
め
の
活
動
の
場
で
す
。　

学生のやる気や要望、相談に応じて、学生の主体性を尊重しな
がらアドバイスやヒントを提供するのがコモンズコンシェルジュ。そ
れを受けて行動するのは学生の皆さんです。コンシェルジュはあ
くまでサポート役として支援します。

コモンズコンシェルジュ（教職員）
がサポート

人と人とが出会い、時間や空間を共有して交わることで、互いに
知恵や知識を得て、人に学んでいく。そんな相互交流によって、
新しい発想や仲間が生まれ、自分のやりたいことや課題、解決法
が見えてきます。

人に学び、
解決する相互交流の場

中部大学第一高等学校や春日丘高等学校・中学校の生徒の皆
さんをはじめ、幸友会、同窓会、卒業生の皆様など、地域や企業
の方に広く活用していただくことを目指した施設。今後はさまざま
な企画を立てて、情報を発信していく予定です。

多くの人に開かれた
施設づくり

コモンズセンターは、これまでの本学にはなかった新しいコンセプトの施設です。学
びの場であるけれど、授業では使わない。その意味を学生たちは理解してくれるか
当初心配しましたが、杞憂に終わりました。サークルやゼミでの自主的な集まりや、授
業でわからないことがあれば学生同士が集まって使う。最近では、サークルのミー
ティングやTOEICの勉強会、公務員試験の勉強、プレゼンの練習などに使う学生
たちの姿が見られました。また、このセンターの最も特徴的な点は、“コモンズサポー
ター”と呼ばれる学生がセンターを運営・管理している点です。サポーターとしての意
識を高めるため、完成する3カ月前から研修を実施。今では第一段階としての業務
は習得しました。ただ、今後さらなるバージョンアップを図るためには、サポーター自ら
が発信していく力も欠かせません。そのためにも、企画力や交渉力などを身につけら
れるよう人材育成に力を入れていきます。

コモンズサポーター発案による
イベントの企画・立案・実施を目指して。

コモンズセン
ター センター

長

伊藤 守弘先
生

Message
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平
素
は
後
援
会
活
動
に
ご
理
解
と
ご
協

力
を
賜
り
、厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
会
活
動
の
中
で
も
特
に「
父
母
と
の

集
い
」に
お
き
ま
し
て
は
、先
生
方
の
ご
配

慮
と
熱
心
な
ご
指
導
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。今
年
度
も
大
学
お
よ
び
地
方

会
場
で
の
開
催
を
予
定
し
て
い
ま
す
の
で
、

多
数
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま

す
。さ
て
、皆
様
の
お
子
様
の
中
に
は
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
等
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
体
験
さ
れ

て
い
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

ぜ
ひ“

働
く
意
義
、仕
事
を
知
る
、将
来
を

考
え
る”

を
、親
子
間
で
話
し
合
っ
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
親
と
子
が
将
来
に

向
け
て
勉
学
や
就
職
を
語
る
。ま
さ
に「
あ

て
に
な
る
人
間
」の
育
成
の
一
環
と
考
え
ま

す
。ま
た
、理
想
と
す
べ
き
親
の
あ
り
方
と

し
て
、子
ど
も
の
自
主
性
を
重
ん
じ
、本
人

が
積
極
的
に
こ
と
を
進
ん
で
行
う
こ
と
が

で
き
る
周
辺
環
境
の
整
備
が
大
切
で
す
。

こ
の
自
主
性
は
子
ど
も
自
身
に
と
っ
て
、人

生
を
生
き
て
い
く
上
で
の
大
変
重
要
な
考

え
方
で
あ
り
心
構
え
で
す
。親
と
し
て
学

生
た
ち
を
し
っ
か
り
支
え
、良
き
相
談
相

手
に
な
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

平
成
26
年
度
は
中
部
大
学
開
学
50
周

年
の
記
念
す
べ
き
年
で
し
た
。各
種
イ
ベ
ン

ト
に
出
席
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、開

学
以
来
の
歴
史
の
重
み
を
感
じ
る
と
と
も

に
、明
日
へ
の
躍
動
感
を
体
感
い
た
し
ま
し

た
。平
成
27
年
度
は
、後
援
会
事
業
と
し
て

中
部
大
学
の
将
来
へ
向
け
て
、新
規
に
修
学

サ
ポ
ー
ト
、学
生
相
談
支
援
、環
境
整
備
等

の
学
生
生
活
支
援
、さ
ら
に
不
言
実
行
館

内
コ
モ
ン
ズ
セ
ン
タ
ー
へ
の
支
援
も
行
っ
て
い

き
ま
す
。
ど
う
か
皆
さ
ま
の
一
層
の
ご
理

解
、ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
が

自
主
性
を
育
め
る
よ
う

良
き
相
談
相
手
に
。

中部大学後援会長
  さとう       かずひこ 

佐藤 一彦

　

後
援
会
の
皆
さ
ま
に
は
、日
頃
よ
り
多

大
な
る
ご
支
援
・ご
協
力
を
賜
り
、心
よ
り

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
度
、本
学
の
就
職
率
は
98
・
8
％
で

し
た
。4
年
前
か
ら
、数
字
の
追
求
だ
け
で

は
な
く
質
的
に
ど
う
確
か
な
も
の
に
す
る

か
、自
分
に
合
っ
た
職
を
い
か
に
見
つ
け
る
か

を
考
え
て
教
育
改
革
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

そ
の
効
果
が
表
れ
た
結
果
だ
と
思
い
ま
す

が
、教
育
の
効
果
は
そ
う
簡
単
に
評
価
で
き

る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。最
初
に
就
い
た

職
で
少
な
く
と
も
10
年
間
は
辛
抱
を
重

ね
、ひ
と
周
り
大
き
く
な
っ
て
い
く
こ
と
が

大
学
で
の
進
路
指
導
、キ
ャ
リ
ア
教
育
の
成

果
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、い
ま
は
変
化
の
時
代
で
す
。社
会
、

経
済
、政
治
も
含
め
、こ
れ
ほ
ど
激
動
の
時

代
を
私
自
身
も
経
験
し
た
こ
と
が
あ
り
ま

せ
ん
。学
生
に
は
、こ
の
変
化
の
時
代
を
生

き
る
力
を
身
に
つ
け
て
も
ら
い
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。最
先
端
の
知
識
と
技
能
の
習
得

は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、そ
れ
以
上
に
変
化
に

正
し
く
力
強
く
適
応
で
き
る
力
を
育
て
る

こ
と
が
重
要
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。そ
う
し

た
力
は
授
業
だ
け
で
な
く
、課
外
活
動
は

じ
め
友
人
や
先
生
と
の
交
流
を
通
し
て
身

に
つ
け
て
い
く
も
の
で
す
。後
援
会
の
皆
さ

ま
に
も
寄
付
を
賜
り
、不
言
実
行
館
が
4

月
に
完
成
い
た
し
ま
し
た
。こ
れ
ま
で
大
学

は
、講
義
や
実
習
・
実
験
の
場
と
し
て
建
物

を
つ
く
っ
て
き
ま
し
た
。し
か
し
不
言
実
行

館
は
正
課
の
授
業
で
は
使
い
ま
せ
ん
。学
生

の
自
主
的
で
主
体
的
な
活
動
・
活
躍
の
場
と

し
て
提
供
し
て
い
ま
す
。こ
う
し
た
環
境
の

充
実
に
は
、保
護
者
の
皆
さ
ま
の
ご
支
援
が

不
可
欠
で
す
。こ
れ
か
ら
も
引
き
続
き
、大

学
の
学
外
教
授
と
し
て
お
子
様
の
人
間
力

を
育
成
し
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、仕
事
人

と
し
て
成
長
で
き
る
よ
う
ご
指
導
、ご
支
援

を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

変
化
の
時
代
に

正
し
く
力
強
く
適
応
で
き
る

力
を
育
て
た
い
。

中部大学長
 やました     おきつぐ

山下 興亜先生

後
援
会
会
長
メ
ッ
セ
ー
ジ

学
長
メ
ッ
セ
ー
ジ



10

61Vol.

C O N T E N T S

表紙／応用生物学部 環境生物学科3年　湯本 遥香さん

P.01

P.11

中部大生に聞きました！
今、あなたが欲しいのは「○○力」？

「役員会・評議員会」

YEAR ALBUM 2014～2015

Information

My Campus Life

NEWS＆TOPICS

P.17

P.21

P.23

P.24

P.28

P.31

P.35

P.41

P.43

P.46

P.50

P.51

P.53

平成26年度事業報告／平成27年度事業計画／
平成27年度後援会役員・評議員名簿／後援会会則

仲間と力を合わせ、同じ目標を目指す。

新たな一歩を踏み出すためのプログラム

2014

父母インタビュー

学生インタビュー

施設利用＆イベント開催のご案内

最新ニュース

不言実行館
ACTIVE PLAZA
徹底解明！
中部大学のキャリア支援と保護者の心得

クラブ＆サークル

中部大学ボランティア・NPOセンター
2014年度活動報告

Let’s CHALLENGE

学部＆ゼミ紹介

チャレンジ・サイト活動報告

保護者のための留学講座

親思う心にまさる親心

平成27年度 中部大学後援会

特 

集
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中部大学では、さまざまなキャリア形成や就職活動の支援
プログラムを用意し、学生一人ひとりのキャリアデザインを
親身になって支援しています。では、就職活動中の学生に
親としてできることは何でしょう。大切なのは、タイミングの
よい適切な言葉掛けやサポート。ここではキャリア形成に
おける4年間の大きな流れと合わせて、サポートのヒントを
紹介します。

1年次2年次

ビジョンを持つキャリアをデザインする

高校から大学教育への円滑な移行・継続を目的とした科目です。
大学のこと、学問のこと、将来のことを少人数で学びます。

自立した社会人になるために必要な知識や技術の習得を目指します。
社会の第一線で活躍している人の話を聞くこともできます。

社会人基礎知識

自己開拓

各種資格取得対策講座

報酬型インターンシップ（P14参照）

キャリア形成支援プログラム
サポート

サポート

サポート

1年次に開講するキャリア教育科目「自己開拓」のねらいは、自分を知り、
他者との関わり方を学び、大学生活のライフプランを立て、卒業後の自律
的な進路選択を促すことです。つまり、どのように4年間を過ごし、どんな
社会人として生きていくのかを考えるきっかけにもなる授業です。社会へ
出る前の4年間、保護者の皆様も相談に乗れるように就職活動について
関心を持っておくことが大切です。

自分を知り、成長させるための
体験型授業「自己開拓」。

就職に対する意識はココから。
就職活動に関心を。

［1年生の半ば］

経営情報学部、国際関係学部、人文学部の2年生を対象に、働く意味や
イメージをつかむことを目指して、企業人の講演を聞いたり、企業を見学
したりする機会を設けています。働くことにより責任が生まれ、人づきあい
の範囲も広がっていくことを理解していく時期です。仕事とは何か、どん
な能力が必要なのか、保護者の皆様も職業人という立場からぜひアドバ
イスをお願いします。

文系3学部を対象にした
キャリア形成支援プログラム。

職業人という立場から
仕事とは何かをアドバイス。

［2年生の最初］

全学年を対象に各種資格取得や検定試験、就職筆記試験の対策講座
を行っています。後援会が受講料の一部を補助しているため、一般の資
格専門の学校よりも格安で受講できます。また、申込受付スケジュールは
各講座によって異なりますので、キャリア支援課や掲示板等で確認する
ようにお話しください。就職活動や就職後にも役立つ資格は、時間に余
裕のある時に取得しておくとよいでしょう。

学内で受講できる
各種資格・試験の対策講座。

後援会が受講料の一部を補助。
格安で受講が可能です。

［1年生の半ば］ 中部大学のキャリア支援と
保護者の心得

スタートアップセミナー
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3年次4年次

スキルを身に付ける積極的に活動する

インターンシップ（P14参照）学内企業説明会（P13参照）

適職・適性検査、自己理解ワークショップ、業種・職種ワークショップ、企業分析、履歴書の書き方や個別添削、面接試験の心得と練習など、
就職活動に向けた準備を適切なタイミングで行っています。

就職サポートプログラム

サポート

サポート

サポート

毎年3月に、学内で大規模な企業説明会を行っています。約10日間の開
催で、中部大生を採用したいと考えている企業約700社が来学。直接
企業の人事担当者と話せるとあって、学生にとっても就職活動モードに
気持ちを切り替える良い機会になっています。3年生の春、シューカツの
本格スタートとなるこの貴重な説明会に、ぜひ参加をすすめてください。

就職活動の本格スタート！
「学内企業説明会」

企業と直接話せるチャンス。
必ず参加をおすすめください。

［3年生の3月頃］

周囲には内々定をもらった友人たち…。その一方で、面接で落ち続け
内々定を獲得できずにいると、焦りと同時に気持ちも落ち込んでいくもの
です。そんなときは信じて見守る。ときには話を聞いてあげる。あるいは頑
張っていることを認めてあげる。親からの励ましの言葉で救われるのも事
実です。大切なのは、親の考えを押し付けず、本人の意見を尊重し、寄り
添う姿勢です。

心が折れそうになりながらも
何とか踏ん張っている就活生。

前向きに取り組めるよう
やさしく思いやりのある対応を。

［4年生の半ば］

3年生になるとまもなく、就職活動に向けた年間スケジュールや心構えを
把握する大事なオリエンテーションが開催されます。その後、就職活動の
準備として必ず行うのが自己分析です。学生の中でも行き詰まることが
多いのがこの作業。ここで親の出番です。自分では気付かない長所や短
所もあるはず。親の立場から、仕事で活かせる能力を見つけるお手伝い
をお願いします。

スケジュールを説明する
大事なガイダンスが開始。

長所や仕事で活かせる力を
見つけるお手伝いを。

［3年生の最初］

リクルートスーツはもちろん、鞄や靴、証明写真や化粧品代、携帯電話の
通信費など、就職活動を始めると意外にお金が掛かるもの。遠方での説
明会や面接であれば、交通費や宿泊費も大きな負担になります。甘やか
しすぎるのもいけませんが、お子様から依頼があれば、金銭面の援助が
できるのも親ならではの役目。就職活動に集中できる環境を整えてあげ
るのも大切な役割です。

就活グッズに交通費…、
意外にお金が掛かる就職活動。

就活生にとって
やっぱり助かる金銭面の援助。

［4年生の最初］



企
業
の
採
用
に
向
け
た
広
報
活
動
の
解
禁
に
合
わ
せ
て
3
月
に
開
催
し
た
学
内
企
業
説
明
会
。

就
職
活
動
を
本
格
的
に
進
め
る
学
生
に
向
け
て
、参
加
さ
れ
た
企
業
の
人
事
担
当
者
の
皆
様

か
ら
い
た
だ
い
た
貴
重
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
紹
介
し
ま
す
。

学
内
企
業
説
明
会
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春日井を本社にOnly Oneの家づくりを提供、創業45年の工
務店です。今までは中途採用が中心でしたが、新卒者を採用
し、次世代の会社を担ってもらいたいという思いで初参加しまし
た。弊社としては、学生にハングリーさを求めています。限られ
た時間内で個性を主張することは難しいことですが、せっかく
の機会ですから、積極的に質問し、自己PRしてください。名前
に馴染みのない弊社と就職活動する皆さんに共通しているこ
とは、まず、知ってもらう努力です。差別化できるOnly Oneが
あれば武器になります。自分を活かす選択に期待しています。

自分をアピールできるいい機会。
ハングリーさを表に出して。

大学での説明会は、卒業生を連れてくることができるため、より
具体的に仕事のイメージを伝えられるのがメリットです。また、学
生に伝えているのは、自分自身のモノサシで企業をはかりなさい
ということ。規模が大きいから、有名だからといったことだけに捉
われず、その中で本当に自分がどう活きるのかをイメージするこ
とが大事だと話しています。売り手市場の場合、自分が企業に
選ばれるというよりも、逆に企業を選べるチャンス。後悔のないよ
う自分自身が実際に接してみてどう感じたかを大切にした企業
選びを勧めています。

自分のモノサシで感じたことを
大切にした企業選びを。

自動車などの工場で使う工具や工作機械の商社として、約
90年の歴史を持つ当社は、海外にも事業を展開。そんな当社
が求めているのは考え動ける人材です。過去に採用した中部
大生の能力が高かったことから、説明会には継続的に参加し
ています。今日はせっかく面と向かって話ができる機会。こちら
の説明内容に同意できれば学生さんには何かしらの反応を
いただけるとありがたいですね。また質問があれば、通常の説
明に加えてプラスαの情報を提供することもできます。ぜひこ
の機会を活かしてください。

興味を持ってもらえれば、
プラスαの情報も伝えられます。

1888年創業の当社は、西尾市を拠点に抹茶をはじめとするお
茶製品全般の製造と卸売を行っています。最近では海外から
の需要も高く、売り上げの4割を占めています。これからはどんな
安定企業でも、いかに新しいことに挑戦できるかが課題となって
きますから、自ら進んで行動できる人材が求められます。採用試
験では、多くの企業で最初に書類選考が行われます。採用担当
者に「直接会って話してみたい」「一緒に働いてみたい」と思わ
せる熱意と、自分らしさが伝わる履歴書になっていれば、次のス
テップに繋がっていくはずです。

会って話してみたくなるような、
熱意の伝わる履歴書を。

当社はNEXCO中日本グループの一員として、既存の高速道
路を維持するための保全・点検業務を行っています。ETCや
照明などもその対象です。これからの時代、高速道路などのイ
ンフラは新しいものをつくるより、今あるものをいかに維持・管理
していくかが重要となってきます。学生の皆さんには、このような
先を見据えた企業活動も知った上で、就職先を検討していた
だきたいです。柔軟性があり、協力的でコミュニケーション能力
が高く、機敏性のある人材を求める当社では、中部大学の卒業
生の方が多く活躍されています。

これから訪れる時代を見据えた
就職先の検討も大切。

中日本ハイウェイ・エンジニアリング名古屋株式会社
能力・人財開発企画課 加納様

株式会社あいや
人事担当 杉浦様

［文系］
何とかなる！と思っていたけれど、

周りが必死な様子を見て少し焦りも。実際
に話を聞いてみないとわからないこともある
ので、いろいろな企業を回ってみます。

［文系］
企業展に比べれば人数が少ない

ので、話が聞きやすく、質問もしやすかった
のがよかったです。いろいろ話を聞いたこと
で視野を広げることもできました。

［文系］
志望企業の説明会にスムーズに臨

めるように、今日は雰囲気に慣れる目的で参
加しました。どんな質問にもしっかり応えていた
だいたので、仕事のイメージが持てました。

［理系］
HPではチェックしていない企業

の話も聞きました。今年の就職活動は短期
決戦と言われているので、選考の予約を逃
さないように気を付けています。

［理系］
気軽に参加できました。企業の方

が説明会で話された内容を掘り下げること
が、次回の面接に活きてくるのではないか
と、漠然とですが感じることができました。

［理系］
いろいろな業種の企業から話を聞

こうと参加しました。他の学生の就職に向
けた積極的な姿勢に圧倒され、私も頑張ろ
うと良い刺激を受けることができました。

　　　 様からのメッセージ

参加した　　　 の声学生

企業

株式会社井高
総務部 総務課 野中様

戸田建設株式会社 名古屋支店
総務部総務課 佐藤様

丸七ホーム株式会社
専務取締役 長田様

私たちが大切にしているのはコミュニケーション力です。話を聞
く力があり、笑顔で会話ができる人に魅力を感じます。入社後、
技術的なことは慣れて覚えていけますが、コミュニケーション力
はなかなか教えられるものではありません。説明時にはそういっ
た力が備わっているかに注目しています。学生さんには、介護業
界に対してあまり馴染みがない方もいると思います。ただ、介護
職は入口の一つであり、管理職や相談援助など道はさまざまで
す。奥が深い業界でもあるので、まずは話を聞いて興味を持っ
てもらえるとうれしいです。

馴染みが薄い業界でも
話を聞くことで生まれる興味。

社会福祉法人 紫水会
オーネスト小牧台 施設長 石本様



一
定
期
間
、企
業
な
ど
で
研
修
生
と
し
て
働
く
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
。明
確
な
目
的
意
識
や
主
体

性
を
も
っ
て
取
り
組
む
こ
と
で
、自
分
の
強
み
や
弱
み
を
発
見
で
き
、大
学
で
何
を
学
ぶ
べ
き
か

の
ビ
ジ
ョ
ン
を
明
確
に
す
る
こ
と
に
も
つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
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ン
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ー
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仕
事
へ
の
理
解
を

現
場
で
深
め
る
貴
重
な
機
会
。

本学の「不言実行館」建設現場で研修させていただ
きました。普段なかなか知ることのできない施工管理を
体験し、大きな刺激を受けました。非常に多くの人が
一丸となって1つの建物を作り上げていく、やりがいの
ある仕事でした。研修後は、
更なるスキル向上に励んでい
きたいと思うようになりました。

施工管理を体験し大きな刺激に。
研修先／清水建設株式会社

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
は
、将
来
の
キ
ャ
リ
ア
を
意
識
し
た

実
習
・
研
修
を
実
際
に
企
業
等
で
体
験
す
る
制
度
で

す
。中
部
大
学
で
は
、学
部
3
年
生
・
大
学
院
修
士
1

年
生
を
中
心
に
行
い
、ほ
と
ん
ど
の
学
部
学
科
で
正
課

の
科
目
と
し
て
単
位
が
認
定
さ
れ
ま
す
。職
業
観
や
就

労
意
識
、ま
た
卒
業
研
究
へ
の
意
識
を
高
め
る
有
効
な

手
段
と
し
て
、大
い
に
活
用
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

企
業
の
採
用
に
結
び
つ
く
可
能
性
も
あ
る
プ
ロ
グ
ラ

ム
。さ
ま
ざ
ま
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
の
で
、お
子
様

へ
ぜ
ひ
一
度
体
験
す
る
よ
う
に
お
す
す
め
く
だ
さ
い
。

社
会
人
と
し
て
の
教
育
を

報
酬
と
と
も
に
受
け
ら
れ
ま
す
。

大
学
教
育
に
は
、教
育
課
程
に
基
づ
い
た
正
規
の
授
業

と
、学
生
の
自
主
性
に
基
づ
く
課
外
活
動
の
2
つ
が
あ
り

ま
す
が
、中
部
大
で
は
さ
ら
に
も
う
1
つ
、「
働
く
こ
と
を

知
る
教
育
」が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。報
酬
型

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
は
、通
常
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
よ
う

に
短
期
間
で
も
な
く
、ま
た
ア
ル
バ
イ
ト
に
任
せ
ら
れ
る

よ
う
な
仕
事
を
す
る
わ
け
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。職
業
能

力
を
身
に
つ
け
た
学
生
の
育
成
を
目
指
し
、そ
れ
を
実

践
す
る
場
。大
学
在
学
中
に
仕
事
の
現
場
を
通
し
て
社

会
人
と
し
て
の
自
覚
と
資
質
を
身
に
つ
け
ま
す
。

報酬型インターンシップ

正課授業

課外活動 働くことを知る
教育

受け入れ側の企業・団体など
から、社会人としての教育を
受けられます。ときには経営者
の方から直接指導を受けるこ
ともあります。

春日井商工会議所を通じて
登録されている企業の中から
自分の関心のある企業を選
択。大学が責任を持って紹介
する就業先のため安心です。

概要や応募方法等を説明し、
申込書類を配布します。

4月中旬

インターンシップ
オリエンテーション

社会人としての
基礎知識やビジネスマナーを

習得します。

5月～7月

事前研修

夏休みに研修を受けます。
10日間以上の研修で
単位が認められます。

8月～9月

インターンシップ
（就業体験）

体験での成果を
今後にどう活かしていくかを

発表します。

9月～10月

 個別面談・
事後研修

参加のメリット

インターンシップの流れ

■2015年度主なインターンシップ先
清水建設株式会社

株式会社大林組 

高砂熱学工業株式会社 名古屋支店

デリカ食品工業株式会社

株式会社両口屋是清

竹田印刷株式会社

アダプトゲン製薬株式会社

株式会社川本製作所

トヨタＬ＆Ｆ中部株式会社

株式会社名鉄百貨店

トヨタカローラ名古屋株式会社

株式会社紀伊國屋書店

中日信用金庫

野村證券株式会社

東海ラジオ放送株式会社

株式会社名古屋東通

株式会社名古屋東急ホテル

愛知県がんセンター中央病院

株式会社保健科学研究所

名古屋市役所

愛知県庁

 はやかわ      まさたか

早川 正剛さん
工学部 建築学科

学生の声
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内
定
を
獲
得
し
、今
年
の
春
か
ら
働
き
始
め
た
先
輩
た
ち
。学
生
生
活
で
学
ん
だ
こ
と
を
ど
う

活
か
し
、ど
の
よ
う
に
就
職
活
動
を
進
め
た
の
で
し
ょ
う
か
。先
輩
た
ち
の
声
に
耳
を
傾
け
る

こ
と
で
、就
職
活
動
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
た
め
の
ヒ
ン
ト
が
見
つ
か
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

先
輩
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

  みずの       こうすけ

水野 晃輔さん
経営情報学部 経営情報学科
2015年3月卒業

就職活動開始時期
就職活動終了時期
エントリー社数
受験社数
内定獲得社数

3年次の12月初旬
4年次の6月中旬

50～60社
約30社
1社

ジャペル株式会社（ペットフード・用品の総合商社）

い
ろ
い
ろ
な
人
に

相
談
す
る
こ
と
で
見
え
て
く
る

就
職
活
動
に
大
事
な
こ
と
。

3
年
次
に
開
催
さ
れ
る
就
職
活
動
準
備
の
た
め
の

ガ
イ
ダ
ン
ス
。当
初
は
就
職
活
動
に
対
す
る
意
識
が

と
て
も
低
か
っ
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。本
格
的
に

活
動
を
始
め
た
頃
も
、た
く
さ
ん
受
け
れ
ば
い
つ
か

は
内
定
を
も
ら
え
る
と
甘
く
考
え
て
い
ま
し
た
。し

か
し
サ
ー
ク
ル
の
先
輩
か
ら
、そ
の
時
間
が
無
駄
と

指
摘
さ
れ
気
持
ち
を
一
新
。自
己
分
析
を
や
り
直
し

た
こ
と
で
、人
と
深
く
関
わ
る
仕
事
が
し
た
い
と
明

確
な
目
標
を
持
つ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。就
職
活
動

は
、い
ろ
い
ろ
な
人
に
相
談
す
る
こ
と
が
大
切
。な
か

で
も
両
親
は
、友
人
や
キ
ャ
リ
ア
支
援
課
の
ス
タ
ッ
フ

で
は
気
付
か
な
い
よ
う
な
長
所
、ま
た
他
人
は
言
っ

て
く
れ
な
い
短
所
を
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。将
来
の

こ
と
は
自
分
で
決
め
る
も
の
だ
と
思
い
込
み
、勝
手

に
相
談
し
づ
ら
く
し
て
い
ま
し
た
が
、親
は
子
ど
も

の
将
来
を
一
番
に
考
え
て
く
れ
る
存
在（
笑
）だ
と

実
感
し
て
か
ら
は
、活
動
も
報
告
す
る
よ
う
に
し
ま

し
た
。自
己
分
析
で
は
、人
が
指
摘
し
て
く
れ
た
マ

イ
ナ
ス
面
を
、い
か
に
受
け
入
れ
て
プ
ラ
ス
に
変
え
て

い
く
か
が
大
事
。そ
の
こ
と
に
早
く
気
付
く
こ
と
で
、

よ
り
よ
い
就
職
活
動
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

企業研究をしっかりした上で、「ここに入りた

い！」という企業を15社程度に絞る。絶対に

受かるぞという強い気持ちで臨む。そうするこ

とで、“数打ちゃ当たる”という考えは自然と消

えます。また、自分の強みを活かした自己PR

を考えることが、志望動機をより深めることに

つながると思います。

OB’s Voice 01

就職先

 わたなべ       としき

渡邉 利貴さん
工学部 機械工学科
2015年3月卒業

就職活動開始時期
就職活動終了時期
エントリー社数
受験社数
内定獲得社数

3年次の12月初旬
4年次の6月初旬

20社
5社
1社

旭サナック株式会社（機械メーカー）

友
人
と
の
情
報
交
換
と

好
印
象
を
与
え
る
姿
勢
で

つ
か
ん
だ
希
望
の
就
職
。

目
指
す
は
機
械
メ
ー
カ
ー
へ
の
就
職
。就
職
活
動
を

始
め
た
と
き
は
、既
に
業
界
・
業
種
を
絞
っ
て
い
ま
し

た
。な
か
で
も
、エ
ン
ト
リ
ー
し
た
の
は
技
術
開
発
に

力
を
入
れ
て
い
る
企
業
。自
身
で
調
べ
た
り
、説
明

会
に
参
加
し
た
り
し
て
、魅
力
を
感
じ
た
企
業
を

積
極
的
に
受
け
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。ま
た
、親
に

は
あ
ま
り
相
談
し
ま
せ
ん
で
し
た
が
、そ
の
と
き
受

け
て
い
る
企
業
名
を
父
に
伝
え
た
と
こ
ろ
、い
ろ
い
ろ

調
べ
た
上
で「
こ
こ
は
い
い
会
社
だ
ね
」と
言
っ
て
く

れ
た
こ
と
は
と
て
も
支
え
に
な
り
ま
し
た
。さ
ら

に
、就
職
活
動
中
に
大
事
に
し
て
い
た
の
は
友
人
と

の
情
報
交
換
で
す
。同
じ
学
科
で
あ
り
、し
か
も
目

指
す
業
界
が
近
い
友
人
と
の
会
話
は
、面
接
で
の
受

け
答
え
の
参
考
に
な
り
ま
し
た
。と
同
時
に
面
接
で

意
識
し
た
の
は
、正
し
い
姿
勢
と
笑
顔
、そ
し
て
は
っ

き
り
話
す
こ
と
。基
本
的
な
こ
と
で
す
が
、も
っ
と

も
大
切
な
心
得
で
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。面
接
官
に

と
っ
て
み
れ
ば
、元
気
が
な
い
学
生
よ
り
も
覇
気
が

あ
る
学
生
を
採
用
し
た
い
と
思
う
の
は
当
然
の
こ

と
。逆
の
立
場
で
考
え
て
み
る
こ
と
で
、自
然
と
取

る
べ
き
姿
勢
や
行
動
が
見
え
て
く
る
は
ず
で
す
。

在学中に取得した機械設計技術者の資格。

取得した理由は、就職活動のためではなく、

就職した後を見据えて、一流の機械設計者

としてステップアップしていくために必要だと

感じたからです。なりたい自分に近づくための

勉強や資格への挑戦は、学生時代のうちに

しておくとよいと思います。

OB’s Voice 02

就職先



中部大学の学生のための就職サイト「幸
友会就職ナビ」は、中部大生と幸友会企
業を結ぶネットワーク。企業の概要等を確
認後、そのままエントリーできます。

幸友会就職ナビ

中部大学と幸友会会員企業との太い絆で
結ばれた心強い中部大生のための情報
誌。在学生には、就職活動時の企業研究
をはじめ、大いに活用してほしい一冊です。

企業ガイド

16

携帯に便利な
B6サイズ!

さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の
企
業
に
よ
る
後
援
組
織

「
中
部
大
学
幸
友
会
」の
存
在
は
、学
生
に
と
っ

て
心
強
い
味
方
で
す
。
法
人
会
員
数
は
約

7
3
0
社
を
数
え
、「
学
内
企
業
説
明
会
」に

も
た
く
さ
ん
の
会
員
企
業
に
ご
参
加
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。2
0
1
4
年
度
は
、幸
友
会
会
員

企
業
1
9
2
社
に
3
1
3
人
が
就
職
し
、卒

業
生
全
体
の
17
％
を
占
め
ま
し
た
。

中
部
大
学

幸
友
会

愛知県･岐阜県・三重県・石川県･和歌山県の公立小学校／公立、私立の幼稚園、保育園／愛知県警察本部／愛知
県信用農業協同組合連合会／愛知日産自動車㈱／㈱井高／カリモク家具㈱／サントリービバレッジサービス㈱／ジャペ
ル㈱／㈱タートル／知多市役所／トヨタL&F中部㈱／名古屋市役所／社会福祉法人名古屋手をつなぐ育成会／名古
屋トヨペット㈱／日本郵便㈱／日本空調サービス㈱／日本生命保険相互会社／㈱日本保育サービス／㈱ベルパーク／
㈱レオパレス21

現代教育学部

愛知医科大学病院／愛知県警察本部／㈱エシック／岡崎市消防本部／春日井市民病院／岐阜県警察本部／岐阜大学医
学部附属病院／京都大学医学部附属病院／㈱杏林堂薬局／㈱江東微生物研究所／㈱ジェイアール東海ホテルズ／㈱ジャ
パンスポーツ運営／聖隷浜松病院／名古屋セントラル病院／東京女子医科大学病院／鳥羽市消防本部／刈谷豊田総合病
院／中北薬品㈱／名古屋市消防局／名古屋市立大学病院／名古屋市立東部医療センター／名古屋大学医学部附属病院
／日本医科大学千葉北総病院／日本ステリ㈱／名古屋第一赤十字病院／㈱ファルコバイオシステムズ／瑞浪市消防本部

生命健康科学部

㈱アイエー／愛知県庁／愛知西農業協同組合（JA愛知西）／天野エンザイム㈱／岡三証券㈱／科研製薬㈱／春日井
市民病院／春日井市役所／カネ美食品㈱／敷島製パン㈱／静岡県警察本部／㈱スギ薬局／大鵬薬品工業㈱／たん
ぽぽ薬局㈱／中部薬品㈱／㈱名古屋観光ホテル／日本郵政㈱／日本郵便㈱／㈱バロー／尾西信用金庫／フジパン
グループ本社㈱／マックスバリュ中部㈱／マルサンアイ㈱／㈱明治／めぐみの農業協同組合（JAめぐみの）／㈱メディッ
ク／山崎製パン㈱／ユタカフーズ㈱／ユニー㈱／リゾートトラスト㈱

応用生物学部

愛知県警察本部／愛知トヨタ自動車㈱／㈱アダストリアホールディングス／㈱伊藤園／㈱エキスプレス／尾張中央農業
協同組合／ぎふ農業協同組合（JAぎふ）／キムラユニティー㈱／グリーンシティケーブルテレビ㈱／ゲンキー㈱／㈱コー
セー／独立行政法人国際協力機構（JICA）／㈱ジェイプロジェクト／㈱スギ薬局／大東建託㈱／㈱中京医薬品／㈱
ティア／東海東京証券㈱／東濃信用金庫／東洋証券㈱／名古屋トヨペット㈱／なのはな農業協同組合／日本郵政㈱
／日本郵便㈱／㈱バロー／㈱光通信／尾西信用金庫／明治安田生命保険相互会社／豊証券㈱／㈱レオパレス21

人文学部

アイシン・エィ・ダブリュ工業㈱／愛知県警察本部／海部建設㈱／豊田厚生病院／㈱エム・フロンティア／岡崎市役所
／警視庁／建設ゴム㈱／コーチ･ジャパン合同会社／サンワテクノス㈱／セキスイハイム東海㈱／㈱大地エージェンシー
／瀧冨工業㈱／竹田印刷㈱／中部国際空港旅客サービス㈱／トランス・コスモス㈱／㈱ネクステージ／㈱BANKAN／
㈱ポッカクリエイト／明治安田生命保険相互会社／名鉄観光サービス㈱／米津物産㈱

国際関係学部

愛知県警察本部／愛知トヨタ自動車㈱／㈱エディオン／キムラユニティー㈱／ゲンキー㈱／コネクシオ㈱／㈱ジー・テイ
スト／㈱スズケン／センコー㈱／知多信用金庫／㈱ティア／東建コーポレーション㈱／東濃信用金庫／東洋電機㈱／
㈱トーカイ／トランコム㈱／名古屋電機工業㈱／日邦産業㈱／日本郵政㈱／日本郵便㈱／日本生命保険相互会社／
㈱ネクステージ／㈱バロー／㈱光通信／フジパングループ本社㈱／㈱平和堂／㈱ホテルグランコート名古屋／マックス
バリュ中部㈱／ミタチ産業㈱／明治電機工業㈱

経営情報学部

愛知電機㈱／市光工業㈱／㈱今仙電機製作所／NDS㈱／㈱エフ・シー・シー／㈱大林組／大林道路㈱／春日井市
役所／近畿日本鉄道㈱／㈱きんでん／㈱熊谷組／㈱サンヨーハウジング名古屋／サンワテクノス㈱／清水建設㈱／新
東工業㈱／シンフォニアテクノロジー㈱／大東建託㈱／大和ハウス工業㈱／高砂熱学工業㈱／鉄建建設㈱／東亞合
成㈱／㈱東芝／戸田建設㈱／トランス・コスモス㈱／名古屋市役所／日東工業㈱／日本特殊陶業㈱／日本レヂボン㈱
／パナホーム㈱／矢作建設工業㈱

工学部

2014年度（2015年3月）卒業生の主な就職先
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学
科
を
越
え
た
仲
間
と
共
通
の
目
標
に
向
か
い
、み
ん
な
で
力
を
合
わ
せ
て
獲
得
し
た
勝
利
や
感
動
、

充
実
感
は
、正
課
の
授
業
だ
け
で
は
得
ら
れ
な
い
貴
重
な
経
験
で
す
。人
間
形
成
に
重
要
な
役
割
を

果
た
す
と
も
言
え
る
課
外
活
動
を
通
し
て
輝
く
学
生
た
ち
の
姿
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

ク
ラ
ブ
＆

   

サ
�
ク
ル

年に一度、優秀な成績をおさめたり、努力したクラ
ブや個人に対して、学長が表彰を行う「クラブ活
動表彰授賞式」を実施しています。平成26年度
は、特別賞、優秀賞、奨励賞、努力賞、功労賞あわ
せて合計16団体と個人30名が表彰されました。

仲間と
力を合

わせ、

同じ目
標を目

指す。
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番組名「CHU‐CHU‐テレラジ」、この名

を略して通称“チューテレ”と呼ぶ私たち

放送研究会。約30名の部員で毎週水曜

の昼休みに、学内へ向けて30分間の生

放送を行っています。番組の内容は、担

当のディレクターが決め、事前に先生や学

生にインタビューした素材などを集めて編

集。本番前日にはリハーサルも行います。

撮影も編集も全員ができるようになること

を目指し、さまざまな役割を交代しながら

経験しています。また、全学科対抗のス

ポーツ大会、オープンキャンパス、大学祭、

8時間自転車耐久レースなど、大きなイベ

ントを生放送するときは、何カ月も前から準

備を始めて本番に臨みます。

部として大切にしているのは、みんなで一

つのものを作り上げるという一体感です。

ディレクターをはじめ、カメラマン、スイッ

チャー、キャスターなどの担当の役割を

しっかり果たすことはもちろん、協力してく

れる学生や先生方、そしてイベントの生

放送では臨時のアシスタントディレクター

にも協力してもらいながらつくっていきま

す。放送に関わる全員の力を結集しなけ

れば番組はできません。そうした多くの人

たちと思いを共有し、苦労を積み上げる

からこそ、終わったときの充実感はひとし

お。特に大きなイベントのときは、言葉にな

らないくらいの達成感を味わえます。

もともと裏方に興味があり、表舞台に立つ

キャスターには抵抗がありました。でもい

ざ挑戦してみると、どうしてこんなに楽し

いんだろうなんて思うことも（笑）。また、カ

メラマンとして撮影中、スイッチャーに「こ

の絵いいね」と言われて、もっといい映像

を撮りたいと思ったり、想定外のことが起

きても臨機応変に対応するディレクターに

魅力を感じたり。やりがいは役割によって

さまざまですが、学科の学びだけでは関

わることがなかった他学部の学生や先生

方と話ができることも貴重な経験です。出

演交渉の連絡を取り、時間を調整して

会って話を聞く。さらに台本を作って、もう

一度打合せをして…。こうしたプロセスで

身につけた力は将来にきっと役立つと思

います。私たちはこれからも、みんなで楽

しく協力し合ってつくった放送を、たくさん

の人に届けていきます。

小林 早帆さん

こばやし     さほ

人文学部 心理学科3年

〈部長〉

市川 舞さん

いちかわ   まい

人文学部 コミュニケーション学科2年

〈副部長〉

放送研究会
みんなで協力して一つの番組をつくる。
生放送を終えた瞬間、
心地よい達成感があふれ出す。

役割を通して技術を学ぶ。

生放送の達成感は格別。

ここでしか味わえない喜び。



空
手
道
に
は
基
本
的
な
技
や
姿
勢
を
決
ま
っ

た
順
序
で
演
武
す
る「
型
」と
、二
人
で
相
対

し
技
を
掛
け
合
う「
組
手
」が
あ
り
ま
す
。大

会
で
は「
型
」と「
組
手
」ど
ち
ら
も
個
人
戦
・

団
体
戦
が
あ
り
、昨
年
は
春
季
東
海
地
区
大

学
空
手
道
選
手
権
大
会 

個
人
組
手
で
ベ
ス
ト

16
位
、今
年
は
個
人
型
で
3
位
の
成
績
を
収

め
て
い
ま
す
。練
習
を
し
た
だ
け
必
ず
結
果
が

つ
い
て
く
る
の
で
、未
経
験
者
で
も
向
上
心
を

持
っ
て
練
習
を
続
け
ら
れ
れ
ば
、自
分
で
実
感

で
き
る
ほ
ど
の
進
歩
が
見
ら
れ
ま
す
。他
大
学

に
比
べ
て
先
輩
・
後
輩
の
距
離
感
が
近
く
、全

員
が
一
丸
と
な
っ
て
練
習
に
励
ん
で
い
る
た
め
、

特
に
団
体
戦
で
結
果
を
残
し
た
時
な
ど
は
部

員
全
員
で
喜
び
を
分
か
ち
合
い
ま
す
。女
子

部
員
も
積
極
的
に
練
習
に
取
り
組
み
、男
子

部
員
顔
負
け
の
活
躍
を
見
せ
る
な
ど
、今
年

は
男
女
と
も
に
実
力
の
あ
る
部
員
が
揃
っ
て
い

る
の
で
、目
標
と
す
る
全
国
大
会
出
場
も
夢
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。今
後
も
一
緒
に
喜
び
を
共
有

で
き
る
仲
間
を
さ
ら
に
増
や
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

空手道部
部員数…15名

長谷川 久芳さん（中央）

  は せ がわ     ひさよし

工学部 電気システム工学科3年

〈主将〉

山崎 正馬さん（右）

やまざき   しょうま

工学部 都市建設工学科2年

加藤 寿典さん（左）

 かとう    ひさのり

工学部 都市建設工学科1年

自
身
を
磨
い
て
い
く
な
か
で
絆
を
深
め
、

と
も
に
喜
び
を
分
か
ち
合
え
る
大
切
な
仲
間
。

軟
式
テ
ニ
ス
は
テ
ク
ニ
ッ
ク
が
重
要
視
さ
れ
る
た

め
、誰
で
も
練
習
次
第
で
上
達
す
る
こ
と
が
で

き
る
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。試
合
は
ダ
ブ
ル
ス
が
中
心

と
な
る
の
で
、ペ
ア
を
組
む
相
手
と
の
相
性
や
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、信
頼
関
係
な
ど
が
重
要
と

な
り
ま
す
。そ
の
た
め
毎
年
、部
員
た
ち
の
親

睦
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
に
夏
合
宿
を
実
施

し
て
い
ま
す
。さ
ま
ざ
ま
な
考
え
を
持
っ
た
人

た
ち
と
行
動
を
と
も
に
す
る
こ
と
は
大
変
で

す
が
、社
会
に
出
る
前
の
良
い
勉
強
で
す
。ま

た
、年
に
一
度
O
B
・
O
G
戦
を
行
う
な
ど
、ひ

と
回
り
以
上
年
の
離
れ
た
諸
先
輩
方
と
も
交

流
を
深
め
て
い
ま
す
。年
齢
に
関
係
な
く
気
軽

に
誰
と
で
も
関
わ
り
合
え
る
部
の
雰
囲
気
は
、

代
々
受
け
継
が
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。学
生

で
す
か
ら
学
業
優
先
が
当
た
り
前
で
す
が
、試

合
で
上
位
に
食
い
込
め
る
ほ
ど
の
高
い
素
質
を

持
っ
て
い
る
部
員
も
い
る
の
で
、練
習
に
し
っ
か

り
取
り
組
み
、男
女
と
も
に
東
海
学
生
リ
ー
グ

2
部
、愛
知
学
生
リ
ー
グ
1
部
昇
格
を
狙
っ
て

い
き
た
い
で
す
。

軟式庭球部
部員数…65名

大溝 祐介さん（中央）

おおみぞ   ゆうすけ

応用生物学部 食品栄養科学科3年

〈部長〉

廣瀬 史也さん（左）

 ひろせ     ふみや

工学部 建築学科3年

〈副部長〉

小久保 輝さん（右）

   こくぼ     あきら

応用生物学部 食品栄養科学科3年

異
な
る
立
場
や
考
え
の
人
た
ち
と
関
わ
り
、

選
手
と
し
て
、人
と
し
て
、成
長
す
る
。
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シ
ン
フ
ォ
ニ
ッ
ク
バ
ン
ド
と
は
、管
楽
器
を
中
心

に
打
楽
器
と
一
部
の
弦
楽
器
で
構
成
さ
れ
た

吹
奏
楽
部
の
こ
と
で
す
。大
学
の
部
活
動
で
は

め
ず
ら
し
く
、歩
き
な
が
ら
形
態
を
作
っ
て
演

奏
す
る
ド
リ
ル
演
奏
も
行
っ
て
い
ま
す
。各
楽

器
パ
ー
ト
が
揃
わ
な
い
と
音
合
わ
せ
が
で
き
な

い
た
め
、週
4
回
の
練
習
に
ほ
と
ん
ど
の
部
員

が
参
加
し
ま
す
。昨
年
の
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル

で
は
愛
知
県
大
会
金
賞
、東
海
大
会
銀
賞
を

獲
得
し
ま
し
た
が
、ま
だ
満
足
で
き
る
演
奏

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。今
年
は「
切
磋
琢
磨
」を

ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲
げ
、一
人
ひ
と
り
の
技
術
向
上

と
演
奏
に
対
す
る
意
識
を
高
め
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。毎
年
2
月
に
開
催
し
て
い
る
定
期
演

奏
会
で
は
、運
営
か
ら
集
客
ま
で
の
全
て
を
部

員
で
行
い
ま
す
。苦
労
も
あ
り
ま
す
が
、や
り

遂
げ
た
際
の
達
成
感
と
演
奏
後
に
会
場
の
お

客
様
か
ら
い
た
だ
く
拍
手
は
格
別
で
す
。音

楽
が
好
き
な
人
が
集
ま
り
、先
輩
が
後
輩
を

教
え
る
和
気
あ
い
あ
い
と
し
た
雰
囲
気
を
大

切
に
し
な
が
ら
こ
れ
か
ら
も
練
習
に
励
ん
で
い

き
た
い
で
す
。

シンフォニックバンド
部員数…約65名

長﨑 孝亮さん（中央右）

ながさき   たかあき

工学部 応用化学科3年

〈部長〉

南口 由里香さん（中央左）
 なんこう     ゆりか

現代教育学部 幼児教育学科3年

〈副部長〉

磯野 夏輝さん（左）

 いその     なつき

人文学部 コミュニケーション学科3年

〈総務〉

湯本 遥香さん（右）

  ゆもと    はるか

応用生物学部 環境生物科学科3年

〈学生正指揮者〉

日
々
の
練
習
と
演
奏
に
臨
む
高
い
意
識
は
、

ま
と
ま
り
の
あ
る
音
に
な
っ
て
現
れ
る
。

私
た
ち
科
学
・
物
理
実
験
会
は
、小
学
生
を

対
象
に
し
た
工
作
教
室
を
開
催
し
、実
験
や

工
作
を
通
し
て
科
学
・
物
理
に
興
味
を
持
っ
て

も
ら
う
活
動
を
し
て
い
ま
す
。ま
だ
創
部
3

年
目
の
若
い
部
で
す
が
、依
頼
が
あ
れ
ば
学
外

へ
出
向
い
て
教
え
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。科

学
・
物
理
の
現
象
や
原
理
を
理
解
し
て
い
な
い

と
、教
え
る
際
に
上
手
く
説
明
で
き
な
い
た

め
、自
ら
理
解
を
深
め
る
こ
と
も
大
切
。ま

た
、子
ど
も
た
ち
に
は
難
し
い
言
葉
を
使
わ
な

い
よ
う
に
、分
か
り
や
す
く
伝
え
よ
う
と
考
え

る
こ
と
が
私
た
ち
の
学
び
に
も
つ
な
が
っ
て
い

ま
す
。工
作
教
室
で
つ
く
る
工
作
や
実
験
道
具

は
ア
イ
デ
ア
を
出
し
合
い
決
定
し
、事
前
準
備

で
は
楽
し
く
分
か
り
や
す
い
説
明
だ
け
で
な

く
、工
作
道
具
な
ど
の
安
全
性
に
も
配
慮
。開

催
直
前
と
も
な
る
と
誰
も
が
黙
々
と
準
備
に

取
り
掛
か
っ
て
い
ま
す
。こ
の
情
熱
も
、全
て
は

子
ど
も
た
ち
の
驚
い
た
反
応
や
楽
し
そ
う
な

笑
顔
の
た
め
。今
後
は
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利

用
し
た
工
作
講
座
の
動
画
配
信
に
も
挑
戦
し

て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

科学・物理実験会
部員数…29名

松下 友哉さん（中央）

まつした     ともや

経営情報学部 経営情報学科2年

〈部長〉

後藤 那彰さん（左）

 ごとう    ともあき

応用生物学部 環境生物科学科2年

〈副部長補佐〉

人見 謙吾さん（右）

 ひとみ     けんご

工学部 機械工学科3年

子
ど
も
た
ち
の
楽
し
そ
う
な
笑
顔
が
、

サ
ー
ク
ル
活
動
の
原
動
力
。
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センター設立10周年を記念して記念式典・交流会を開催。10

年の歩みや今後の展望などを発表し、卒業生の方々との交流

を深めた。

オープンキャンパスの来場者へ中部大学の魅力を伝えた。多く

の人と接することで、コミュニケーション能力や積極性を高める

ことができた。

城山公園（尾張旭市）で開催される「さくらまつり」で、スタンプ

ラリーなどの企画を行った。老若男女を問わず、多くの地域の

方 と々交流を深めることができた。

活動に積極的なスタッフを対象に研修を実施。ボランティアス

タッフとしての意識向上を図り、センターの課題や現状について

話し合った。

21

学
生
自
身
に
よ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
団
体
と
し
て

ス
タ
ー
ト
し
た
セ
ン
タ
ー
は
、2
0
1
4
年
度
に
設
立

10
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。“

今
年
度
に
し
か
出
せ
な

い
色
を
出
し
て
い
き
た
い”

と
い
う
思
い
を
込
め
て
掲

げ
た
2
0
1
4
年
度
の
活
動
方
針
は
、「
十
人
十
色

〜
一
人
ひ
と
り
の
色
を
混
ぜ
て
新
し
い
色
へ
〜
」。助

け
合
い
と
高
い
意
識
づ
く
り
の
2
つ
に
重
点
を
置
い

て
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

〜
一
人
ひ
と
り
の
色
を

　
　
　
混
ぜ
て
新
し
い
色
へ
〜

中部大学ボランティア・NPOセンターでは、建学の精神である「不言実行、あてになる人間」を目指し、

自律的、自発的に行動できる人材育成を実践中。

本センターは、ボランティア活動を通じて社会貢献ができる人間を育成する場にもなっています。

中
部
大
学
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
N
P
O
セ
ン
タ
ー

2
0
1
4
年
度
活
動
報
告

「ボランティア活動の促進」と「ボランティアスタッフ養成」

おもてなしボランティア10周年記念式典・交流会

ボランティア養成研修（春・夏）さくらまつり
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共感的な「心のバリアフリー」を目指して

各プロジェクトの活動実績

社会福祉プロジェクト

超高齢社会に突入したわが国では、高齢化に加えて障がいの重

度・重複化も進んでいます。そうした中、社会福祉プロジェクトでは

社会における「差別・偏見」をなくしていくことを目的とした活動を

展開。さまざまな福祉施設と交流し、高齢者・障がい者と実際に

触れ合うことで理解を深め、社会における差別・偏見をなくしてい

く「心のバリアフリー」を世間に広める活動を行いました。

●介助犬フェスタ/運営補助
●愛知県コロニー/こばと学園におけるボランティア活動
●チャリティー募金活動

■2014年度主な活動実績

「体験すること」をきっかけに、
ソーシャルスキルの習得を目指す

社会教育プロジェクト

少子化に伴う異年齢間の交流の減少により、コミュニケーションや

自己判断することを苦手とする子どもが増えたと言われています。

そこで社会教育プロジェクトでは、社会の中でうまく他人と交わり、

ともに生活していくために必要な能力である「ソーシャルスキル」を

習得するための場所作りを目的に、体験学習や地域社会と連携し

た地域教育など、さまざまな活動を行いました。

●子ども自然体験キャンプ
●学びの森
●春日井まつり子ども企画委員会

■2014年度主な活動実績

国際交流の発展と、
地域と連携した国際理解教育の推進に向けて

国際理解プロジェクト

国際社会は、飢えや病気、紛争や環境破壊などさまざまな問題を

抱えています。ただ、学生がこれらの問題を直接的に解決するの

は困難であるため、国際理解プロジェクトでは、国際理解力の向

上を目指した活動を実施。「地域の子どもたちへの国際理解の普

及」や「中部大学生への国際理解教育の普及」、「地域と連携し

た国際交流・協力」を目的とした活動を行いました。

●ワクチン支援活動～ペットボトルキャップ回収～
●リトルワールド研修
●中部大学祭模擬店出店

■2014年度主な活動実績

環境プロジェクトのネットワーク構築と
多方面からの環境対策

環境対策プロジェクト

2014年、名古屋で世界ユネスコ会議が開催。その中で環境問題

が取り上げられ、問題への意識が高まりました。環境対策プロジェ

クトでは、「一人ひとりの協力」と「各分野の連携」を重点に置き、活

動を通して自然や環境問題と触れ合っていき、環境問題解決へ

の関心を高めるとともに、地域とのネットワーク構築をつなげていく

ことで、多方面における環境問題解決を目指しました。

●食農体験（親子田んぼ体験）
●自然保全活動（森の健康診断、藤前干潟クリーン大作戦）
●環境学習（省エネルギー推進活動）

■2014年度主な活動実績

大規模災害「東海大地震」に備えた
実践的なプログラムの実施

災害対策プロジェクト

今後起こると言われている東海大地震に備え、私たちは東日本大

震災から多くを学んでいかなくてはなりません。災害対策プロジェ

クトでは、スタッフ一人ひとりが危機感を持ち、応急救護のスキル

の習得や学内防災訓練へ積極的に参加するなど、さまざまな情

報交換や学習活動を実施。また2014年には、新たに「避難所想

定訓練」を行うことで、災害への意識向上を図りました。

●東日本大震災被災地ボランティア活動
●神戸研修（阪神淡路大震災被災地研修）
●救命講習会、避難所想定訓練

■2014年度主な活動実績

地域貢献の出来る『実践者』の育成と、
行政と協働による市民参加活動の推進

地域貢献プロジェクト

「地域密着型」のボランティアを目指し、学生と地域の方々が一緒

になって地域を盛り上げることを目的に活動をしています。春日井

まつりや自治会・子ども会などに積極的に参加し、大学周辺地域

の活性化に貢献しました。他にも、大学の取り組む「地（知）の拠

点整備事業（COC事業）」への参画や、市役所や警察署との協

働など、さまざまな活動を通して地域貢献を目指しました。

●福島っ子キャンプ/支援活動
●春日井まつり企画運営委員会
●COC事業への参画

■2014年度主な活動実績
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「自分を変えるきっかけがほしい」、「新しいことにチャレンジして自分を磨きたい」。

中部大学では、学生みんなの「何かやってみたい」と思う気持ちを後押しするために、

誰でも参加できるプログラムを用意しています。

めざせ！5つ星
★★★★★

「Let 's  CHALLENGE」に掲載された課外

活動に5つ以上参加した学生の皆さんには、

3,000円分の図書カードがもらえる「めざせ！

5つ星」企画も行っています。ぜひ参加をおす

すめください。

Let’s CHALLENGE

今年で38回目を迎える伝統ある大会。参加資
格はバドミントン部以外なら誰でもOK。24チー
ム48人のダブルストーナメントで「中部大学の
凄腕」を競います。毎年11月に申込を受け付け
ています。

バドミントン大会

〈各種プログラム〉
●全学学科対抗スポーツ大会
●Night Walk
●8時間自転車耐久レース
●バドミントン大会
●チャレンジ・サイト

新た
な一
歩を

踏み
出す
ため
の

プロ
グラ
ム

スタンプを集めて
図書カードGET！

Pick Up 挑む

自らが主体となって、プロジェクトを企画し、プロ
ジェクトリーダーを中心に活動中。現在6つのプ
ロジェクトがあり、自発的・自立的に行動する人
材の育成と、大学発の社会貢献活動を目指し
ています。

ボランティア・NPOセンター

〈各種プログラム〉
●ボランティア・NPOセンター
●C.U.P.（クリーンアッププロジェクト）
●初年次ピアサポーター
●キャリアメッセンジャー

Pick Up 協力する

図書館には、新聞記事や雑誌記事を探すた
めの文献検索データベースがあります。秋学
期の講習会では、データベースの使い方を実
習形式で説明。効率的な文献検索法を身に
つけられます。

文献検索データベース講習会

〈各種プログラム〉
●公務員試験対策講座
●資格取得対策講座
●卒論・レポート作成講習会
●文献検索データベース講習会
●学習支援室
●カンバセーション・パートナー
●太極拳講習会

Pick Up 磨く

簡単レシピの紹介やトラブル対策、大学周辺
のお店や病院情報など、ひとり暮らしを楽しむ
ためのヒントが満載のイベント。上級生やひと
り暮らしの仲間との交流もできます。毎年春に
開催しています。

ひとり暮らし入門

〈各種プログラム〉
●中部大学祭※スタンプ対象外
●中部大学音楽祭
●成人を祝う会
●スキー・スノーボードキャンプ
●D.I.テーブル
●キャンパスコンサート
●ひとり暮らし入門

Pick Up 楽しむ

新入生を対象とした伝統的な大学行事。西穂
高岳登山、キャンプファイヤー、穂高鍋づくり
などのプログラムがあり、上級生や教職員、仲
間と寝食をともにしながらコミュニケーションを
深めていきます。

フレッシュマンキャンプ

〈各種プログラム〉
●フレッシュマンキャンプ
●ウプト学生編集委員
●自分探しグループ
●アルコール・パッチテスト
●留学フェア
●学生選書ツアー

Pick Up 発見する



24

工学部

Pick Up ゼミ

薄膜技術を活用した
クリーンなエネルギー源や材料に関する研究

応用化学科 山田 直臣ゼミ

新たな太陽電池材料の薄膜研究やディスプレイ用透明電極に用い
る新しい透明導電膜の研究など、薄膜技術を用いて幅広い研究をし
ています。週に1度、ミーティングで研究について報告や意見を出し
合っています。

創造理工学実験Ⅰ・Ⅱ（1年次対象）

中部大学が30年にわたって実施してきた「工学
基礎実験」を引き継ぎ、発展させた工学部の目玉
科目。実験の基礎を学び、実験の流れを総合的
に修得します。

創成工学B（2年次対象）

より専門性の高い実験科目で、さまざまな専門分
野の教員が授業を担当します。先端研究に触
れ、研究発表も経験できます。

中部圏屈指の総合大学へと進化を遂

げた中部大学。ここでは、学部のトピッ

クスや特徴と合わせてゼミをピックアッ

プします。ご子女が在籍される学部を知

る一助になれば幸いです。

●機械工学科
●電気システム工学科
●電子情報工学科
●都市建設工学科

●建築学科
●応用化学科
●情報工学科
●ロボット理工学科

工学部

●経営情報学科

●経営学科

●経営会計学科

経営情報学部

●国際関係学科
●国際文化学科

●中国語中国関係学科

国際関係学部

●日本語日本文化学科

●英語英米文化学科

●コミュニケーション学科

●心理学科

●歴史地理学科

人文学部

●幼児教育学科 ●児童教育学科

現代教育学部

●生命医科学科
●保健看護学科
●理学療法学科

●作業療法学科
●臨床工学科
●スポーツ保健医療学科

生命健康科学部

工学部では、全学科共通の工学部専門基礎科
目として、1年次を対象とした「創造理工学実験
I・Ⅱ」と2年次を対象とした「創成工学B」を実施
しています。

技術者としての基礎を
1年次から徹底的に修得。

●応用生物化学科

●環境生物科学科
●食品栄養科学科

　食品栄養科学専攻
　管理栄養科学専攻

応用生物学部

研究
テーマ



3・4年生が合同でゼミを行っています。今年は、カントの「永遠平和の
ために」を読んでいます。報告と議論を通じて新たな発見があり、理
解が深まります。勉強ばかりのゼミではなく、先輩と後輩、そして先生
との距離が近いゼミです。

　村先生は、見た目が少し強面な元ボクサーの先生です。先生の前
での発言は怖くて緊張します。しかし、今後の就職活動で面接官に
ノックアウトされない力をつけるため、日 ト々レーニングをしています。
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国際関係学部

Pick Up ゼミ

国際金融論（国際政治経済学）

国際関係学科 高 英求ゼミ

研究
テーマ

経営情報学部

Pick Up ゼミ

会社組織の“非常識性？”に関する研究

経営学科 　村 宏和ゼミ

研究
テーマ

2016年4月に3学科を統合。経営総合学科が誕生します。
※詳細はP54をご覧ください。

※詳細はP54をご覧ください。

■経営情報学部が養成する人材像

経営情報学科 経営学科 経営会計学科

2016年4月に3学科を統合。
国際学科が誕生します。

国際文化学科

国際関係学科

中国語
中国関係学科

民族資料博物館には、国際関係学部の研究者
らによって世界各国から収集されてきた資料の
ほかに、シルクロード文化圏や中南米地域の資
料など、総数約2,700点を収蔵しています。保護
者の皆様も無料で入館することができます。

世界の文化と歴史に触れる
圧巻の民族資料を収蔵。

経営情報学部は、企業や行政のいろいろな部
門で仕事に取り組む多彩な人材を、一人ひとり
の個性に合わせて育てています。

情報化社会のビジネスで
求められる人材を育成。 経営情報システムの専門家

情報技術に強いビジネスパーソン

情報技術のわかる経営指導者

経営者・起業家

経営のわかるビジネスパーソン

会計の専門家

会計のわかるビジネスパーソン

会計情報に強い経営指導者



私たちは脳と栄養について研究しています。学生は研究課題に対し
て、各自が目標を立てて実験に挑戦しています。研究室でのイベント
もたくさんあって、遊ぶ時は遊び、やるべき時はやる。何にでも一生懸
命な研究室です。
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応用生物学部

Pick Up ゼミ

食事・機能性栄養成分と
脳機能の維持・向上に関する研究

食品栄養科学科 山田 貴史ゼミ

研究
テーマ

人文学部棟と隣接する第3学生ホールのメニューが、
この度、大幅にリニューアルしました。なかでも好評を
得ている「セレクトデリランチ」をご紹介します。

栄養バランスを考えた、
日替わりの新メニュー登場！

人文学部

Pick Up ゼミ

日本語学・日本語習得研究

日本語日本文化学科 小森 早江子ゼミ

私たちのゼミでは、主に自分の研究したい分野の論文について全員
で読み合い、意見を交わしつつ研究に取り組んでいます。ときには談
笑もまじえながらも、各自真面目に研究を進めています。

●本日のサラダ2種類（6種類程度から2つ選択）
●本日のメインディッシュ1種類（4種類程度から選択）＋本日のソースメニュー（3種類程度から選択）
●ドリンク（コーラ・メロンソーダ・お茶・カルピス・カルピスソーダなどから選択）
※100円追加するとスイーツが付きます。

研究
テーマ

人文学部で学ぶ領域は、言語、文化、社会、歴
史、心理等、幅広い人間の活動を対象としていま
す。それらを学ぶ過程で、豊かな教養や深く考え
る力を身につけ、自発性や独創性を持った信頼さ
れる人格を養うことを教育目標としています。

豊かな教養と実践的な
スキルの獲得をめざして。

先端バイオに必要な知識と技術、技能と資質を
手に入れるため、応用生物学部では、実験科目
を重視しています。そのために導入された充実
の施設も魅力の一つです。

実験を通して理解が深まる
イチオシ実験科目！

セレクトデリランチ…500円

大腸菌とシロイヌナズナを用いて、
遺伝子操作を体験。

水圏環境の変化を把握するための
野外調査や観測、分析技術を習得。

酵素の性質を知るために、抽出や活
性測定、精製の基本を実験で体験。

分子生物学実験 環境分析実験A 生物化学実験A

応
用
生
物
化
学
科

環
境
生
物
科
学
科

食
品
栄
養
科
学
科
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保育現場で環境構成のスペシャリストとなるために頑張っています。
実際の保育現場や、園環境に見立てた模擬保育室、畑、花壇、砂場
といった学内環境、及び、絵本や独楽の児童文化財関連施設におい
て、「主体的な活動としての遊び」を支える環境とは何かを考える活
動をしています。

ゼミのメンバーは個性豊かです。ときには先生と意見がぶつかることも
あります。厳しくも優しくおもしろい先生とともに、世界に目を向けた研
究を頑張っています。　

現代教育学部

Pick Up ゼミ

主体的な活動としての
遊びを支える環境構成の模索

幼児教育学科 千田 隆弘ゼミ

学部共通科目では、現代における教育に必要な知識を学ぶほ
か、野外活動の体験やグループワークによる演習を通して、教
育現場での実践力を身につけます。学科専門科目は、幼児教
育・児童教育それぞれの分野でのスペシャリストをめざし、理論と
実践を体系的に身につけることができるよう構成されています。

研究
テーマ

生命健康科学部

Pick Up ゼミ

運動生理学に関する研究、運動が
健康に及ぼす影響について

スポーツ保健医療学科 堀田 典生ゼミ

研究
テーマ

■国家試験合格率理学療法学科
理学療法士

スポーツ保健医療学科
救急救命士

臨床工学科
臨床工学技士

作業療法学科
作業療法士

生命医科学科
臨床検査技師

保健看護学科
看護師、保健師

幅広い教養と
高い専門性が学べる

充実したカリキュラム構成。

生命健康科学部は6学科からなっています。それ
ぞれ、右記のような医療系の国家試験受験資格
が取得可能。多様な人材の養成によって保健・医
学・医療の進歩に貢献していこうとしています。

未来を開拓できる
医療人の育成を目指します。

学部教育科目（学部共通科目＋学科専門科目）

臨床検査技師
90.1％（2009～2014年）
看護師
95.1％（2009～2014年）
理学療法士
93.8％（2014年）
作業療法士
88.9％（2013～2014年）
臨床工学技士
94.0％（2013～2014年）
救急救命士
100％（2014年）

生命健康科学部

春学期 秋学期 春学期 秋学期 春学期 秋学期 春学期 秋学期

※自由科目：他学部・他学科の学部教育科目を選択でき（一部制限あり）、卒業要件の総単位数の中に含めることができます。

1年次 2年次 3年次 4年次

全学共通教育科目
22単位以上

学部教育科目
86単位以上

自由科目※16単位まで

保
育
実
習
Ⅰ

（
保
育
所
・
施
設
）

教
育
実
習

小
学
校

保
育
実
習
Ⅱ
・
Ⅲ

（
保
育
所
・
施
設
）

教
育
実
習

幼
稚
園

教
育
実
習

中
学
校
・
特
別
支
援
学
校
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チ
ャ
レ
ン
ジ・

サ
イ
ト

活
動
報
告

本プロジェクトは、植物、昆虫、動物を含む生物全般を保全対象とし、
生息地適性評価や保全指針作製を行っています。2014年度は、第
10回目を迎えた「土岐
川・庄内川源流 森の健
康診断」の実施内容とし
て、人工林の現状の把
握や森林のもつ洪水抑
制機能に影響を与える
因子の探索の結果につ
いて報告しました。

産学官民恊働による
中部大学周辺域の生物保全活動

応用生物学部 環境生物科学科 南 基泰教授ほか指導教員

本プロジェクトでは毎年、学生が中心となって企画・運営する障がい
者スポーツイベント「心をつなごうスポ・レクチャレンジ」を開催してい
ます。本報告会では、愛
知県社会福祉協議会障
害者スポーツの一講座
として行ったタグラグビー
について発表。実際に
触れ合うことで、座学で
は学べなかったことを学
べたと報告しました。

障がい者スポーツのすすめ

生命健康科学部 生命医科学科 伊藤 守弘准教授指導教員

本プロジェクトでは、大学全体での健康維持も含めたスポーツ活動
の更なる活発化が求められると考え、学生主体によるスポーツ活動
のサポートを展開。勉強
会の実施やトレーニング
の指導・補助、また、春日
井マラソンの救護班など
学外の活動へも積極的
に参加し、地域貢献や他
大学の学生との交流な
ども行いました。

スポーツ活動支援プロジェクト
Custom

生命健康科学部 スポーツ保健医療学科 西垣 景太講師指導教員

活気を失った春日井まつりのパレードを、市民と協力して盛り上げる
のが狙いのこの活動。学生が「盛り上げ隊」を結成して臨んだ2013
年は雨で中止。そのリベ
ンジに燃えた2014年
は、大成功を収めること
ができました。この仕組み
を地域活性化モデルの
一つとして定着させると
ともに、継続することが重
要だと報告しました。

学生と市民が協力連携して
春日井まつりを盛り上げよう！

人文学部 コミュニケーション学科 齋藤 宏保教授ほか指導教員

中部大学子育てすくすく育て隊は、学生が主体的に実践する地域子
育て支援ボランティア団体です。活動する学生自らが次世代育成に
携わり、また自らも次世代
育成支援の対象者とし
て育てられるという循環
型教育的活動という側
面も持っています。2014
年度は過去最多の活動
回数で、延べ477名の学
生が参加しました。

「中部大学子育てすくすく育て隊」
地域貢献活動

現代教育学部 幼児教育学科 梶 美保准教授ほか指導教員

新
し
い
こ
と
に
挑
戦
す
る
学
生
を

応
援
す
る
チ
ャ
レ
ン
ジ
・
サ
イ
ト
。

2
0
1
4
年
度
は
17
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
活
動
を
報
告
。

学
生
た
ち
は
活
動
を
通
し
て
多
く
を
学
び
、

人
間
力
を
身
に
つ
け
て
い
ま
す
。

※
指
導
教
員
は
、平
成
26
年
度
代
表
担
当
者
と
な
り
ま
す
。

2014年10月19日に飯吉理事長も参加されて総勢
150名で実施された森の健康診断。

タグラグビー教室を開催。ビブスを着ているのが中部
大学生。障がいの程度に合わせて指導した。

約8,000人が参加する春日井マラソンに、救護班と
して参加。

春日井市のキャラクター「道風くん」になってパレード参加。

2 0 1 4
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2014年度は、低アレルギークッキー「こめっきー」に加え、新たな製
品としてウインナーソーセージとマドレーヌケーキを開発しました。ソー
セージは、キムチやハー
ブ等を使い、ボイルしたも
のと炒めたものを用意し
て食味試験を実施。ま
た、地域の人を対象に
ソーセージ教室を開講
し、人へ教えるということ
も体験しました。

オリジナル食品の開発と
学内販売に挑戦する

応用生物学部 食品栄養科学科 根岸 晴夫教授指導教員

全国規模の映像コンクールにビデオ作品を出品し、グランプリ受賞
を目指して活動中の本プロジェクト。2014年度は2作品を出品し、
内1点がフォトコンテスト
での入賞を果たしました。
諦めずにチャレンジする
こと、社会の動きに関心
を持つことの重要性やそ
の中での自分の役割に
ついて考えることの大切
さを学びました。

全国映像コンクールでの
グランプリ獲得作戦

メディア教育センター 村上 和彦教授ほか指導教員

近年、ゲームは娯楽や文化の役割を超え、多くの人から注目を集め
ています。本プロジェクトでは、春日井市の地域振興と情報発信を目
的に、実際の春日井市を
舞台にした恋愛シミュ
レーションゲームを企画・
開発。ゲームを通して春
日井市と学生の絆を深
め、春日井市を知っても
らうきっかけをつくるため
に活動しました。

春日井市をテーマとした
地域振興型ゲームアプリの企画開発

人文学部 コミュニケーション学科 尾鼻 崇助教指導教員

ロボットが好きな学生の交流の場として、また、参加学生が協力して
ロボットの設計、製作に取り組む目的で立ち上げた本プロジェクト。
昨年までの「ロボットチャ
レンジ」で取り組んできた
ロボカップ用のロボット
製作の資産やノウハウを
活かしつつ、他の競技会
に参加する準備を進め
ると共に今年もロボカッ
プに参加しました。

中部大学の
オリジナルロボットを作って
競技会に出場しよう

工学部 ロボット理工学科 長坂 保典教授ほか指導教員

中部大学の超精密加工技術を用いた天体望遠鏡の製作と、天体
観測を通して天体望遠鏡および星への知識を深めることを目標に
活動しました。2014年
度は、さまざまな学科の
学生43名が参加。アル
ミ材切削技術を用いて
中部大製の反射鏡を製
作し、その鏡を用いた望
遠鏡で、月や木星などの
観望を行いました。

中部大学生が製作する
手作り天体望遠鏡で宇宙を観よう！

工学部 共通教育科 工藤 健教授ほか指導教員

本プロジェクトでは、中部大学ESDエコマネーチームを結成し、学生
主体のESD活動の一環として標準を使う→作る→教えるという実践
型の標準化人材育成を
行っています。2014年
度は、テーマを環境分野
から社会的責任分野の
標準化教育に広げて教
材を開発。学術会議や環
境イベントなどで教材を
体験していただきました。

学生主体による
社会的責任に関する標準化教育

経営情報学部 経営学科 伊藤 佳世准教授指導教員

今年は初めて手作りソーセージに挑戦！ 美味しいソー
セージができました。

日本デジタルゲーム学会2014年度夏季研究発表大会
インタラクティブセッションにて成果報告。

ロボカップ小型リーグでの試合の様子。

秋期合宿（東栄町スターフォレスト御園）の模様。

東京ビッグサイトで開催されたエコプロダクツ2014で
の実演。
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本プロジェクトは、高齢化が進む高蔵寺ニュータウン活性化への提案
と、ESDの観点からニュータウンでの世代間対話を目的に、さまざまな
活動を行いました。伝統
的なまちづくりから活性
化のヒントを探すために
高山へ合宿に行ったり、
幅広い年代の方との対
話をすることで、活性化
のための意見を出し合
い、提案にまとめました。

高蔵寺ニュータウンで中部大生と
シニア、女性、外国人、障がい者との
世代間、多文化交流

国際関係学部 国際関係学科 羽後 静子教授ほか指導教員

自然体験を通して、学生の実践的指導力と子どもたちの生きる力を育成
する本プロジェクト。2014年度は、前年度と同様、ツリークライミングや
田んぼでの活動等を実
施。ツリークライミングでは
事前に装備を購入して練
習を行うことで、前年度の
問題点や反省点をうまく
改善するなど、子どもたち
への指導においても主体
的に行うことができました。

教師・保育士を目指す学生と
地域の子どもたちが協同して育ち合う、
実践的自然体験型環境教育プロジェクト

指導教員

3号館1階に展示してあった電気カートを動かしてみたいという興味
から始まったプロジェクト。電気や車の知識を持った有志学生が集ま
り、改良と部品制作を繰
り返しました。2014年度
は、大会出場はできませ
んでしたが、2015年5月
に初めてEVフェスティバ
ルに出場。さらなる改良
を加え、次は優勝を目指
します。

電気カートの製作及び
EVフェスティバルでの入賞

工学部 電気システム工学科 山本 和男准教授指導教員

中東・イスラーム圏の地域の文化や歴史、政治・経済などへの学生
の興味喚起、理解向上を目的に活動を行いました。実際に神戸の
ムスリムモスクを訪問し
たり、名古屋市にあるチ
ベット寺院の見学、トル
コの伝統的なお菓子の
試食会やトルココーヒー
占いの体験を通して、学
生たちはイスラムへの理
解を深めました。

中部地方における
若者の中東・イスラーム
理解向上プロジェクト

国際関係学部 国際文化学科 中山 紀子教授ほか指導教員

本プロジェクトでは、中部地方各地の観光問題について学生が主体
となって調査し、その実態を明らかにしています。2014年度は、岐阜
県高山市を巡る観光客
の動きを調査。学生なら
ではの機動力（多人数・
時間的余裕・体力）を活
かして、計623組1458
名以上の観光客への聞
きとり調査を行いその結
果を検討しました。

中部大生が中部地方の
観光問題に迫る
̶現地での実態調査̶

人文学部 歴史地理学科 山元 貴継准教授指導教員

豚のブランド化に取り組んでいる高橋正泰氏（中部大学卒業生）か
ら、高橋農場の写真や文章コンテンツを支給してもらい、豚のブラン
ド化につながるホーム
ページ作りを行った本プ
ロジェクト。実際に高橋
氏にヒアリングを行い、
豚の流通プロセスや育
てる環境などについて教
えてもらいながら、ホーム
ページを完成させました。

高級豚ブランドを目指して
～高橋ファームの正直豚をブランド化する～

経営情報学部 経営学科 小山 太郎講師指導教員

現代教育学部 幼児教育学科 釆　 真澄准教授ほか

高蔵寺ニュータウン東部市民センターにて、住民と学
生のグループで、暮らしの現状についての話し合い。

6月の活動では、泥の感触を楽しみながら田植えを行い
ました。秋に収穫するお米が楽しみです。

走行前の記念撮影、いよいよレース開始です。

コーヒー占い体験会の際、参加者にトルコにまつわる
クイズを出す学生たち。

高山市での調査では、伝統的な町並みのほかアニメ
作品の「聖地」を巡る観光客の動きを明らかに。

高橋ファーム代表 高橋正泰氏（本学経営情報学部
OB）
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「
留
学
し
て
み
た
い
ん
だ
け
ど
…
」と
相
談
さ
れ
た
ら
、保
護
者

の
皆
様
は
ど
の
よ
う
に
応
え
ま
す
か
？
前
向
き
な
気
持
ち
を
応

援
し
た
い
気
持
ち
が
あ
り
つ
つ
も
、何
か
と
心
配
な
こ
と
ば
か
り

考
え
て
し
ま
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。こ
こ
で
は
、留
学
を
価
値
あ

る
も
の
に
す
る
た
め
に
、保
護
者
の
皆
様
に
も
知
っ
て
お
い
て
い

た
だ
き
た
い
情
報
を
、留
学
の
流
れ
に
沿
っ
て
集
め
ま
し
た
。

ま
ず
は
国
際
セ
ン
タ
ー
へ
行
く
こ
と
を
お
す
す

め
く
だ
さ
い
。国
際
セ
ン
タ
ー
は
留
学
の
プ
ロ
が

常
駐
す
る
オ
フ
ィ
ス
。不
安
や
疑
問
が
あ
れ
ば

何
で
も
聞
く
こ
と
が
で
き
、ど
ん
な
質
問
に
も

丁
寧
に
答
え
て
く
れ
ま
す
。留
学
さ
せ
た
い
と

お
考
え
の
保
護
者
の
方
も
、ぜ
ひ
一
度
、国
際
セ

ン
タ
ー
を
訪
ね
る
よ
う
に
ご
子
女
へ
す
す
め
て

み
て
く
だ
さ
い
。

保
護
者
の
た
め
の

留
学
講
座

留学に興味を持ったら…

留学資料を多数用意し、経験豊富なスタッフが全力でサポートしています。

国際センターで行う中部大学の留学プログラム説明会です。各プログラムの説明はもちろん、

留学を経験した先輩の体験談や、交換留学生から直接現地の様子を聞くことができる貴重な

機会でもあります。

「留学フェア」を春と秋に開催しています！

留学へのサポート、本気で考えてみませんか？

Check!

                    つながっています！
      19ヵ国37大学・機関と
中部大学は、

アメリカ
オハイオ大学
ウェストバージニア大学

カナダ
ブリティッシュ・コロンビア大学

中国
外交学院
ハルビン理工大学
華東師範大学
同済大学
ハルビン工業大学
安徽理工大学
華電電力科学研究院
中国科学院・電子工学研究所
同済大学浙江学院
嘉興学院
東北大学 メキシコ

グアナフアト大学
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中
部
大
学
は
現
在
、19
カ
国
37
大

学
・
機
関
と
交
流
し
て
い
ま
す

（
2
0
1
5
年
6
月
10
日
現
在
）。

い
く
つ
か
の
大
学
と
は
目
的
別
に
多

彩
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
用
意
。「
英
語

圏
で
学
び
た
い
」、「
中
国
語
を
学
び

た
い
」、「
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
し
て
み

た
い
」、「
ま
ず
は
短
期
間
の
留
学
を

し
て
み
た
い
」な
ど
、そ
れ
ぞ
れ
の
希

望
や
語
学
力
に
応
じ
て
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
選
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

一般に海外で学ぶことを「留学」と言いますが、中部大学

では、留学プログラムを目的別に「研修」と「留学」の2つ

に分けています。「研修」は中部大学の協定大学・提携

機関との間に企画された、誰もが参加しやすい語学学習

や文化体験に重点を置いたプログラム。「留学」は中部

大学在籍期間に協定校での正規授業を履修する派遣

留学等を指します。

研修と留学の違いとは…

どんな国へ行けるの？

ブリティッシュ・コロンビア大学〈英語短期研修〉

オックスフォード〈英語短期研修〉

西洋美術研修

カナダ

イギリス

ヨーロッパ

オハイオ大学〈2年次春学期派遣〉
アメリカ

ニューイングランド大学〈英語短期研修〉

外交学院〈中国語短期研修〉

グアナフアト大学〈スペイン語短期研修〉

オーストラリア

中国

メキシコ

ウェストバージニア大学

オハイオ大学

ニューイングランド大学

圓光大学校

華東師範大学

ハルビン理工大学

アメリカ

アメリカ

オーストラリア

韓国

中国

中国

■主な留学プログラム

夏休み研修
2～4週間

長期研修
4カ月

春休み研修
4週間

派遣留学
半年～1年

Check!

モロッコ
ムハンマド5世大学

オーストラリア
ニューイングランド大学

リトアニア
ビタウタス・マグナス大学

インド
インド工科大学グワーハーティ校

ドイツ
イエナ・フリードリッヒ・シラー大学
マインツ大学

韓国
圓光大学校

中部大学

タイ
アジア工科大学院
モンクット王工科大学ラートクラバン校
チュラロンコン大学

インドネシア
ガジャマダ大学
シャクアラ大学

イギリス
オックスフォード

フランス
ラ・ロッシェル大学
エンサーブ・マトメカ

ブータン
ブータン王国再生可能自然資源研究評議会

ネパール
カトマンズ大学
国際総合山岳開発センター

マレーシア
マレーシア科学大学

ロシア
統一エネルギーシステム・
ロシア連邦送電公社・
研究開発センター

チュニジア
チュニス・エルマナール大学

アルジェリア
オラン工科大学
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語学力を高めよう！

留学中、大学のサポートは？

「
使
え
る
外
国
語
を
学
び
た
い
」「
身
に
つ
け
た
語
学
力
を
さ

ら
に
磨
き
た
い
」。中
部
大
学
で
は
、充
実
し
た
語
学
学
習
設

備
や
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
用
意
し
て
、学
生
の
学
ぶ
意
欲
を
サ
ポ
ー

ト
し
て
い
ま
す
。語
学
試
験
が
留
学
条
件
に
な
っ
て
い
る
留
学

プ
ロ
グ
ラ
ム
も
あ
り
ま
す
の
で
、こ
れ
ら
を
活
用
し
て
語
学
力

向
上
に
役
立
て
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

留
学
で
心
配
な
の
は
、現
地
で
の
ト
ラ
ブ
ル
。

体
調
を
崩
し
た
り
、問
題
が
起
こ
っ
た
場
合
な

ど
は
現
地
の
ス
タ
ッ
フ
の
サ
ポ
ー
ト
が
受
け
ら

れ
ま
す
。ま
た
、参
加
者
全
員
が
現
地
で
利
用

で
き
る
携
帯
電
話
を
持
っ
て
行
き
ま
す
の
で
、

現
地
に
到
着
し
た
と
き
か
ら
電
話
を
利
用
す

る
こ
と
も
で
き
ま
す
。長
・
短
期
研
修
は
教
職

員
の
引
率
も
あ
る
の
で
安
心
で
す
。

本学の語学センターには、1988年に開設された国内で

は現在も稀少な語学専用自習室「SI Room」がありま

す。SI Roomには自主学習に適した語学教材が厳選さ

れており、「自らが一歩を踏み入れ、自らの意志で語学を

行う」ことが叶うよう環境が整えられています。英語につ

いては専任教員が自主学習方法のカウンセリングを実

施しているほか、自主学習支援講座を毎学期数回開

講、長期休暇中には集中講座も開講しています。

PASEOはオハイオ大学の協力を得て構成されている

OPELT（Ohio Program of Engl ish Language 

Teaching）が担当する、語学センター独自の英語教育

プログラム。海外留学や英語を必要とする職業をめざし

ている人、入学から卒業まで英語力を向上させようとして

いる人のために開講されています。全学対象のプログラ

ムなので、多様な目的、意識、関心を持った学生～大学

院生たちとともに、英語力の向上をめざすことができます。

ここでは一例として、「オハイオ大学長期研修」に関する奨学金をご紹介。オハイオ大学長期研修への実質参加費用は約105万円（為替の

影響などにより変更する場合あり）。そのうち最大30万円を奨学金でまかなうことができます（2016年派遣学生対象）。ただし、そのために

は、成績、面接などによる選考を通過する必要があり、その順位の上位者から金額の高い奨学金が支給されることになっています。

留学する学生を奨学金でサポート！

ここにしかない
語学環境や英語講座！

使える英語力を
磨きたければ「PASEO」！

留
学
前
に
国
際
セ
ン
タ
ー
を
通
じ
て
し
っ
か
り
と
準
備
で

き
た
こ
と
が
、現
地
に
行
っ
て
か
ら
の
落
ち
着
き
に
つ
な

が
っ
た
と
思
い
ま
す
。特
に
、現
地
で
の
緊
急
時
の
対
応
は

一
番
心
配
な
部
分
で
す
が
、留
学
直
前
の「
危
機
管
理
セ

ミ
ナ
ー
」で
し
っ
か
り
と
対
応
策
を
学
べ
た
た
め
、現
地
で

役
立
っ
た
場
面
が
あ
り
ま
し
た
。ま
た
、以
前
に
留
学
さ
れ

た
先
輩
方
の
資
料
が
、自
分
の
現
地
で
の
生
活
を
イ
メ
ー

ジ
す
る
上
で
は
と
て
も
参
考
に
な
り
ま
し
た
。

留
学
前
に
十
分
な
準
備
を
す
る
こ
と
が
、

留
学
中
の
心
の
支
え
に
な
る
。

Check!

  くさなぎ       だいき

草彅 大貴さん
国際関係学部
国際文化学科4年

学生VOICE
留学先：アメリカ
●オハイオ大学
●ウェストバージニア大学

日本語チューターとして受け持っていた生徒と一緒に。
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外国語で交流しよう！

中
部
大
学
は
、世
界
各
国
か
ら
留
学
生
が
多
く
集
ま
る
た

め
、キ
ャ
ン
パ
ス
内
で
の
国
際
交
流
も
盛
ん
。積
極
的
に
留
学

生
と
交
流
を
図
り
た
い
と
望
む
学
生
の
た
め
に
、留
学
生
と

ふ
れ
あ
う
各
種
イ
ベ
ン
ト
を
日
常
的
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

留
学
前
は
も
ち
ろ
ん
、留
学
後
も
学
生
の
学
ぶ
意
欲
を
応

援
し
ま
す
。協定大学からの留学生と日本語で会話しながら、留学

生を支援する活動です。留学生と一緒に時間を過ごす

ことで、彼らの出身国の文化や社会について直接いろ

いろ話を聞くことができ、また日本についても再発見でき

る機会となります。

毎週木曜日のランチタイムに国際交流プラザで行う

イベント。留学生と中部大生がランチを持ち寄って食

べる中で、交流が生まれています。異文化交流に興

味がある学生が毎週集まり、楽しくおしゃべり。留学気

分も味わえます。

日本を教え、海外を学ぶ
「カンバセーション・パートナー」

留学生と友だちになれる
「D.I.テーブル」

留学中に取得した単位を本学の単位として認められ

るものがあります。多くの場合、留学のために留年する

ことなく4年間で卒業できます。参加するプログラムや所属の学

部・学科によって異なりますので、詳しくは国際センターで確認

するようおすすめください。

留学しても4年間で

卒業できますか？

Q.

工学部…40人

経営情報学部…25人

国際関係学部…128人
人文学部…107人

応用生物学部…31人
生命健康科学部…14人
現代教育学部…7人
大学院…3人

よ
く
あ
る
質
問

Q
＆
A

A.

できます。過去3年間の本学の留学・研修プログラムの

参加者は下記の通り。国際関係学部や人文学部の参

加者が多いですが、その他の学部の参加者も少なくありません。

理系の学部ですが、
留学できますか？

Q.

A.

本学のすべての留学・研修プログラムに、全員に支給

される給付型（返還不要）の奨学金が用意されていま

す。その他の奨学金制度もありますので、詳しくは国際セン

ターで確認するようおすすめください。

留学費用が心配です…
Q.

A.

留学費用をムダにするかしないかは本人次第だと言

えるでしょう。留学は語学力を高めるだけが目的では

ありません。海外に友人・知人ができるだけでなく、同じ研修に

参加した仲間とのネットワークもできます。学生時代の今だから

こそできる貴重な体験は、一生の財産となることでしょう。

お金がムダに

なってしまうんじゃないかと

心配です…

Q.

A.
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岡
本
様

応
用
生
物
学
部 

応
用
生
物
化
学
科

2
年
生
の
ご
両
親

思
い
を
伝
え
た
上
で

最
終
的
に
は

本
人
が
決
め
る
こ
と
。

1

小
笠
原
様

生
命
健
康
科
学
部 

保
健
看
護
学
科

2
年
生
の
ご
両
親

課
外
活
動
に

夢
中
も
い
い
け
ど
、

勉
強
も
大
切
に
。

2

　

娘
と
は
日
頃
か
ら
進
路
に
つ
い
て
会
話
を

し
て
い
ま
す
。本
人
は
早
く
自
立
し
た
い
ら
し

く
、教
員
免
許
を
取
得
し
て
自
分
が
好
き
な

生
物
を
教
え
た
い
と
い
う
希
望
が
あ
る
よ
う

で
す
。親
と
し
て
は
大
学
院
進
学
も
視
野
に

入
れ
て
ほ
し
い
と
い
う
思
い
も
あ
り
、採
用
試

験
は
難
し
い
と
言
え
ば
、娘
は
し
ば
ら
く
塾

講
師
を
し
て
で
も
教
員
に
な
り
た
い
と
言
い
、

本
人
な
り
に
考
え
て
い
る
よ
う
で
す
。進
学

か
就
職
か
、最
終
的
に
は
本
人
が
選
ん
で
い

く
わ
け
で
す
が
、親
と
し
て
は
情
報
を
与
え

る
こ
と
が
で
き
れ
ば
い
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

全
体
会
で
の
話
を
聞
い
て
、大
学
は
キ
ャ
リ

ア
教
育
が
し
っ
か
り
し
て
い
る
と
い
う
印
象
を

受
け
ま
し
た
。履
歴
書
の
書
き
方
や
面
接
指

導
な
ど
、社
会
へ
う
ま
く
巣
立
っ
て
行
け
る
よ

う
に
支
援
体
制
も
充
実
し
て
い
る
な
と
感
じ

ま
す
。娘
に
は
せ
っ
か
く
の
学
生
生
活
で
す
か

ら
、勉
強
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
幅
広
く
体
験

し
て
ほ
し
い
で
す
ね
。ま
た
、い
ろ
ん
な
先
生

や
友
人
と
出
会
い
、今
後
生
き
て
い
く
上
で

助
け
に
な
る
よ
う
な
人
間
関
係
を
築
い
て
ほ

し
い
と
思
い
ま
す
。

　

娘
の
学
生
生
活
を
知
る
良
い
機
会
だ
と
思

い
、『
父
母
と
の
集
い
』に
参
加
し
ま
し
た
。娘

は
毎
日
の
よ
う
に
遅
く
ま
で
大
学
に
い
る
の

で
き
っ
と
楽
し
い
の
で
し
ょ
う
。た
だ
心
配
も

あ
り
ま
す
。真
面
目
に
取
り
組
ん
で
い
る
の
は

わ
か
る
の
で
す
が
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ー
ク
ル
の

活
動
が
学
生
生
活
の
半
分
以
上
を
占
め
て
い

る
の
で
す（
笑
）。勉
強
を
一
番
に
と
言
っ
て
い

る
の
で
す
が
、責
任
あ
る
仕
事
も
任
さ
れ
て
い

て
、片
手
間
に
は
で
き
な
い
よ
う
で
す
。と
き

に
は
活
動
の
た
め
に
始
発
電
車
で
出
か
け
る

こ
と
も
。で
も
、参
加
し
た
と
き
の
様
子
を
話

し
て
く
れ
る
の
は
う
れ
し
い
で
す
。

　

保
健
看
護
学
科
で
す
の
で
看
護
師
は
当
然

で
す
が
、入
学
時
は
保
健
師
や
助
産
師
の
資

格
も
取
り
た
い
と
言
っ
て
い
た
の
で
、初
志
貫

徹
で
目
指
し
て
ほ
し
い
で
す
ね
。頑
張
っ
て
い

る
姿
を
見
て
い
る
の
で
、あ
ま
り
お
せ
っ
か
い

は
言
わ
ず
、親
と
し
て
タ
イ
ミ
ン
グ
よ
く
言
葉

を
か
け
て
あ
げ
ら
れ
れ
ば
、本
人
も
気
持
ち

よ
く
波
に
乗
れ
る
の
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

今
日
は
、学
科
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
や
そ
の
特
徴

を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。実
習
に
つ
い
て

も
、大
学
病
院
が
な
い
代
わ
り
に
い
ろ
い
ろ
な

病
院
へ
行
け
る
こ
と
は
、風
土
の
違
い
を
見
ら

れ
る
メ
リ
ッ
ト
だ
と
い
う
こ
と
も
。本
来
、大

学
生
に
も
な
れ
ば
自
分
で
考
え
て
物
事
を
進

め
て
い
く
も
の
で
す
が
、中
部
大
学
は
サ
ポ
ー

ト
も
充
実
し
て
い
て
面
倒
見
の
良
さ
を
感
じ

ま
し
た
。

　

今
日
の
一
番
の
目
的
は
こ
れ
か
ら
行
う
個

別
面
談
で
す
。息
子
が
勉
強
に
行
き
詰
ま
っ

て
い
る
よ
う
で
、親
と
し
て
少
し
で
も
そ
の
解

決
の
糸
口
が
見
つ
け
ら
れ
た
ら
と
思
っ
て
参
加

し
ま
し
た
。高
校
で
は
手
取
り
足
取
り
の
印

象
で
し
た
が
、大
学
も
至
れ
り
尽
く
せ
り
の

サ
ポ
ー
ト
を
し
て
く
だ
さ
る
よ
う
で
安
心
で

す
。た
だ
本
人
が
消
極
的
で
上
手
に
サ
ポ
ー

ト
を
使
え
て
い
な
い
の
か
な
と
感
じ
て
い
ま

す
。同
じ
学
科
の
先
輩
と
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
と
れ
れ
ば
勉
強
を
教
え
て
も
ら
え
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。ま
た
、こ
れ
か
ら
で
も
サ
ー
ク

ル
に
参
加
で
き
る
か
な
ど
、そ
の
辺
り
も
先

生
に
相
談
で
き
た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。も
と

も
と
測
量
や
鉄
道
に
興
味
が
あ
り
、こ
の
学

科
を
選
択
し
ま
し
た
。せ
っ
か
く
の
学
生
生

活
で
す
の
で
、い
ろ
ん
な
経
験
を
し
て
も
っ
と

楽
し
ん
で
ほ
し
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

資
格
は
就
職
活
動
や
就
職
し
て
か
ら
も
役

に
立
つ
も
の
で
す
。『
父
母
と
の
集
い
』の
全
体

会
や
個
別
面
談
に
参
加
し
て
、資
格
の
必
要

性
を
あ
ら
た
め
て
感
じ
ま
し
た
。ま
た
、卒
業

生
の
就
職
先
を
知
る
こ
と
も
で
き
て
参
考
に

な
り
ま
し
た
。息
子
は
春
か
ら
一
人
暮
ら
し
を

始
め
ま
し
た
。人
づ
き
あ
い
は
い
い
方
な
の
で
、

友
だ
ち
も
結
構
い
る
み
た
い
で
す
。今
日
も
大

学
へ
来
る
前
に
ア
パ
ー
ト
へ
寄
っ
て
き
ま
し
た

が
、生
活
も
ち
ゃ
ん
と
し
て
い
る
よ
う
で
大
丈

夫
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。た
だ
、性
格
的

に
引
っ
込
み
思
案
な
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
の

で
、学
生
生
活
を
通
し
て
一
皮
む
け
て
く
れ
る

こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。本
人
の
や
る
気
次
第

で
は
あ
り
ま
す
が
、積
極
的
に
資
格
取
得
に

挑
戦
し
て
、わ
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
れ
ば
先
生

に
聞
く
な
ど
し
て
頑
張
っ
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

　

私
た
ち
が
学
生
の
頃
に
比
べ
て
、今
の
大
学

生
の
就
職
活
動
が
ど
ん
な
状
況
な
の
か
関
心

を
持
っ
て
い
た
の
で『
父
母
と
の
集
い
』に
参
加

し
ま
し
た
。今
年
は
就
職
活
動
開
始
時
期
が

後
ろ
に
ず
れ
込
む
最
初
の
年
。就
職
活
動
の

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
、大
学
か
ら
の
話
を
聞

い
て
厳
し
そ
う
だ
な
と
思
い
ま
し
た
。授
業
と

部
活
動
で
一
週
間
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
埋
ま
っ
て
い

る
息
子
の
今
の
状
況
を
考
え
る
と
、就
職
活

動
に
向
け
た
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
を
行
う
時
間
の

確
保
が
で
き
る
か
心
配
で
す
。所
属
し
て
い
る

シ
ン
フ
ォ
ニ
ッ
ク
バ
ン
ド
で
は
3
年
生
と
い
う
こ

と
も
あ
り
、重
要
な
ポ
ジ
シ
ョ
ン
を
兼
任
し
て

い
る
よ
う
で
す
。大
変
で
は
あ
り
ま
す
が
、苦

労
し
た
経
験
は
自
分
自
身
の
強
み
に
な
る
は

ず
で
す
。そ
う
い
っ
た
こ
と
か
ら
も
、失
敗
を

た
く
さ
ん
経
験
し
て
も
ら
い
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。身
内
以
外
の
人
に
叱
ら
れ
る
と
、必
ず

本
人
に
響
く
は
ず
で
す
か
ら
。忙
し
い
も
の

の
、充
実
し
た
学
生
生
活
を
過
ご
し
て
い
る
み

た
い
な
の
で
、こ
れ
か
ら
迎
え
る
就
職
活
動
で

も
苦
し
く
て
も
頑
張
っ
て
長
く
勤
め
ら
れ
る

会
社
を
見
つ
け
て
も
ら
い
た
い
で
す
ね
。

　

就
職
に
つ
い
て
気
に
な
り
始
め
た
こ
と
、

ま
た
3
年
の
春
か
ら
息
子
が
一
人
暮
ら
し
を

始
め
た
こ
と
も
あ
り
、大
学
を
一
度
見
て
み

よ
う
と
思
い
参
加
し
ま
し
た
。印
象
的
だ
っ

た
の
は
、全
体
会
で
山
下
学
長
が
お
っ
し
ゃ
っ

て
い
た
3
年
次
は
起
承
転
結
の「
転
」で
あ

る
と
い
う
お
話
。一
人
暮
ら
し
を
始
め
た
頃

か
ら
、息
子
の
発
言
す
る
内
容
が
変
わ
っ
て

き
た
こ
と
や
、就
職
を
意
識
し
始
め
て
い
る

こ
と
か
ら
、ま
さ
に「
転
」だ
な
と
い
う
印
象

を
受
け
て
い
た
矢
先
で
し
た
の
で
。そ
の
一
方

で
、息
子
が
就
職
は
何
と
か
な
る
よ
と
言
っ

て
い
る
の
を
聞
く
と
、そ
ん
な
簡
単
な
こ
と

で
も
な
い
よ
と
思
い
、裏
を
か
い
て
し
ま
う

の
が
親
心
み
た
い
な
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す

ね
。
ま
た
、
1
年
次
に
は
資
格
を
取
る
と

言
っ
て
い
た
け
れ
ど
取
得
し
た
様
子
が
な
い

こ
と
や
、総
合
大
学
で
す
か
ら
当
初
は
他
学

部
の
講
義
も
受
け
て
み
た
ら
と
言
っ
て
い
ま

し
た
が
、受
け
た
様
子
が
な
い
こ
と
は
少
し

残
念
で
す
。私
た
ち
も
本
人
任
せ
に
し
て
し

ま
っ
た
反
省
は
あ
り
ま
す
が
、就
職
活
動
を

通
し
て
自
分
を
見
つ
め
直
し
、い
ろ
い
ろ
な
こ

と
を
プ
ラ
ス
に
し
な
が
ら
大
人
に
な
っ
て
い
っ

て
ほ
し
い
で
す
ね
。

　

就
職
に
関
す
る
知
識
が
少
な
い
こ
と
も

あ
り
、ま
だ
進
路
に
迷
い
の
あ
る
息
子
。先

生
か
ら
大
学
院
へ
の
進
学
も
勧
め
ら
れ
て
い

る
よ
う
で
、本
人
の
中
で
気
持
ち
が
揺
れ
て

い
る
み
た
い
で
す
。そ
の
よ
う
な
こ
と
も
あ

り
、家
庭
で
は
就
職
に
つ
い
て
少
し
聞
く
程

度
。既
に
社
会
人
と
し
て
働
く
年
の
離
れ
た

兄
と
姉
が
い
ま
す
が
、就
職
活
動
を
取
り
巻

く
環
境
は
兄
と
姉
の
頃
と
は
随
分
変
化
し

て
い
る
は
ず
で
す
。そ
こ
で
、学
科
の
先
生
に

直
接
聞
い
て
み
よ
う
と『
父
母
と
の
集
い
』に

今
回
初
め
て
参
加
し
ま
し
た
。個
別
面
談
で

は
息
子
の
普
段
の
大
学
で
の
様
子
だ
け
で
な

く
、適
性
や
考
え
ら
れ
る
就
職
先
な
ど
に
つ

い
て
具
体
的
に
先
生
か
ら
聞
く
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。自
宅
で
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で
の

体
験
談
を
話
し
て
く
れ
ま
す
が
、学
業
に
つ

い
て
ほ
と
ん
ど
話
す
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

で
す
か
ら
、『
父
母
と
の
集
い
』に
参
加
し
て

学
業
に
つ
い
て
少
し
で
も
知
れ
た
こ
と
は
良

か
っ
た
で
す
。就
職
は
企
業
規
模
に
関
わ
ら

ず
、本
人
が
望
む
企
業
に
正
社
員
と
し
て
入

社
で
き
れ
ば
良
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

就
職
も
大
切
で
す
が
、こ
ん
な
に
自
由
な
時

間
が
あ
る
時
期
は
今
後
の
人
生
に
お
い
て
な

い
で
し
ょ
う
か
ら
、い
ろ
い
ろ
な
も
の
を
見
て

学
ん
で
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

現
在
の
状
況
把
握
と
、今
年
度
か
ら
就
職

活
動
の
時
期
が
変
わ
る
こ
と
も
あ
り
、ど
の

よ
う
に
活
動
が
進
ん
で
い
く
の
か
を
知
り
た

く
て『
父
母
と
の
集
い
』に
参
加
し
ま
し
た
。

保
育
士
を
目
指
す
息
子
は
、女
性
よ
り
就

職
が
厳
し
い
の
で
は
と
感
じ
て
い
ま
し
た
が
、

こ
こ
数
年
就
職
率
が
良
い
と
聞
い
て
少
し
安

心
し
ま
し
た
。採
用
す
る
側
は
大
学
の
実
績

を
見
る
こ
と
で
し
ょ
う
。現
代
教
育
学
部
は

歴
史
が
浅
い
た
め
、そ
の
点
で
心
配
は
あ
り

ま
す
が
、い
い
授
業
を
行
っ
て
い
る
よ
う
で
す

し
設
備
も
充
実
し
て
い
ま
す
の
で
、今
後
に

期
待
し
て
い
ま
す
。大
学
で
の
出
来
事
を
家

で
は
あ
ま
り
話
し
た
が
ら
な
い
息
子
で
す

が
、真
面
目
に
頑
張
っ
て
い
る
の
は
わ
か
っ
て

い
ま
す
の
で
、本
人
の
自
主
性
を
尊
重
し
、口

う
る
さ
く
言
わ
な
い
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

信
用
し
て
大
人
と
し
て
接
し
た
い
と
思
い
、

見
守
る
ス
タ
イ
ル
を
心
掛
け
て
い
ま
す
。

　

今
日
は
、就
職
活
動
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
変
更

に
伴
う
情
報
が
ほ
し
い
と
思
い
参
加
し
ま
し

た
。娘
と
の
会
話
か
ら
、大
学
主
催
の
ガ
イ
ダ

ン
ス
に
参
加
し
、就
職
活
動
に
向
け
た
準
備

を
進
め
て
い
る
こ
と
は
知
っ
て
い
ま
す
。就
職

に
つ
い
て
は
、自
分
で
や
り
た
い
こ
と
を
見
つ

け
、そ
こ
に
向
か
っ
て
進
ん
で
ほ
し
い
と
思
い

ま
す
が
、就
職
試
験
に
落
ち
続
け
る
と
心
が

折
れ
て
し
ま
う
話
を
時
々
耳
に
し
ま
す
。親

と
し
て
子
ど
も
の
良
さ
を
理
解
し
て
い
る
の

で
、落
ち
込
ん
だ
と
し
て
も
、私
た
ち
は
わ

か
っ
て
い
る
し
、応
援
し
て
い
る
か
ら
頑
張
っ

て
と
励
ま
し
て
や
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

親
の
意
見
を
子
ど
も
へ
押
し
付
け
た
り
す
る

と
、逆
に
心
を
閉
ざ
し
て
し
ま
う
と
思
い
、

本
人
か
ら
話
を
し
て
く
れ
た
と
き
は
し
っ
か

り
聞
く
よ
う
に
心
掛
け
て
い
ま
す
。昔
は
、こ

の
よ
う
に
親
が
大
学
へ
来
て
話
を
聞
い
た
り
、

相
談
し
た
り
と
い
う
機
会
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。そ
う
い
う
意
味
で
は
、一
年
に
一
度
堂
々

と
大
学
へ
来
る
こ
と
が
で
き
る
こ
の
よ
う
な

機
会
は
あ
り
が
た
い
で
す
ね
。

　

息
子
が
就
職
活
動
中
で
す
の
で
、こ
の
時

期
な
ら
で
は
の
状
況
を
知
り
た
い
と
思
っ
た

こ
と
、ま
た
話
を
聞
く
こ
と
で
就
職
に
対
す

る
不
安
の
解
消
に
も
つ
な
が
る
と
思
っ
て
参

加
し
ま
し
た
。特
に
今
日
の
全
体
会
で
の
お

話
は
、も
と
も
と
企
業
に
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
方

が
、企
業
側
の
立
場
か
ら
求
め
る
人
材
に
つ

い
て
語
っ
て
い
た
だ
け
た
の
で
と
て
も
参
考

に
な
り
ま
し
た
。今
ま
さ
に
選
考
結
果
の
返

事
を
待
っ
て
い
る
微
妙
な
時
期
で
す
の
で
、

子
ど
も
の
心
情
を
察
し
て
無
理
に
聞
き
出

す
よ
う
な
こ
と
は
し
ま
せ
ん
。子
ど
も
の
方

か
ら
会
社
訪
問
し
た
と
き
の
様
子
や
内
容

を
話
し
て
く
れ
る
の
で
、そ
う
い
う
と
き
は

あ
く
ま
で
受
け
身
で
話
を
聞
く
よ
う
に
し

て
い
ま
す
。そ
ん
な
息
子
も
高
校
生
の
時
に

比
べ
れ
ば
だ
い
ぶ
自
立
し
た
と
感
じ
ま
す
。

部
活
動
や
ア
ル
バ
イ
ト
に
も
積
極
的
に
取
り

組
み
、何
よ
り
就
職
活
動
は
自
分
が
や
り

た
い
こ
と
に
向
か
っ
て
熱
心
に
頑
張
っ
て
い
ま

す
。た
だ
、真
っ
す
ぐ
な
性
格
も
あ
り
、目

標
に
向
か
っ
て
突
っ
走
る
の
は
よ
い
の
で
す

が
、と
き
に
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と

を
置
き
去
り
に
し
て
い
る
こ
と
が
。そ
ん
な

と
き
は
そ
れ
と
な
く
声
を
掛
け
る
よ
う
に

は
し
て
い
ま
す
。学
生
を
自
立
さ
せ
る
こ
と

が
大
学
の
方
針
で
、社
会
へ
出
て
か
ら
必
要

な
自
ら
考
え
て
行
動
す
る
力
を
育
成
し
て

く
れ
て
い
る
と
い
う
印
象
も
あ
り
ま
す
。

『
父
母
と
の
集
い
』で
は
毎
回
、子
ど
も
と
の

接
し
方
に
つ
い
て
の
話
も
あ
り
と
て
も
満
足

し
て
い
ま
す
。

　

毎
年
参
加
し
て
い
る『
父
母
と
の
集
い
』で

す
が
、今
年
は
就
職
活
動
を
間
近
に
控
え
て

い
る
こ
と
か
ら
、面
談
で
聞
き
た
い
こ
と
も

具
体
的
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。ま
た
就
職

活
動
期
間
が
短
く
な
る
と
聞
い
て
、集
中
的

に
活
動
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
も
あ
ら

た
め
て
実
感
し
ま
し
た
。息
子
は
、大
学
で

の
出
来
事
も
よ
く
話
し
て
く
れ
る
方
だ
と

思
い
ま
す
。た
と
え
ば
大
学
の
行
事
に
参
加

し
た
話
や
、先
生
が
と
て
も
熱
心
だ
と
い
う

話
、ク
ラ
ブ
活
動
の
こ
と
な
ど
、大
学
の
様
子

も
知
る
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。一
方
で
就
職

の
話
は
ま
だ
こ
れ
か
ら
で
す
が
、大
学
で
学

ん
だ
こ
と
を
活
か
せ
る
職
業
に
就
い
て
も
ら

え
れ
ば
親
と
し
て
う
れ
し
い
で
す
。就
職
に

向
け
て
頑
張
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
が
、こ
れ

か
ら
も
病
気
や
け
が
を
せ
ず
し
っ
か
り
勉
強

し
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

　

私
た
ち
が
学
生
の
頃
に
比
べ
、学
生
に
対

す
る
大
学
の
サ
ポ
ー
ト
が
手
厚
い
な
と
感
じ

て
い
ま
す
。学
ぶ
環
境
づ
く
り
や
指
導
方
針

に
つ
い
て
説
明
を
受
け
て
、私
た
ち
が
想
像

し
て
い
た
以
上
に
い
い
大
学
で
娘
は
学
ん
で

い
る
の
だ
と
気
付
か
さ
れ
ま
し
た
。自
分
の

た
め
に
自
由
に
使
え
る
時
間
が
大
学
4
年

間
に
は
た
っ
ぷ
り
あ
り
ま
す
か
ら
、楽
し
く

有
意
義
な
も
の
に
し
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い

ま
す
。娘
は
キ
ャ
ビ
ン
ア
テ
ン
ダ
ン
ト
や
旅
行

会
社
の
添
乗
員
に
な
り
た
い
と
言
っ
て
お

り
、大
学
主
催
の
イ
ギ
リ
ス
短
期
留
学
に
も

参
加
し
ま
し
た
。性
格
も
明
る
く
、人
と
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
こ
と
が
好
き
で

す
か
ら
、向
い
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。本
人
の
意
志
が
は
っ
き
り
し
て
い
る
の
で

あ
れ
ば
、目
標
に
向
か
っ
て
全
力
で
取
り
組

ん
で
も
ら
い
た
い
で
す
。そ
う
い
っ
た
こ
と
か

ら
も
、一
人
娘
だ
か
ら
と
い
っ
て
、い
つ
ま
で
も

子
ど
も
扱
い
す
る
わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
。

同
じ
屋
根
の
下
で
暮
ら
し
て
い
る
と
、つ
い
つ

い
口
を
出
し
て
し
ま
い
が
ち
で
す
が
、干
渉

す
る
の
で
は
な
く
、関
心
を
持
っ
て
見
守
れ

る
よ
う
に
親
と
し
て
も
子
離
れ
し
な
け
れ

ば
い
け
ま
せ
ん
ね
。

　

大
学
で
取
得
可
能
な
資
格
に
つ
い
て
把
握

す
る
目
的
で『
父
母
と
の
集
い
』に
参
加
し

ま
し
た
。資
格
に
関
す
る
情
報
は
大
学
の
掲

示
板
等
で
連
絡
・
告
知
を
し
て
い
る
と
は
思

い
ま
す
が
、子
ど
も
が
見
逃
し
て
し
ま
う
こ

と
も
あ
る
は
ず
で
す
。親
と
し
て
情
報
を
確

認
で
き
る
機
会
と
し
た
い
と
思
い
ま
す
。息

子
は
考
古
学
が
好
き
な
こ
と
も
あ
り
、今
で

は
中
学
・
高
校
の
社
会
科
教
師
を
目
指
し
て

い
ま
す
。教
師
に
な
る
た
め
に
は
、教
員
免

許
の
取
得
が
必
須
と
な
り
ま
す
が
、そ
れ
以

前
に
教
職
課
程
の
単
位
を
早
く
か
ら
取
っ
て

お
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。他
の
資
格
な

ど
に
つ
い
て
も
同
様
で
、事
前
に
情
報
を
把

握
し
て
早
く
か
ら
最
低
限
の
要
件
を
満
た

し
て
お
け
ば
、必
要
性
を
感
じ
た
と
き
に
遅

れ
を
と
る
こ
と
な
く
勉
強
に
臨
め
ま
す
。ま

た
、そ
う
す
る
こ
と
で
進
路
の
幅
も
広
が
る

は
ず
で
す
。最
近
に
な
っ
て
息
子
も
就
職
や

資
格
取
得
に
つ
い
て
少
し
意
識
す
る
よ
う
に

な
っ
て
き
ま
し
た
。家
庭
で
は
大
学
に
つ
い
て

息
子
か
ら
進
ん
で
話
す
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、こ
ち
ら
か
ら
聞
け
ば
答
え
て
く
れ
ま

す
。あ
ま
り
言
い
過
ぎ
て
も
反
抗
し
ま
す
か

ら
、最
低
限
の
こ
と
だ
け
を
伝
え
る
よ
う
に

心
掛
け
て
い
ま
す
。

　

三
人
兄
弟
の
中
で
も
特
に
心
配
事
の
多
い

次
男
。一
人
暮
ら
し
を
し
て
い
て
も
、男
の
子
で

す
か
ら
頻
繁
に
連
絡
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い

の
で
、し
っ
か
り
学
生
生
活
を
送
れ
て
い
る
の

か
確
認
す
る
目
的
で『
父
母
と
の
集
い
』に
は

毎
年
参
加
し
て
い
ま
す
。中
部
大
学
の
先
生

は
感
心
す
る
ほ
ど
熱
心
に
指
導
し
て
く
だ

さ
っ
て
い
ま
す
が
、全
て
先
生
任
せ
に
す
る
の

で
は
な
く
、親
と
し
て
大
学
や
学
生
生
活
に
つ

い
て
知
る
こ
と
も
大
切
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

個
別
面
談
で
は
、単
位
を
順
調
に
取
っ
て
い
る

と
聞
い
て
安
心
し
ま
し
た
が
、将
来
の
ビ
ジ
ョ

ン
を
明
確
に
す
る
よ
う
に
指
摘
さ
れ
ま
し

た
。地
元
で
働
き
た
い
意
志
を
息
子
は
持
っ
て

い
る
よ
う
で
す
が
、過
疎
化
で
仕
事
が
少
な

く
な
っ
て
い
る
の
で
心
配
し
て
い
ま
す
。親
と

し
て
は
ア
ド
バ
イ
ス
し
か
で
き
ま
せ
ん
。自
分

の
望
む
仕
事
に
就
け
る
か
は
本
人
の
取
り
組

み
次
第
で
す
か
ら
、個
別
面
談
で
先
生
か
ら

言
わ
れ
た
こ
と
を
息
子
に
伝
え
て
意
識
を
変

え
て
い
き
た
い
で
す
ね
。ま
た
、中
部
大
学
に

は
う
ら
や
ま
し
い
く
ら
い
学
ぶ
環
境
が
整
っ
て

い
る
の
で
、息
子
に
は
各
施
設
や
キ
ャ
リ
ア
支

援
を
積
極
的
に
活
用
し
て
も
ら
い
た
い
で
す
。

　

初
め
て『
父
母
と
の
集
い
』に
参
加
し
て
、

学
生
の
将
来
を
考
え
、大
学
が
さ
ま
ざ
ま
な

取
り
組
み
や
支
援
の
機
会
を
設
け
て
く
だ

さ
っ
て
い
る
こ
と
を
実
感
し
ま
し
た
。現
在
の

就
職
活
動
に
つ
い
て
は
、親
の
私
も
知
ら
な
い

こ
と
ば
か
り
。来
年
の『
父
母
と
の
集
い
』で

は
、就
職
支
援
を
中
心
に
説
明
し
て
い
た
だ

け
る
よ
う
で
す
か
ら
、参
加
し
よ
う
と
考
え

て
い
ま
す
。児
童
教
育
に
つ
い
て
学
ぶ
息
子

は
、地
元
の
小
学
校
を
訪
問
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
に
取
り
組
ん
で
お
り
、そ
こ
で
の
出
来

事
が
家
庭
で
話
題
に
上
る
こ
と
も
少
な
く
あ

り
ま
せ
ん
。大
学
に
進
学
す
る
ま
で
、子
ど
も

好
き
で
教
師
を
目
指
し
て
い
る
と
は
知
ら
な

か
っ
た
た
め
、息
子
の
新
し
い一
面
に
驚
い
て
い

ま
す
。明
確
な
目
標
が
あ
り
、単
位
を
落
と

す
こ
と
な
く
頑
張
っ
て
い
る
よ
う
で
す
か
ら
、

親
と
し
て
手
助
け
で
き
る
こ
と
は
し
て
あ
げ

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

息
子
は
大
学
の
こ
と
に
つ
い
て
あ
ま
り
話

し
た
が
ら
な
い
の
で
、学
内
の
雰
囲
気
を
知
る

た
め
に『
父
母
と
の
集
い
』に
参
加
し
ま
し

た
。入
学
以
降
、自
ら
率
先
し
て
勉
強
や
レ

ポ
ー
ト
作
成
に
取
り
組
み
、成
績
に
も
そ
の

成
果
が
表
れ
る
ほ
ど
学
業
に
専
念
し
て
い
ま

す
。こ
の
ま
ま
勉
強
を
継
続
し
て
く
れ
れ
ば
、

親
と
し
て
は
安
心
で
す
。視
野
の
広
い
大
学
で

の
学
び
を
通
し
て
、さ
ま
ざ
ま
な
人
た
ち
と

触
れ
合
う
こ
と
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力

を
身
に
付
け
、社
会
に
通
用
す
る
人
材
に

な
っ
て
く
れ
た
ら
と
考
え
て
い
ま
す
。大
学
か

ら
の
就
職
に
関
す
る
説
明
を
聞
き
、ア
ル
バ
イ

ト
経
験
が
あ
る
と
就
職
活
動
で
は
有
利
に
働

く
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、企
業
が
そ
れ
ほ
ど

重
要
視
し
て
い
な
い
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

ま
た
、中
部
大
学
が
行
う
人
材
育
成
を
目
的

と
し
た
就
業
体
験「
報
酬
型
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
」は
非
常
に
良
い
取
り
組
み
で
す
か
ら
、よ

り
一
層
の
拡
充
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。

ま
だ
先
の
こ
と
で
は
あ
り
ま
す
が
、私
の
経

験
か
ら
も
就
職
す
る
な
ら
人
材
教
育
が
充

実
し
て
い
る
企
業
に
就
職
し
て
も
ら
い
た
い
で

す
ね
。私
た
ち
親
も
就
職
な
ど
に
つ
い
て
ア
ド

バ
イ
ス
で
き
る
よ
う
、来
年
の『
父
母
と
の
集

い
』に
は
個
別
面
談
の
予
約
を
し
て
臨
も
う

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

私
の
母
校
で
も
あ
る
中
部
大
学
で
学
ぶ
息

子
。正
直
、息
子
の
入
学
が
決
ま
っ
た
と
き
は

う
れ
し
か
っ
た
で
す
ね
。本
人
は
就
職
を
ま
だ

意
識
し
て
い
な
い
よ
う
で
す
が
、就
職
活
動
に

備
え
、家
庭
で
は
就
職
後
に
考
え
ら
れ
る
さ

ま
ざ
ま
な
事
柄
に
つ
い
て
話
を
し
て
い
ま
す
。

大
学
を
選
択
す
る
時
点
か
ら
、一
か
ら
順
を

追
っ
て
も
の
づ
く
り
が
で
き
る
地
元
の
企
業
へ

の
就
職
を
視
野
に
入
れ
て
い
ま
し
た
が
、現

在
の
製
造
業
は
中
小
企
業
で
も
海
外
に
製
造

拠
点
が
あ
り
ま
す
か
ら
、就
職
し
た
か
ら
と

い
っ
て
国
内
の
同
じ
勤
務
地
で
ず
っ
と
働
く
わ

け
で
は
な
い
こ
と
を
知
っ
た
息
子
は
、微
妙
な

反
応
を
し
て
い
ま
し
た（
笑
）。ま
た
、理
系
で

あ
れ
ば
大
学
院
へ
の
進
学
も
考
え
ら
れ
る
た

め
、家
庭
で
は
妻
も
含
め
て
話
し
合
い
を
し
て

い
ま
す
。大
卒
が
当
た
り
前
の
世
の
中
で
、近

頃
は
院
卒
も
増
え
て
き
て
い
ま
す
。し
か
し
、

大
学
院
を
卒
業
し
た
か
ら
と
い
っ
て
良
い
人

生
が
待
っ
て
い
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。私
の
勤

め
る
会
社
に
も
大
学
院
卒
業
者
が
入
社
し
ま

し
た
が
、か
な
り
苦
労
し
た
後
に
自
ら
辞
め

て
し
ま
い
ま
し
た
。そ
の
よ
う
な
現
実
も
息

子
に
は
話
す
よ
う
に
し
て
い
る
た
め
か
、息
子

も
積
極
的
に
話
を
聞
い
て
く
れ
ま
す
。就
職

も
大
切
で
す
が
、残
り
の
学
生
生
活
で
は
卒

業
後
も
長
く
付
き
合
え
る
親
友
を
作
っ
て
ほ

し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
が
通
う
大
学
に
こ
の
よ
う
な
機
会

が
な
い
と
な
か
な
か
来
な
い
か
な
と
思
い
、初

め
て『
父
母
と
の
集
い
』に
参
加
し
ま
し
た
。

ま
た
、就
職
す
る
か
大
学
院
へ
進
学
す
る
か

で
迷
っ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、そ
の
辺
り
も
気

に
な
っ
て
、事
前
に
申
し
込
ん
で
は
い
ま
せ
ん

で
し
た
が
、折
角
な
の
で
個
別
面
談
も
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。先
生
か
ら
は
、本
人
に

ま
か
せ
る
こ
と
が
大
事
と
い
う
お
話
で
、私
自

身
も
本
人
が
ど
う
す
る
か
を
考
え
て
決
め
る

の
が
い
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
か
ら
、そ
の
通
り

だ
と
共
感
。最
近
は
進
学
す
る
こ
と
に
傾
き

つ
つ
あ
り
、試
験
や
面
談
に
向
け
て
頑
張
っ
て

い
る
最
中
だ
と
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
日
、大
学
に
来
る
に
あ
た
っ
て
、息
子
が

“

学
食
は
ど
こ
そ
こ
が
お
い
し
い”

、と
か“

新

し
く
建
物
が
で
き
た
か
ら
行
っ
て
み
る
と
い

い
よ”

と
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。実
際
に
来
て

み
て
、と
て
も
い
い
環
境
で
過
ご
し
て
い
る
な

と
感
じ
ま
し
た
。息
子
に
は
、今
や
る
べ
き
こ

と
を
一
所
懸
命
や
れ
ば
い
い
と
常
日
頃
言
っ
て

い
ま
す
。で
も
、も
う
少
し
早
く
気
付
い
て
い

れ
ば
よ
か
っ
た
な
と
本
人
が
言
う
こ
と
も
あ

り
ま
す
。こ
ち
ら
も
言
っ
て
あ
げ
て
い
る
つ
も

り
で
す
が
、聞
く
側
に
も
そ
の
気
が
必
要
な

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。結
果
は
ど
う
あ
れ
、一

生
懸
命
に
取
り
組
む
こ
と
が
大
事
だ
と
思
っ

て
い
ま
す
。

このインタビューは、『父母との集い』
（平成26年6月21日・10月11日・12日・平成27年5月30日）に
出席された方からのお話をまとめたものです。ご協力ありがとうございました。
※お名前の上の表記は、取材時のご子息・ご息女の学部学科学年です。

 
親
思
う

心
に
ま
さ
る

　 
親
心

子
ど
も
の
成
長
し
て
い
く
姿
に
喜
ん
だ
り
、将
来
や
健
康
を
案
じ
た
り
…
。

い
つ
の
時
代
も
変
わ
ら
な
い
の
が
、子
を
思
う
親
心
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

こ
こ
で
は
、『
父
母
と
の
集
い
』で
聞
か
せ
て
い
た
だ
い
た
、

お
子
様
に
対
す
る
保
護
者
様
の
思
い
を
紹
介
い
た
し
ま
す
。

父母インタビュー
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居
波
様

工
学
部 

都
市
建
設
工
学
科

1
年
生
の
ご
両
親

勉
強
の
苦
手
を

克
服
し
て
、

楽
し
い
学
生
生
活
を
。

3

鎌
倉
様

経
営
情
報
学
部 

経
営
会
計
学
科

1
年
生
の
ご
両
親

今
後
に
役
立
つ

資
格
取
得
に

挑
戦
し
て
ほ
し
い
。

4

I
様

工
学
部 

機
械
工
学
科

3
年
生
の
ご
両
親

苦
労
し
た
こ
と
や

失
敗
の
経
験
が

自
身
の
強
み
に
。

5

小
林
様

経
営
情
報
学
部 

経
営
学
科

3
年
生
の
ご
両
親

息
子
の
変
化
に
、

今
日
の
話
を

聞
い
て
納
得
。

6

　

娘
と
は
日
頃
か
ら
進
路
に
つ
い
て
会
話
を

し
て
い
ま
す
。本
人
は
早
く
自
立
し
た
い
ら
し

く
、教
員
免
許
を
取
得
し
て
自
分
が
好
き
な

生
物
を
教
え
た
い
と
い
う
希
望
が
あ
る
よ
う

で
す
。親
と
し
て
は
大
学
院
進
学
も
視
野
に

入
れ
て
ほ
し
い
と
い
う
思
い
も
あ
り
、採
用
試

験
は
難
し
い
と
言
え
ば
、娘
は
し
ば
ら
く
塾

講
師
を
し
て
で
も
教
員
に
な
り
た
い
と
言
い
、

本
人
な
り
に
考
え
て
い
る
よ
う
で
す
。進
学

か
就
職
か
、最
終
的
に
は
本
人
が
選
ん
で
い

く
わ
け
で
す
が
、親
と
し
て
は
情
報
を
与
え

る
こ
と
が
で
き
れ
ば
い
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

全
体
会
で
の
話
を
聞
い
て
、大
学
は
キ
ャ
リ

ア
教
育
が
し
っ
か
り
し
て
い
る
と
い
う
印
象
を

受
け
ま
し
た
。履
歴
書
の
書
き
方
や
面
接
指

導
な
ど
、社
会
へ
う
ま
く
巣
立
っ
て
行
け
る
よ

う
に
支
援
体
制
も
充
実
し
て
い
る
な
と
感
じ

ま
す
。娘
に
は
せ
っ
か
く
の
学
生
生
活
で
す
か

ら
、勉
強
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
幅
広
く
体
験

し
て
ほ
し
い
で
す
ね
。ま
た
、い
ろ
ん
な
先
生

や
友
人
と
出
会
い
、今
後
生
き
て
い
く
上
で

助
け
に
な
る
よ
う
な
人
間
関
係
を
築
い
て
ほ

し
い
と
思
い
ま
す
。

　

娘
の
学
生
生
活
を
知
る
良
い
機
会
だ
と
思

い
、『
父
母
と
の
集
い
』に
参
加
し
ま
し
た
。娘

は
毎
日
の
よ
う
に
遅
く
ま
で
大
学
に
い
る
の

で
き
っ
と
楽
し
い
の
で
し
ょ
う
。た
だ
心
配
も

あ
り
ま
す
。真
面
目
に
取
り
組
ん
で
い
る
の
は

わ
か
る
の
で
す
が
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ー
ク
ル
の

活
動
が
学
生
生
活
の
半
分
以
上
を
占
め
て
い

る
の
で
す（
笑
）。勉
強
を
一
番
に
と
言
っ
て
い

る
の
で
す
が
、責
任
あ
る
仕
事
も
任
さ
れ
て
い

て
、片
手
間
に
は
で
き
な
い
よ
う
で
す
。と
き

に
は
活
動
の
た
め
に
始
発
電
車
で
出
か
け
る

こ
と
も
。で
も
、参
加
し
た
と
き
の
様
子
を
話

し
て
く
れ
る
の
は
う
れ
し
い
で
す
。

　

保
健
看
護
学
科
で
す
の
で
看
護
師
は
当
然

で
す
が
、入
学
時
は
保
健
師
や
助
産
師
の
資

格
も
取
り
た
い
と
言
っ
て
い
た
の
で
、初
志
貫

徹
で
目
指
し
て
ほ
し
い
で
す
ね
。頑
張
っ
て
い

る
姿
を
見
て
い
る
の
で
、あ
ま
り
お
せ
っ
か
い

は
言
わ
ず
、親
と
し
て
タ
イ
ミ
ン
グ
よ
く
言
葉

を
か
け
て
あ
げ
ら
れ
れ
ば
、本
人
も
気
持
ち

よ
く
波
に
乗
れ
る
の
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

今
日
は
、学
科
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
や
そ
の
特
徴

を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。実
習
に
つ
い
て

も
、大
学
病
院
が
な
い
代
わ
り
に
い
ろ
い
ろ
な

病
院
へ
行
け
る
こ
と
は
、風
土
の
違
い
を
見
ら

れ
る
メ
リ
ッ
ト
だ
と
い
う
こ
と
も
。本
来
、大

学
生
に
も
な
れ
ば
自
分
で
考
え
て
物
事
を
進

め
て
い
く
も
の
で
す
が
、中
部
大
学
は
サ
ポ
ー

ト
も
充
実
し
て
い
て
面
倒
見
の
良
さ
を
感
じ

ま
し
た
。

　

今
日
の
一
番
の
目
的
は
こ
れ
か
ら
行
う
個

別
面
談
で
す
。息
子
が
勉
強
に
行
き
詰
ま
っ

て
い
る
よ
う
で
、親
と
し
て
少
し
で
も
そ
の
解

決
の
糸
口
が
見
つ
け
ら
れ
た
ら
と
思
っ
て
参
加

し
ま
し
た
。高
校
で
は
手
取
り
足
取
り
の
印

象
で
し
た
が
、大
学
も
至
れ
り
尽
く
せ
り
の

サ
ポ
ー
ト
を
し
て
く
だ
さ
る
よ
う
で
安
心
で

す
。た
だ
本
人
が
消
極
的
で
上
手
に
サ
ポ
ー

ト
を
使
え
て
い
な
い
の
か
な
と
感
じ
て
い
ま

す
。同
じ
学
科
の
先
輩
と
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
と
れ
れ
ば
勉
強
を
教
え
て
も
ら
え
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。ま
た
、こ
れ
か
ら
で
も
サ
ー
ク

ル
に
参
加
で
き
る
か
な
ど
、そ
の
辺
り
も
先

生
に
相
談
で
き
た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。も
と

も
と
測
量
や
鉄
道
に
興
味
が
あ
り
、こ
の
学

科
を
選
択
し
ま
し
た
。せ
っ
か
く
の
学
生
生

活
で
す
の
で
、い
ろ
ん
な
経
験
を
し
て
も
っ
と

楽
し
ん
で
ほ
し
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

資
格
は
就
職
活
動
や
就
職
し
て
か
ら
も
役

に
立
つ
も
の
で
す
。『
父
母
と
の
集
い
』の
全
体

会
や
個
別
面
談
に
参
加
し
て
、資
格
の
必
要

性
を
あ
ら
た
め
て
感
じ
ま
し
た
。ま
た
、卒
業

生
の
就
職
先
を
知
る
こ
と
も
で
き
て
参
考
に

な
り
ま
し
た
。息
子
は
春
か
ら
一
人
暮
ら
し
を

始
め
ま
し
た
。人
づ
き
あ
い
は
い
い
方
な
の
で
、

友
だ
ち
も
結
構
い
る
み
た
い
で
す
。今
日
も
大

学
へ
来
る
前
に
ア
パ
ー
ト
へ
寄
っ
て
き
ま
し
た

が
、生
活
も
ち
ゃ
ん
と
し
て
い
る
よ
う
で
大
丈

夫
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。た
だ
、性
格
的

に
引
っ
込
み
思
案
な
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
の

で
、学
生
生
活
を
通
し
て
一
皮
む
け
て
く
れ
る

こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。本
人
の
や
る
気
次
第

で
は
あ
り
ま
す
が
、積
極
的
に
資
格
取
得
に

挑
戦
し
て
、わ
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
れ
ば
先
生

に
聞
く
な
ど
し
て
頑
張
っ
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

　

私
た
ち
が
学
生
の
頃
に
比
べ
て
、今
の
大
学

生
の
就
職
活
動
が
ど
ん
な
状
況
な
の
か
関
心

を
持
っ
て
い
た
の
で『
父
母
と
の
集
い
』に
参
加

し
ま
し
た
。今
年
は
就
職
活
動
開
始
時
期
が

後
ろ
に
ず
れ
込
む
最
初
の
年
。就
職
活
動
の

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
、大
学
か
ら
の
話
を
聞

い
て
厳
し
そ
う
だ
な
と
思
い
ま
し
た
。授
業
と

部
活
動
で
一
週
間
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
埋
ま
っ
て
い

る
息
子
の
今
の
状
況
を
考
え
る
と
、就
職
活

動
に
向
け
た
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
を
行
う
時
間
の

確
保
が
で
き
る
か
心
配
で
す
。所
属
し
て
い
る

シ
ン
フ
ォ
ニ
ッ
ク
バ
ン
ド
で
は
3
年
生
と
い
う
こ

と
も
あ
り
、重
要
な
ポ
ジ
シ
ョ
ン
を
兼
任
し
て

い
る
よ
う
で
す
。大
変
で
は
あ
り
ま
す
が
、苦

労
し
た
経
験
は
自
分
自
身
の
強
み
に
な
る
は

ず
で
す
。そ
う
い
っ
た
こ
と
か
ら
も
、失
敗
を

た
く
さ
ん
経
験
し
て
も
ら
い
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。身
内
以
外
の
人
に
叱
ら
れ
る
と
、必
ず

本
人
に
響
く
は
ず
で
す
か
ら
。忙
し
い
も
の

の
、充
実
し
た
学
生
生
活
を
過
ご
し
て
い
る
み

た
い
な
の
で
、こ
れ
か
ら
迎
え
る
就
職
活
動
で

も
苦
し
く
て
も
頑
張
っ
て
長
く
勤
め
ら
れ
る

会
社
を
見
つ
け
て
も
ら
い
た
い
で
す
ね
。

　

就
職
に
つ
い
て
気
に
な
り
始
め
た
こ
と
、

ま
た
3
年
の
春
か
ら
息
子
が
一
人
暮
ら
し
を

始
め
た
こ
と
も
あ
り
、大
学
を
一
度
見
て
み

よ
う
と
思
い
参
加
し
ま
し
た
。印
象
的
だ
っ

た
の
は
、全
体
会
で
山
下
学
長
が
お
っ
し
ゃ
っ

て
い
た
3
年
次
は
起
承
転
結
の「
転
」で
あ

る
と
い
う
お
話
。一
人
暮
ら
し
を
始
め
た
頃

か
ら
、息
子
の
発
言
す
る
内
容
が
変
わ
っ
て

き
た
こ
と
や
、就
職
を
意
識
し
始
め
て
い
る

こ
と
か
ら
、ま
さ
に「
転
」だ
な
と
い
う
印
象

を
受
け
て
い
た
矢
先
で
し
た
の
で
。そ
の
一
方

で
、息
子
が
就
職
は
何
と
か
な
る
よ
と
言
っ

て
い
る
の
を
聞
く
と
、そ
ん
な
簡
単
な
こ
と

で
も
な
い
よ
と
思
い
、裏
を
か
い
て
し
ま
う

の
が
親
心
み
た
い
な
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す

ね
。
ま
た
、
1
年
次
に
は
資
格
を
取
る
と

言
っ
て
い
た
け
れ
ど
取
得
し
た
様
子
が
な
い

こ
と
や
、総
合
大
学
で
す
か
ら
当
初
は
他
学

部
の
講
義
も
受
け
て
み
た
ら
と
言
っ
て
い
ま

し
た
が
、受
け
た
様
子
が
な
い
こ
と
は
少
し

残
念
で
す
。私
た
ち
も
本
人
任
せ
に
し
て
し

ま
っ
た
反
省
は
あ
り
ま
す
が
、就
職
活
動
を

通
し
て
自
分
を
見
つ
め
直
し
、い
ろ
い
ろ
な
こ

と
を
プ
ラ
ス
に
し
な
が
ら
大
人
に
な
っ
て
い
っ

て
ほ
し
い
で
す
ね
。

　

就
職
に
関
す
る
知
識
が
少
な
い
こ
と
も

あ
り
、ま
だ
進
路
に
迷
い
の
あ
る
息
子
。先

生
か
ら
大
学
院
へ
の
進
学
も
勧
め
ら
れ
て
い

る
よ
う
で
、本
人
の
中
で
気
持
ち
が
揺
れ
て

い
る
み
た
い
で
す
。そ
の
よ
う
な
こ
と
も
あ

り
、家
庭
で
は
就
職
に
つ
い
て
少
し
聞
く
程

度
。既
に
社
会
人
と
し
て
働
く
年
の
離
れ
た

兄
と
姉
が
い
ま
す
が
、就
職
活
動
を
取
り
巻

く
環
境
は
兄
と
姉
の
頃
と
は
随
分
変
化
し

て
い
る
は
ず
で
す
。そ
こ
で
、学
科
の
先
生
に

直
接
聞
い
て
み
よ
う
と『
父
母
と
の
集
い
』に

今
回
初
め
て
参
加
し
ま
し
た
。個
別
面
談
で

は
息
子
の
普
段
の
大
学
で
の
様
子
だ
け
で
な

く
、適
性
や
考
え
ら
れ
る
就
職
先
な
ど
に
つ

い
て
具
体
的
に
先
生
か
ら
聞
く
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。自
宅
で
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で
の

体
験
談
を
話
し
て
く
れ
ま
す
が
、学
業
に
つ

い
て
ほ
と
ん
ど
話
す
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

で
す
か
ら
、『
父
母
と
の
集
い
』に
参
加
し
て

学
業
に
つ
い
て
少
し
で
も
知
れ
た
こ
と
は
良

か
っ
た
で
す
。就
職
は
企
業
規
模
に
関
わ
ら

ず
、本
人
が
望
む
企
業
に
正
社
員
と
し
て
入

社
で
き
れ
ば
良
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

就
職
も
大
切
で
す
が
、こ
ん
な
に
自
由
な
時

間
が
あ
る
時
期
は
今
後
の
人
生
に
お
い
て
な

い
で
し
ょ
う
か
ら
、い
ろ
い
ろ
な
も
の
を
見
て

学
ん
で
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

現
在
の
状
況
把
握
と
、今
年
度
か
ら
就
職

活
動
の
時
期
が
変
わ
る
こ
と
も
あ
り
、ど
の

よ
う
に
活
動
が
進
ん
で
い
く
の
か
を
知
り
た

く
て『
父
母
と
の
集
い
』に
参
加
し
ま
し
た
。

保
育
士
を
目
指
す
息
子
は
、女
性
よ
り
就

職
が
厳
し
い
の
で
は
と
感
じ
て
い
ま
し
た
が
、

こ
こ
数
年
就
職
率
が
良
い
と
聞
い
て
少
し
安

心
し
ま
し
た
。採
用
す
る
側
は
大
学
の
実
績

を
見
る
こ
と
で
し
ょ
う
。現
代
教
育
学
部
は

歴
史
が
浅
い
た
め
、そ
の
点
で
心
配
は
あ
り

ま
す
が
、い
い
授
業
を
行
っ
て
い
る
よ
う
で
す

し
設
備
も
充
実
し
て
い
ま
す
の
で
、今
後
に

期
待
し
て
い
ま
す
。大
学
で
の
出
来
事
を
家

で
は
あ
ま
り
話
し
た
が
ら
な
い
息
子
で
す

が
、真
面
目
に
頑
張
っ
て
い
る
の
は
わ
か
っ
て

い
ま
す
の
で
、本
人
の
自
主
性
を
尊
重
し
、口

う
る
さ
く
言
わ
な
い
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

信
用
し
て
大
人
と
し
て
接
し
た
い
と
思
い
、

見
守
る
ス
タ
イ
ル
を
心
掛
け
て
い
ま
す
。

　

今
日
は
、就
職
活
動
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
変
更

に
伴
う
情
報
が
ほ
し
い
と
思
い
参
加
し
ま
し

た
。娘
と
の
会
話
か
ら
、大
学
主
催
の
ガ
イ
ダ

ン
ス
に
参
加
し
、就
職
活
動
に
向
け
た
準
備

を
進
め
て
い
る
こ
と
は
知
っ
て
い
ま
す
。就
職

に
つ
い
て
は
、自
分
で
や
り
た
い
こ
と
を
見
つ

け
、そ
こ
に
向
か
っ
て
進
ん
で
ほ
し
い
と
思
い

ま
す
が
、就
職
試
験
に
落
ち
続
け
る
と
心
が

折
れ
て
し
ま
う
話
を
時
々
耳
に
し
ま
す
。親

と
し
て
子
ど
も
の
良
さ
を
理
解
し
て
い
る
の

で
、落
ち
込
ん
だ
と
し
て
も
、私
た
ち
は
わ

か
っ
て
い
る
し
、応
援
し
て
い
る
か
ら
頑
張
っ

て
と
励
ま
し
て
や
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

親
の
意
見
を
子
ど
も
へ
押
し
付
け
た
り
す
る

と
、逆
に
心
を
閉
ざ
し
て
し
ま
う
と
思
い
、

本
人
か
ら
話
を
し
て
く
れ
た
と
き
は
し
っ
か

り
聞
く
よ
う
に
心
掛
け
て
い
ま
す
。昔
は
、こ

の
よ
う
に
親
が
大
学
へ
来
て
話
を
聞
い
た
り
、

相
談
し
た
り
と
い
う
機
会
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。そ
う
い
う
意
味
で
は
、一
年
に
一
度
堂
々

と
大
学
へ
来
る
こ
と
が
で
き
る
こ
の
よ
う
な

機
会
は
あ
り
が
た
い
で
す
ね
。

　

息
子
が
就
職
活
動
中
で
す
の
で
、こ
の
時

期
な
ら
で
は
の
状
況
を
知
り
た
い
と
思
っ
た

こ
と
、ま
た
話
を
聞
く
こ
と
で
就
職
に
対
す

る
不
安
の
解
消
に
も
つ
な
が
る
と
思
っ
て
参

加
し
ま
し
た
。特
に
今
日
の
全
体
会
で
の
お

話
は
、も
と
も
と
企
業
に
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
方

が
、企
業
側
の
立
場
か
ら
求
め
る
人
材
に
つ

い
て
語
っ
て
い
た
だ
け
た
の
で
と
て
も
参
考

に
な
り
ま
し
た
。今
ま
さ
に
選
考
結
果
の
返

事
を
待
っ
て
い
る
微
妙
な
時
期
で
す
の
で
、

子
ど
も
の
心
情
を
察
し
て
無
理
に
聞
き
出

す
よ
う
な
こ
と
は
し
ま
せ
ん
。子
ど
も
の
方

か
ら
会
社
訪
問
し
た
と
き
の
様
子
や
内
容

を
話
し
て
く
れ
る
の
で
、そ
う
い
う
と
き
は

あ
く
ま
で
受
け
身
で
話
を
聞
く
よ
う
に
し

て
い
ま
す
。そ
ん
な
息
子
も
高
校
生
の
時
に

比
べ
れ
ば
だ
い
ぶ
自
立
し
た
と
感
じ
ま
す
。

部
活
動
や
ア
ル
バ
イ
ト
に
も
積
極
的
に
取
り

組
み
、何
よ
り
就
職
活
動
は
自
分
が
や
り

た
い
こ
と
に
向
か
っ
て
熱
心
に
頑
張
っ
て
い
ま

す
。た
だ
、真
っ
す
ぐ
な
性
格
も
あ
り
、目

標
に
向
か
っ
て
突
っ
走
る
の
は
よ
い
の
で
す

が
、と
き
に
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と

を
置
き
去
り
に
し
て
い
る
こ
と
が
。そ
ん
な

と
き
は
そ
れ
と
な
く
声
を
掛
け
る
よ
う
に

は
し
て
い
ま
す
。学
生
を
自
立
さ
せ
る
こ
と

が
大
学
の
方
針
で
、社
会
へ
出
て
か
ら
必
要

な
自
ら
考
え
て
行
動
す
る
力
を
育
成
し
て

く
れ
て
い
る
と
い
う
印
象
も
あ
り
ま
す
。

『
父
母
と
の
集
い
』で
は
毎
回
、子
ど
も
と
の

接
し
方
に
つ
い
て
の
話
も
あ
り
と
て
も
満
足

し
て
い
ま
す
。

　

毎
年
参
加
し
て
い
る『
父
母
と
の
集
い
』で

す
が
、今
年
は
就
職
活
動
を
間
近
に
控
え
て

い
る
こ
と
か
ら
、面
談
で
聞
き
た
い
こ
と
も

具
体
的
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。ま
た
就
職

活
動
期
間
が
短
く
な
る
と
聞
い
て
、集
中
的

に
活
動
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
も
あ
ら

た
め
て
実
感
し
ま
し
た
。息
子
は
、大
学
で

の
出
来
事
も
よ
く
話
し
て
く
れ
る
方
だ
と

思
い
ま
す
。た
と
え
ば
大
学
の
行
事
に
参
加

し
た
話
や
、先
生
が
と
て
も
熱
心
だ
と
い
う

話
、ク
ラ
ブ
活
動
の
こ
と
な
ど
、大
学
の
様
子

も
知
る
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。一
方
で
就
職

の
話
は
ま
だ
こ
れ
か
ら
で
す
が
、大
学
で
学

ん
だ
こ
と
を
活
か
せ
る
職
業
に
就
い
て
も
ら

え
れ
ば
親
と
し
て
う
れ
し
い
で
す
。就
職
に

向
け
て
頑
張
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
が
、こ
れ

か
ら
も
病
気
や
け
が
を
せ
ず
し
っ
か
り
勉
強

し
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

　

私
た
ち
が
学
生
の
頃
に
比
べ
、学
生
に
対

す
る
大
学
の
サ
ポ
ー
ト
が
手
厚
い
な
と
感
じ

て
い
ま
す
。学
ぶ
環
境
づ
く
り
や
指
導
方
針

に
つ
い
て
説
明
を
受
け
て
、私
た
ち
が
想
像

し
て
い
た
以
上
に
い
い
大
学
で
娘
は
学
ん
で

い
る
の
だ
と
気
付
か
さ
れ
ま
し
た
。自
分
の

た
め
に
自
由
に
使
え
る
時
間
が
大
学
4
年

間
に
は
た
っ
ぷ
り
あ
り
ま
す
か
ら
、楽
し
く

有
意
義
な
も
の
に
し
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い

ま
す
。娘
は
キ
ャ
ビ
ン
ア
テ
ン
ダ
ン
ト
や
旅
行

会
社
の
添
乗
員
に
な
り
た
い
と
言
っ
て
お

り
、大
学
主
催
の
イ
ギ
リ
ス
短
期
留
学
に
も

参
加
し
ま
し
た
。性
格
も
明
る
く
、人
と
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
こ
と
が
好
き
で

す
か
ら
、向
い
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。本
人
の
意
志
が
は
っ
き
り
し
て
い
る
の
で

あ
れ
ば
、目
標
に
向
か
っ
て
全
力
で
取
り
組

ん
で
も
ら
い
た
い
で
す
。そ
う
い
っ
た
こ
と
か

ら
も
、一
人
娘
だ
か
ら
と
い
っ
て
、い
つ
ま
で
も

子
ど
も
扱
い
す
る
わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
。

同
じ
屋
根
の
下
で
暮
ら
し
て
い
る
と
、つ
い
つ

い
口
を
出
し
て
し
ま
い
が
ち
で
す
が
、干
渉

す
る
の
で
は
な
く
、関
心
を
持
っ
て
見
守
れ

る
よ
う
に
親
と
し
て
も
子
離
れ
し
な
け
れ

ば
い
け
ま
せ
ん
ね
。

　

大
学
で
取
得
可
能
な
資
格
に
つ
い
て
把
握

す
る
目
的
で『
父
母
と
の
集
い
』に
参
加
し

ま
し
た
。資
格
に
関
す
る
情
報
は
大
学
の
掲

示
板
等
で
連
絡
・
告
知
を
し
て
い
る
と
は
思

い
ま
す
が
、子
ど
も
が
見
逃
し
て
し
ま
う
こ

と
も
あ
る
は
ず
で
す
。親
と
し
て
情
報
を
確

認
で
き
る
機
会
と
し
た
い
と
思
い
ま
す
。息

子
は
考
古
学
が
好
き
な
こ
と
も
あ
り
、今
で

は
中
学
・
高
校
の
社
会
科
教
師
を
目
指
し
て

い
ま
す
。教
師
に
な
る
た
め
に
は
、教
員
免

許
の
取
得
が
必
須
と
な
り
ま
す
が
、そ
れ
以

前
に
教
職
課
程
の
単
位
を
早
く
か
ら
取
っ
て

お
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。他
の
資
格
な

ど
に
つ
い
て
も
同
様
で
、事
前
に
情
報
を
把

握
し
て
早
く
か
ら
最
低
限
の
要
件
を
満
た

し
て
お
け
ば
、必
要
性
を
感
じ
た
と
き
に
遅

れ
を
と
る
こ
と
な
く
勉
強
に
臨
め
ま
す
。ま

た
、そ
う
す
る
こ
と
で
進
路
の
幅
も
広
が
る

は
ず
で
す
。最
近
に
な
っ
て
息
子
も
就
職
や

資
格
取
得
に
つ
い
て
少
し
意
識
す
る
よ
う
に

な
っ
て
き
ま
し
た
。家
庭
で
は
大
学
に
つ
い
て

息
子
か
ら
進
ん
で
話
す
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、こ
ち
ら
か
ら
聞
け
ば
答
え
て
く
れ
ま

す
。あ
ま
り
言
い
過
ぎ
て
も
反
抗
し
ま
す
か

ら
、最
低
限
の
こ
と
だ
け
を
伝
え
る
よ
う
に

心
掛
け
て
い
ま
す
。

　

三
人
兄
弟
の
中
で
も
特
に
心
配
事
の
多
い

次
男
。一
人
暮
ら
し
を
し
て
い
て
も
、男
の
子
で

す
か
ら
頻
繁
に
連
絡
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い

の
で
、し
っ
か
り
学
生
生
活
を
送
れ
て
い
る
の

か
確
認
す
る
目
的
で『
父
母
と
の
集
い
』に
は

毎
年
参
加
し
て
い
ま
す
。中
部
大
学
の
先
生

は
感
心
す
る
ほ
ど
熱
心
に
指
導
し
て
く
だ

さ
っ
て
い
ま
す
が
、全
て
先
生
任
せ
に
す
る
の

で
は
な
く
、親
と
し
て
大
学
や
学
生
生
活
に
つ

い
て
知
る
こ
と
も
大
切
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

個
別
面
談
で
は
、単
位
を
順
調
に
取
っ
て
い
る

と
聞
い
て
安
心
し
ま
し
た
が
、将
来
の
ビ
ジ
ョ

ン
を
明
確
に
す
る
よ
う
に
指
摘
さ
れ
ま
し

た
。地
元
で
働
き
た
い
意
志
を
息
子
は
持
っ
て

い
る
よ
う
で
す
が
、過
疎
化
で
仕
事
が
少
な

く
な
っ
て
い
る
の
で
心
配
し
て
い
ま
す
。親
と

し
て
は
ア
ド
バ
イ
ス
し
か
で
き
ま
せ
ん
。自
分

の
望
む
仕
事
に
就
け
る
か
は
本
人
の
取
り
組

み
次
第
で
す
か
ら
、個
別
面
談
で
先
生
か
ら

言
わ
れ
た
こ
と
を
息
子
に
伝
え
て
意
識
を
変

え
て
い
き
た
い
で
す
ね
。ま
た
、中
部
大
学
に

は
う
ら
や
ま
し
い
く
ら
い
学
ぶ
環
境
が
整
っ
て

い
る
の
で
、息
子
に
は
各
施
設
や
キ
ャ
リ
ア
支

援
を
積
極
的
に
活
用
し
て
も
ら
い
た
い
で
す
。

　

初
め
て『
父
母
と
の
集
い
』に
参
加
し
て
、

学
生
の
将
来
を
考
え
、大
学
が
さ
ま
ざ
ま
な

取
り
組
み
や
支
援
の
機
会
を
設
け
て
く
だ

さ
っ
て
い
る
こ
と
を
実
感
し
ま
し
た
。現
在
の

就
職
活
動
に
つ
い
て
は
、親
の
私
も
知
ら
な
い

こ
と
ば
か
り
。来
年
の『
父
母
と
の
集
い
』で

は
、就
職
支
援
を
中
心
に
説
明
し
て
い
た
だ

け
る
よ
う
で
す
か
ら
、参
加
し
よ
う
と
考
え

て
い
ま
す
。児
童
教
育
に
つ
い
て
学
ぶ
息
子

は
、地
元
の
小
学
校
を
訪
問
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
に
取
り
組
ん
で
お
り
、そ
こ
で
の
出
来

事
が
家
庭
で
話
題
に
上
る
こ
と
も
少
な
く
あ

り
ま
せ
ん
。大
学
に
進
学
す
る
ま
で
、子
ど
も

好
き
で
教
師
を
目
指
し
て
い
る
と
は
知
ら
な

か
っ
た
た
め
、息
子
の
新
し
い一
面
に
驚
い
て
い

ま
す
。明
確
な
目
標
が
あ
り
、単
位
を
落
と

す
こ
と
な
く
頑
張
っ
て
い
る
よ
う
で
す
か
ら
、

親
と
し
て
手
助
け
で
き
る
こ
と
は
し
て
あ
げ

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

息
子
は
大
学
の
こ
と
に
つ
い
て
あ
ま
り
話

し
た
が
ら
な
い
の
で
、学
内
の
雰
囲
気
を
知
る

た
め
に『
父
母
と
の
集
い
』に
参
加
し
ま
し

た
。入
学
以
降
、自
ら
率
先
し
て
勉
強
や
レ

ポ
ー
ト
作
成
に
取
り
組
み
、成
績
に
も
そ
の

成
果
が
表
れ
る
ほ
ど
学
業
に
専
念
し
て
い
ま

す
。こ
の
ま
ま
勉
強
を
継
続
し
て
く
れ
れ
ば
、

親
と
し
て
は
安
心
で
す
。視
野
の
広
い
大
学
で

の
学
び
を
通
し
て
、さ
ま
ざ
ま
な
人
た
ち
と

触
れ
合
う
こ
と
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力

を
身
に
付
け
、社
会
に
通
用
す
る
人
材
に

な
っ
て
く
れ
た
ら
と
考
え
て
い
ま
す
。大
学
か

ら
の
就
職
に
関
す
る
説
明
を
聞
き
、ア
ル
バ
イ

ト
経
験
が
あ
る
と
就
職
活
動
で
は
有
利
に
働

く
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、企
業
が
そ
れ
ほ
ど

重
要
視
し
て
い
な
い
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

ま
た
、中
部
大
学
が
行
う
人
材
育
成
を
目
的

と
し
た
就
業
体
験「
報
酬
型
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
」は
非
常
に
良
い
取
り
組
み
で
す
か
ら
、よ

り
一
層
の
拡
充
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。

ま
だ
先
の
こ
と
で
は
あ
り
ま
す
が
、私
の
経

験
か
ら
も
就
職
す
る
な
ら
人
材
教
育
が
充

実
し
て
い
る
企
業
に
就
職
し
て
も
ら
い
た
い
で

す
ね
。私
た
ち
親
も
就
職
な
ど
に
つ
い
て
ア
ド

バ
イ
ス
で
き
る
よ
う
、来
年
の『
父
母
と
の
集

い
』に
は
個
別
面
談
の
予
約
を
し
て
臨
も
う

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

私
の
母
校
で
も
あ
る
中
部
大
学
で
学
ぶ
息

子
。正
直
、息
子
の
入
学
が
決
ま
っ
た
と
き
は

う
れ
し
か
っ
た
で
す
ね
。本
人
は
就
職
を
ま
だ

意
識
し
て
い
な
い
よ
う
で
す
が
、就
職
活
動
に

備
え
、家
庭
で
は
就
職
後
に
考
え
ら
れ
る
さ

ま
ざ
ま
な
事
柄
に
つ
い
て
話
を
し
て
い
ま
す
。

大
学
を
選
択
す
る
時
点
か
ら
、一
か
ら
順
を

追
っ
て
も
の
づ
く
り
が
で
き
る
地
元
の
企
業
へ

の
就
職
を
視
野
に
入
れ
て
い
ま
し
た
が
、現

在
の
製
造
業
は
中
小
企
業
で
も
海
外
に
製
造

拠
点
が
あ
り
ま
す
か
ら
、就
職
し
た
か
ら
と

い
っ
て
国
内
の
同
じ
勤
務
地
で
ず
っ
と
働
く
わ

け
で
は
な
い
こ
と
を
知
っ
た
息
子
は
、微
妙
な

反
応
を
し
て
い
ま
し
た（
笑
）。ま
た
、理
系
で

あ
れ
ば
大
学
院
へ
の
進
学
も
考
え
ら
れ
る
た

め
、家
庭
で
は
妻
も
含
め
て
話
し
合
い
を
し
て

い
ま
す
。大
卒
が
当
た
り
前
の
世
の
中
で
、近

頃
は
院
卒
も
増
え
て
き
て
い
ま
す
。し
か
し
、

大
学
院
を
卒
業
し
た
か
ら
と
い
っ
て
良
い
人

生
が
待
っ
て
い
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。私
の
勤

め
る
会
社
に
も
大
学
院
卒
業
者
が
入
社
し
ま

し
た
が
、か
な
り
苦
労
し
た
後
に
自
ら
辞
め

て
し
ま
い
ま
し
た
。そ
の
よ
う
な
現
実
も
息

子
に
は
話
す
よ
う
に
し
て
い
る
た
め
か
、息
子

も
積
極
的
に
話
を
聞
い
て
く
れ
ま
す
。就
職

も
大
切
で
す
が
、残
り
の
学
生
生
活
で
は
卒

業
後
も
長
く
付
き
合
え
る
親
友
を
作
っ
て
ほ

し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
が
通
う
大
学
に
こ
の
よ
う
な
機
会

が
な
い
と
な
か
な
か
来
な
い
か
な
と
思
い
、初

め
て『
父
母
と
の
集
い
』に
参
加
し
ま
し
た
。

ま
た
、就
職
す
る
か
大
学
院
へ
進
学
す
る
か

で
迷
っ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、そ
の
辺
り
も
気

に
な
っ
て
、事
前
に
申
し
込
ん
で
は
い
ま
せ
ん

で
し
た
が
、折
角
な
の
で
個
別
面
談
も
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。先
生
か
ら
は
、本
人
に

ま
か
せ
る
こ
と
が
大
事
と
い
う
お
話
で
、私
自

身
も
本
人
が
ど
う
す
る
か
を
考
え
て
決
め
る

の
が
い
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
か
ら
、そ
の
通
り

だ
と
共
感
。最
近
は
進
学
す
る
こ
と
に
傾
き

つ
つ
あ
り
、試
験
や
面
談
に
向
け
て
頑
張
っ
て

い
る
最
中
だ
と
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
日
、大
学
に
来
る
に
あ
た
っ
て
、息
子
が

“

学
食
は
ど
こ
そ
こ
が
お
い
し
い”

、と
か“

新

し
く
建
物
が
で
き
た
か
ら
行
っ
て
み
る
と
い

い
よ”

と
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。実
際
に
来
て

み
て
、と
て
も
い
い
環
境
で
過
ご
し
て
い
る
な

と
感
じ
ま
し
た
。息
子
に
は
、今
や
る
べ
き
こ

と
を
一
所
懸
命
や
れ
ば
い
い
と
常
日
頃
言
っ
て

い
ま
す
。で
も
、も
う
少
し
早
く
気
付
い
て
い

れ
ば
よ
か
っ
た
な
と
本
人
が
言
う
こ
と
も
あ

り
ま
す
。こ
ち
ら
も
言
っ
て
あ
げ
て
い
る
つ
も

り
で
す
が
、聞
く
側
に
も
そ
の
気
が
必
要
な

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。結
果
は
ど
う
あ
れ
、一

生
懸
命
に
取
り
組
む
こ
と
が
大
事
だ
と
思
っ

て
い
ま
す
。
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T
様

工
学
部 

都
市
建
設
工
学
科

3
年
生
の
お
母
様

家
庭
で
は
わ
か
ら
な
い

子
ど
も
の
学
業
に
つ
い
て

把
握
で
き
ま
し
た
。

7

市
原
様

現
代
教
育
学
部 

幼
児
教
育
学
科

3
年
生
の
ご
両
親

自
主
性
を
尊
重
し
、

大
人
と
し
て
扱
う
よ
う

心
掛
け
て
い
ま
す
。

8

山
本
様

人
文
学
部 

心
理
学
科

3
年
生
の
ご
両
親

子
ど
も
の
長
所
を

理
解
し
て
い
る
親
と
し
て

就
職
を
応
援
し
た
い
。

9

K
様

工
学
部 

建
築
学
科

4
年
生
の
ご
両
親

学
生
生
活
を
通
し
て

自
立
し
て
い
る
と

実
感
し
て
い
ま
す
。

10

　

娘
と
は
日
頃
か
ら
進
路
に
つ
い
て
会
話
を

し
て
い
ま
す
。本
人
は
早
く
自
立
し
た
い
ら
し

く
、教
員
免
許
を
取
得
し
て
自
分
が
好
き
な

生
物
を
教
え
た
い
と
い
う
希
望
が
あ
る
よ
う

で
す
。親
と
し
て
は
大
学
院
進
学
も
視
野
に

入
れ
て
ほ
し
い
と
い
う
思
い
も
あ
り
、採
用
試

験
は
難
し
い
と
言
え
ば
、娘
は
し
ば
ら
く
塾

講
師
を
し
て
で
も
教
員
に
な
り
た
い
と
言
い
、

本
人
な
り
に
考
え
て
い
る
よ
う
で
す
。進
学

か
就
職
か
、最
終
的
に
は
本
人
が
選
ん
で
い

く
わ
け
で
す
が
、親
と
し
て
は
情
報
を
与
え

る
こ
と
が
で
き
れ
ば
い
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

全
体
会
で
の
話
を
聞
い
て
、大
学
は
キ
ャ
リ

ア
教
育
が
し
っ
か
り
し
て
い
る
と
い
う
印
象
を

受
け
ま
し
た
。履
歴
書
の
書
き
方
や
面
接
指

導
な
ど
、社
会
へ
う
ま
く
巣
立
っ
て
行
け
る
よ

う
に
支
援
体
制
も
充
実
し
て
い
る
な
と
感
じ

ま
す
。娘
に
は
せ
っ
か
く
の
学
生
生
活
で
す
か

ら
、勉
強
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
幅
広
く
体
験

し
て
ほ
し
い
で
す
ね
。ま
た
、い
ろ
ん
な
先
生

や
友
人
と
出
会
い
、今
後
生
き
て
い
く
上
で

助
け
に
な
る
よ
う
な
人
間
関
係
を
築
い
て
ほ

し
い
と
思
い
ま
す
。

　

娘
の
学
生
生
活
を
知
る
良
い
機
会
だ
と
思

い
、『
父
母
と
の
集
い
』に
参
加
し
ま
し
た
。娘

は
毎
日
の
よ
う
に
遅
く
ま
で
大
学
に
い
る
の

で
き
っ
と
楽
し
い
の
で
し
ょ
う
。た
だ
心
配
も

あ
り
ま
す
。真
面
目
に
取
り
組
ん
で
い
る
の
は

わ
か
る
の
で
す
が
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ー
ク
ル
の

活
動
が
学
生
生
活
の
半
分
以
上
を
占
め
て
い

る
の
で
す（
笑
）。勉
強
を
一
番
に
と
言
っ
て
い

る
の
で
す
が
、責
任
あ
る
仕
事
も
任
さ
れ
て
い

て
、片
手
間
に
は
で
き
な
い
よ
う
で
す
。と
き

に
は
活
動
の
た
め
に
始
発
電
車
で
出
か
け
る

こ
と
も
。で
も
、参
加
し
た
と
き
の
様
子
を
話

し
て
く
れ
る
の
は
う
れ
し
い
で
す
。

　

保
健
看
護
学
科
で
す
の
で
看
護
師
は
当
然

で
す
が
、入
学
時
は
保
健
師
や
助
産
師
の
資

格
も
取
り
た
い
と
言
っ
て
い
た
の
で
、初
志
貫

徹
で
目
指
し
て
ほ
し
い
で
す
ね
。頑
張
っ
て
い

る
姿
を
見
て
い
る
の
で
、あ
ま
り
お
せ
っ
か
い

は
言
わ
ず
、親
と
し
て
タ
イ
ミ
ン
グ
よ
く
言
葉

を
か
け
て
あ
げ
ら
れ
れ
ば
、本
人
も
気
持
ち

よ
く
波
に
乗
れ
る
の
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

今
日
は
、学
科
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
や
そ
の
特
徴

を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。実
習
に
つ
い
て

も
、大
学
病
院
が
な
い
代
わ
り
に
い
ろ
い
ろ
な

病
院
へ
行
け
る
こ
と
は
、風
土
の
違
い
を
見
ら

れ
る
メ
リ
ッ
ト
だ
と
い
う
こ
と
も
。本
来
、大

学
生
に
も
な
れ
ば
自
分
で
考
え
て
物
事
を
進

め
て
い
く
も
の
で
す
が
、中
部
大
学
は
サ
ポ
ー

ト
も
充
実
し
て
い
て
面
倒
見
の
良
さ
を
感
じ

ま
し
た
。

　

今
日
の
一
番
の
目
的
は
こ
れ
か
ら
行
う
個

別
面
談
で
す
。息
子
が
勉
強
に
行
き
詰
ま
っ

て
い
る
よ
う
で
、親
と
し
て
少
し
で
も
そ
の
解

決
の
糸
口
が
見
つ
け
ら
れ
た
ら
と
思
っ
て
参
加

し
ま
し
た
。高
校
で
は
手
取
り
足
取
り
の
印

象
で
し
た
が
、大
学
も
至
れ
り
尽
く
せ
り
の

サ
ポ
ー
ト
を
し
て
く
だ
さ
る
よ
う
で
安
心
で

す
。た
だ
本
人
が
消
極
的
で
上
手
に
サ
ポ
ー

ト
を
使
え
て
い
な
い
の
か
な
と
感
じ
て
い
ま

す
。同
じ
学
科
の
先
輩
と
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
と
れ
れ
ば
勉
強
を
教
え
て
も
ら
え
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。ま
た
、こ
れ
か
ら
で
も
サ
ー
ク

ル
に
参
加
で
き
る
か
な
ど
、そ
の
辺
り
も
先

生
に
相
談
で
き
た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。も
と

も
と
測
量
や
鉄
道
に
興
味
が
あ
り
、こ
の
学

科
を
選
択
し
ま
し
た
。せ
っ
か
く
の
学
生
生

活
で
す
の
で
、い
ろ
ん
な
経
験
を
し
て
も
っ
と

楽
し
ん
で
ほ
し
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

資
格
は
就
職
活
動
や
就
職
し
て
か
ら
も
役

に
立
つ
も
の
で
す
。『
父
母
と
の
集
い
』の
全
体

会
や
個
別
面
談
に
参
加
し
て
、資
格
の
必
要

性
を
あ
ら
た
め
て
感
じ
ま
し
た
。ま
た
、卒
業

生
の
就
職
先
を
知
る
こ
と
も
で
き
て
参
考
に

な
り
ま
し
た
。息
子
は
春
か
ら
一
人
暮
ら
し
を

始
め
ま
し
た
。人
づ
き
あ
い
は
い
い
方
な
の
で
、

友
だ
ち
も
結
構
い
る
み
た
い
で
す
。今
日
も
大

学
へ
来
る
前
に
ア
パ
ー
ト
へ
寄
っ
て
き
ま
し
た

が
、生
活
も
ち
ゃ
ん
と
し
て
い
る
よ
う
で
大
丈

夫
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。た
だ
、性
格
的

に
引
っ
込
み
思
案
な
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
の

で
、学
生
生
活
を
通
し
て
一
皮
む
け
て
く
れ
る

こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。本
人
の
や
る
気
次
第

で
は
あ
り
ま
す
が
、積
極
的
に
資
格
取
得
に

挑
戦
し
て
、わ
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
れ
ば
先
生

に
聞
く
な
ど
し
て
頑
張
っ
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

　

私
た
ち
が
学
生
の
頃
に
比
べ
て
、今
の
大
学

生
の
就
職
活
動
が
ど
ん
な
状
況
な
の
か
関
心

を
持
っ
て
い
た
の
で『
父
母
と
の
集
い
』に
参
加

し
ま
し
た
。今
年
は
就
職
活
動
開
始
時
期
が

後
ろ
に
ず
れ
込
む
最
初
の
年
。就
職
活
動
の

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
、大
学
か
ら
の
話
を
聞

い
て
厳
し
そ
う
だ
な
と
思
い
ま
し
た
。授
業
と

部
活
動
で
一
週
間
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
埋
ま
っ
て
い

る
息
子
の
今
の
状
況
を
考
え
る
と
、就
職
活

動
に
向
け
た
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
を
行
う
時
間
の

確
保
が
で
き
る
か
心
配
で
す
。所
属
し
て
い
る

シ
ン
フ
ォ
ニ
ッ
ク
バ
ン
ド
で
は
3
年
生
と
い
う
こ

と
も
あ
り
、重
要
な
ポ
ジ
シ
ョ
ン
を
兼
任
し
て

い
る
よ
う
で
す
。大
変
で
は
あ
り
ま
す
が
、苦

労
し
た
経
験
は
自
分
自
身
の
強
み
に
な
る
は

ず
で
す
。そ
う
い
っ
た
こ
と
か
ら
も
、失
敗
を

た
く
さ
ん
経
験
し
て
も
ら
い
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。身
内
以
外
の
人
に
叱
ら
れ
る
と
、必
ず

本
人
に
響
く
は
ず
で
す
か
ら
。忙
し
い
も
の

の
、充
実
し
た
学
生
生
活
を
過
ご
し
て
い
る
み

た
い
な
の
で
、こ
れ
か
ら
迎
え
る
就
職
活
動
で

も
苦
し
く
て
も
頑
張
っ
て
長
く
勤
め
ら
れ
る

会
社
を
見
つ
け
て
も
ら
い
た
い
で
す
ね
。

　

就
職
に
つ
い
て
気
に
な
り
始
め
た
こ
と
、

ま
た
3
年
の
春
か
ら
息
子
が
一
人
暮
ら
し
を

始
め
た
こ
と
も
あ
り
、大
学
を
一
度
見
て
み

よ
う
と
思
い
参
加
し
ま
し
た
。印
象
的
だ
っ

た
の
は
、全
体
会
で
山
下
学
長
が
お
っ
し
ゃ
っ

て
い
た
3
年
次
は
起
承
転
結
の「
転
」で
あ

る
と
い
う
お
話
。一
人
暮
ら
し
を
始
め
た
頃

か
ら
、息
子
の
発
言
す
る
内
容
が
変
わ
っ
て

き
た
こ
と
や
、就
職
を
意
識
し
始
め
て
い
る

こ
と
か
ら
、ま
さ
に「
転
」だ
な
と
い
う
印
象

を
受
け
て
い
た
矢
先
で
し
た
の
で
。そ
の
一
方

で
、息
子
が
就
職
は
何
と
か
な
る
よ
と
言
っ

て
い
る
の
を
聞
く
と
、そ
ん
な
簡
単
な
こ
と

で
も
な
い
よ
と
思
い
、裏
を
か
い
て
し
ま
う

の
が
親
心
み
た
い
な
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す

ね
。
ま
た
、
1
年
次
に
は
資
格
を
取
る
と

言
っ
て
い
た
け
れ
ど
取
得
し
た
様
子
が
な
い

こ
と
や
、総
合
大
学
で
す
か
ら
当
初
は
他
学

部
の
講
義
も
受
け
て
み
た
ら
と
言
っ
て
い
ま

し
た
が
、受
け
た
様
子
が
な
い
こ
と
は
少
し

残
念
で
す
。私
た
ち
も
本
人
任
せ
に
し
て
し

ま
っ
た
反
省
は
あ
り
ま
す
が
、就
職
活
動
を

通
し
て
自
分
を
見
つ
め
直
し
、い
ろ
い
ろ
な
こ

と
を
プ
ラ
ス
に
し
な
が
ら
大
人
に
な
っ
て
い
っ

て
ほ
し
い
で
す
ね
。

　

就
職
に
関
す
る
知
識
が
少
な
い
こ
と
も

あ
り
、ま
だ
進
路
に
迷
い
の
あ
る
息
子
。先

生
か
ら
大
学
院
へ
の
進
学
も
勧
め
ら
れ
て
い

る
よ
う
で
、本
人
の
中
で
気
持
ち
が
揺
れ
て

い
る
み
た
い
で
す
。そ
の
よ
う
な
こ
と
も
あ

り
、家
庭
で
は
就
職
に
つ
い
て
少
し
聞
く
程

度
。既
に
社
会
人
と
し
て
働
く
年
の
離
れ
た

兄
と
姉
が
い
ま
す
が
、就
職
活
動
を
取
り
巻

く
環
境
は
兄
と
姉
の
頃
と
は
随
分
変
化
し

て
い
る
は
ず
で
す
。そ
こ
で
、学
科
の
先
生
に

直
接
聞
い
て
み
よ
う
と『
父
母
と
の
集
い
』に

今
回
初
め
て
参
加
し
ま
し
た
。個
別
面
談
で

は
息
子
の
普
段
の
大
学
で
の
様
子
だ
け
で
な

く
、適
性
や
考
え
ら
れ
る
就
職
先
な
ど
に
つ

い
て
具
体
的
に
先
生
か
ら
聞
く
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。自
宅
で
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で
の

体
験
談
を
話
し
て
く
れ
ま
す
が
、学
業
に
つ

い
て
ほ
と
ん
ど
話
す
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

で
す
か
ら
、『
父
母
と
の
集
い
』に
参
加
し
て

学
業
に
つ
い
て
少
し
で
も
知
れ
た
こ
と
は
良

か
っ
た
で
す
。就
職
は
企
業
規
模
に
関
わ
ら

ず
、本
人
が
望
む
企
業
に
正
社
員
と
し
て
入

社
で
き
れ
ば
良
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

就
職
も
大
切
で
す
が
、こ
ん
な
に
自
由
な
時

間
が
あ
る
時
期
は
今
後
の
人
生
に
お
い
て
な

い
で
し
ょ
う
か
ら
、い
ろ
い
ろ
な
も
の
を
見
て

学
ん
で
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

現
在
の
状
況
把
握
と
、今
年
度
か
ら
就
職

活
動
の
時
期
が
変
わ
る
こ
と
も
あ
り
、ど
の

よ
う
に
活
動
が
進
ん
で
い
く
の
か
を
知
り
た

く
て『
父
母
と
の
集
い
』に
参
加
し
ま
し
た
。

保
育
士
を
目
指
す
息
子
は
、女
性
よ
り
就

職
が
厳
し
い
の
で
は
と
感
じ
て
い
ま
し
た
が
、

こ
こ
数
年
就
職
率
が
良
い
と
聞
い
て
少
し
安

心
し
ま
し
た
。採
用
す
る
側
は
大
学
の
実
績

を
見
る
こ
と
で
し
ょ
う
。現
代
教
育
学
部
は

歴
史
が
浅
い
た
め
、そ
の
点
で
心
配
は
あ
り

ま
す
が
、い
い
授
業
を
行
っ
て
い
る
よ
う
で
す

し
設
備
も
充
実
し
て
い
ま
す
の
で
、今
後
に

期
待
し
て
い
ま
す
。大
学
で
の
出
来
事
を
家

で
は
あ
ま
り
話
し
た
が
ら
な
い
息
子
で
す

が
、真
面
目
に
頑
張
っ
て
い
る
の
は
わ
か
っ
て

い
ま
す
の
で
、本
人
の
自
主
性
を
尊
重
し
、口

う
る
さ
く
言
わ
な
い
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

信
用
し
て
大
人
と
し
て
接
し
た
い
と
思
い
、

見
守
る
ス
タ
イ
ル
を
心
掛
け
て
い
ま
す
。

　

今
日
は
、就
職
活
動
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
変
更

に
伴
う
情
報
が
ほ
し
い
と
思
い
参
加
し
ま
し

た
。娘
と
の
会
話
か
ら
、大
学
主
催
の
ガ
イ
ダ

ン
ス
に
参
加
し
、就
職
活
動
に
向
け
た
準
備

を
進
め
て
い
る
こ
と
は
知
っ
て
い
ま
す
。就
職

に
つ
い
て
は
、自
分
で
や
り
た
い
こ
と
を
見
つ

け
、そ
こ
に
向
か
っ
て
進
ん
で
ほ
し
い
と
思
い

ま
す
が
、就
職
試
験
に
落
ち
続
け
る
と
心
が

折
れ
て
し
ま
う
話
を
時
々
耳
に
し
ま
す
。親

と
し
て
子
ど
も
の
良
さ
を
理
解
し
て
い
る
の

で
、落
ち
込
ん
だ
と
し
て
も
、私
た
ち
は
わ

か
っ
て
い
る
し
、応
援
し
て
い
る
か
ら
頑
張
っ

て
と
励
ま
し
て
や
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

親
の
意
見
を
子
ど
も
へ
押
し
付
け
た
り
す
る

と
、逆
に
心
を
閉
ざ
し
て
し
ま
う
と
思
い
、

本
人
か
ら
話
を
し
て
く
れ
た
と
き
は
し
っ
か

り
聞
く
よ
う
に
心
掛
け
て
い
ま
す
。昔
は
、こ

の
よ
う
に
親
が
大
学
へ
来
て
話
を
聞
い
た
り
、

相
談
し
た
り
と
い
う
機
会
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。そ
う
い
う
意
味
で
は
、一
年
に
一
度
堂
々

と
大
学
へ
来
る
こ
と
が
で
き
る
こ
の
よ
う
な

機
会
は
あ
り
が
た
い
で
す
ね
。

　

息
子
が
就
職
活
動
中
で
す
の
で
、こ
の
時

期
な
ら
で
は
の
状
況
を
知
り
た
い
と
思
っ
た

こ
と
、ま
た
話
を
聞
く
こ
と
で
就
職
に
対
す

る
不
安
の
解
消
に
も
つ
な
が
る
と
思
っ
て
参

加
し
ま
し
た
。特
に
今
日
の
全
体
会
で
の
お

話
は
、も
と
も
と
企
業
に
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
方

が
、企
業
側
の
立
場
か
ら
求
め
る
人
材
に
つ

い
て
語
っ
て
い
た
だ
け
た
の
で
と
て
も
参
考

に
な
り
ま
し
た
。今
ま
さ
に
選
考
結
果
の
返

事
を
待
っ
て
い
る
微
妙
な
時
期
で
す
の
で
、

子
ど
も
の
心
情
を
察
し
て
無
理
に
聞
き
出

す
よ
う
な
こ
と
は
し
ま
せ
ん
。子
ど
も
の
方

か
ら
会
社
訪
問
し
た
と
き
の
様
子
や
内
容

を
話
し
て
く
れ
る
の
で
、そ
う
い
う
と
き
は

あ
く
ま
で
受
け
身
で
話
を
聞
く
よ
う
に
し

て
い
ま
す
。そ
ん
な
息
子
も
高
校
生
の
時
に

比
べ
れ
ば
だ
い
ぶ
自
立
し
た
と
感
じ
ま
す
。

部
活
動
や
ア
ル
バ
イ
ト
に
も
積
極
的
に
取
り

組
み
、何
よ
り
就
職
活
動
は
自
分
が
や
り

た
い
こ
と
に
向
か
っ
て
熱
心
に
頑
張
っ
て
い
ま

す
。た
だ
、真
っ
す
ぐ
な
性
格
も
あ
り
、目

標
に
向
か
っ
て
突
っ
走
る
の
は
よ
い
の
で
す

が
、と
き
に
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と

を
置
き
去
り
に
し
て
い
る
こ
と
が
。そ
ん
な

と
き
は
そ
れ
と
な
く
声
を
掛
け
る
よ
う
に

は
し
て
い
ま
す
。学
生
を
自
立
さ
せ
る
こ
と

が
大
学
の
方
針
で
、社
会
へ
出
て
か
ら
必
要

な
自
ら
考
え
て
行
動
す
る
力
を
育
成
し
て

く
れ
て
い
る
と
い
う
印
象
も
あ
り
ま
す
。

『
父
母
と
の
集
い
』で
は
毎
回
、子
ど
も
と
の

接
し
方
に
つ
い
て
の
話
も
あ
り
と
て
も
満
足

し
て
い
ま
す
。

　

毎
年
参
加
し
て
い
る『
父
母
と
の
集
い
』で

す
が
、今
年
は
就
職
活
動
を
間
近
に
控
え
て

い
る
こ
と
か
ら
、面
談
で
聞
き
た
い
こ
と
も

具
体
的
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。ま
た
就
職

活
動
期
間
が
短
く
な
る
と
聞
い
て
、集
中
的

に
活
動
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
も
あ
ら

た
め
て
実
感
し
ま
し
た
。息
子
は
、大
学
で

の
出
来
事
も
よ
く
話
し
て
く
れ
る
方
だ
と

思
い
ま
す
。た
と
え
ば
大
学
の
行
事
に
参
加

し
た
話
や
、先
生
が
と
て
も
熱
心
だ
と
い
う

話
、ク
ラ
ブ
活
動
の
こ
と
な
ど
、大
学
の
様
子

も
知
る
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。一
方
で
就
職

の
話
は
ま
だ
こ
れ
か
ら
で
す
が
、大
学
で
学

ん
だ
こ
と
を
活
か
せ
る
職
業
に
就
い
て
も
ら

え
れ
ば
親
と
し
て
う
れ
し
い
で
す
。就
職
に

向
け
て
頑
張
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
が
、こ
れ

か
ら
も
病
気
や
け
が
を
せ
ず
し
っ
か
り
勉
強

し
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

　

私
た
ち
が
学
生
の
頃
に
比
べ
、学
生
に
対

す
る
大
学
の
サ
ポ
ー
ト
が
手
厚
い
な
と
感
じ

て
い
ま
す
。学
ぶ
環
境
づ
く
り
や
指
導
方
針

に
つ
い
て
説
明
を
受
け
て
、私
た
ち
が
想
像

し
て
い
た
以
上
に
い
い
大
学
で
娘
は
学
ん
で

い
る
の
だ
と
気
付
か
さ
れ
ま
し
た
。自
分
の

た
め
に
自
由
に
使
え
る
時
間
が
大
学
4
年

間
に
は
た
っ
ぷ
り
あ
り
ま
す
か
ら
、楽
し
く

有
意
義
な
も
の
に
し
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い

ま
す
。娘
は
キ
ャ
ビ
ン
ア
テ
ン
ダ
ン
ト
や
旅
行

会
社
の
添
乗
員
に
な
り
た
い
と
言
っ
て
お

り
、大
学
主
催
の
イ
ギ
リ
ス
短
期
留
学
に
も

参
加
し
ま
し
た
。性
格
も
明
る
く
、人
と
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
こ
と
が
好
き
で

す
か
ら
、向
い
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。本
人
の
意
志
が
は
っ
き
り
し
て
い
る
の
で

あ
れ
ば
、目
標
に
向
か
っ
て
全
力
で
取
り
組

ん
で
も
ら
い
た
い
で
す
。そ
う
い
っ
た
こ
と
か

ら
も
、一
人
娘
だ
か
ら
と
い
っ
て
、い
つ
ま
で
も

子
ど
も
扱
い
す
る
わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
。

同
じ
屋
根
の
下
で
暮
ら
し
て
い
る
と
、つ
い
つ

い
口
を
出
し
て
し
ま
い
が
ち
で
す
が
、干
渉

す
る
の
で
は
な
く
、関
心
を
持
っ
て
見
守
れ

る
よ
う
に
親
と
し
て
も
子
離
れ
し
な
け
れ

ば
い
け
ま
せ
ん
ね
。

　

大
学
で
取
得
可
能
な
資
格
に
つ
い
て
把
握

す
る
目
的
で『
父
母
と
の
集
い
』に
参
加
し

ま
し
た
。資
格
に
関
す
る
情
報
は
大
学
の
掲

示
板
等
で
連
絡
・
告
知
を
し
て
い
る
と
は
思

い
ま
す
が
、子
ど
も
が
見
逃
し
て
し
ま
う
こ

と
も
あ
る
は
ず
で
す
。親
と
し
て
情
報
を
確

認
で
き
る
機
会
と
し
た
い
と
思
い
ま
す
。息

子
は
考
古
学
が
好
き
な
こ
と
も
あ
り
、今
で

は
中
学
・
高
校
の
社
会
科
教
師
を
目
指
し
て

い
ま
す
。教
師
に
な
る
た
め
に
は
、教
員
免

許
の
取
得
が
必
須
と
な
り
ま
す
が
、そ
れ
以

前
に
教
職
課
程
の
単
位
を
早
く
か
ら
取
っ
て

お
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。他
の
資
格
な

ど
に
つ
い
て
も
同
様
で
、事
前
に
情
報
を
把

握
し
て
早
く
か
ら
最
低
限
の
要
件
を
満
た

し
て
お
け
ば
、必
要
性
を
感
じ
た
と
き
に
遅

れ
を
と
る
こ
と
な
く
勉
強
に
臨
め
ま
す
。ま

た
、そ
う
す
る
こ
と
で
進
路
の
幅
も
広
が
る

は
ず
で
す
。最
近
に
な
っ
て
息
子
も
就
職
や

資
格
取
得
に
つ
い
て
少
し
意
識
す
る
よ
う
に

な
っ
て
き
ま
し
た
。家
庭
で
は
大
学
に
つ
い
て

息
子
か
ら
進
ん
で
話
す
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、こ
ち
ら
か
ら
聞
け
ば
答
え
て
く
れ
ま

す
。あ
ま
り
言
い
過
ぎ
て
も
反
抗
し
ま
す
か

ら
、最
低
限
の
こ
と
だ
け
を
伝
え
る
よ
う
に

心
掛
け
て
い
ま
す
。

　

三
人
兄
弟
の
中
で
も
特
に
心
配
事
の
多
い

次
男
。一
人
暮
ら
し
を
し
て
い
て
も
、男
の
子
で

す
か
ら
頻
繁
に
連
絡
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い

の
で
、し
っ
か
り
学
生
生
活
を
送
れ
て
い
る
の

か
確
認
す
る
目
的
で『
父
母
と
の
集
い
』に
は

毎
年
参
加
し
て
い
ま
す
。中
部
大
学
の
先
生

は
感
心
す
る
ほ
ど
熱
心
に
指
導
し
て
く
だ

さ
っ
て
い
ま
す
が
、全
て
先
生
任
せ
に
す
る
の

で
は
な
く
、親
と
し
て
大
学
や
学
生
生
活
に
つ

い
て
知
る
こ
と
も
大
切
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

個
別
面
談
で
は
、単
位
を
順
調
に
取
っ
て
い
る

と
聞
い
て
安
心
し
ま
し
た
が
、将
来
の
ビ
ジ
ョ

ン
を
明
確
に
す
る
よ
う
に
指
摘
さ
れ
ま
し

た
。地
元
で
働
き
た
い
意
志
を
息
子
は
持
っ
て

い
る
よ
う
で
す
が
、過
疎
化
で
仕
事
が
少
な

く
な
っ
て
い
る
の
で
心
配
し
て
い
ま
す
。親
と

し
て
は
ア
ド
バ
イ
ス
し
か
で
き
ま
せ
ん
。自
分

の
望
む
仕
事
に
就
け
る
か
は
本
人
の
取
り
組

み
次
第
で
す
か
ら
、個
別
面
談
で
先
生
か
ら

言
わ
れ
た
こ
と
を
息
子
に
伝
え
て
意
識
を
変

え
て
い
き
た
い
で
す
ね
。ま
た
、中
部
大
学
に

は
う
ら
や
ま
し
い
く
ら
い
学
ぶ
環
境
が
整
っ
て

い
る
の
で
、息
子
に
は
各
施
設
や
キ
ャ
リ
ア
支

援
を
積
極
的
に
活
用
し
て
も
ら
い
た
い
で
す
。

　

初
め
て『
父
母
と
の
集
い
』に
参
加
し
て
、

学
生
の
将
来
を
考
え
、大
学
が
さ
ま
ざ
ま
な

取
り
組
み
や
支
援
の
機
会
を
設
け
て
く
だ

さ
っ
て
い
る
こ
と
を
実
感
し
ま
し
た
。現
在
の

就
職
活
動
に
つ
い
て
は
、親
の
私
も
知
ら
な
い

こ
と
ば
か
り
。来
年
の『
父
母
と
の
集
い
』で

は
、就
職
支
援
を
中
心
に
説
明
し
て
い
た
だ

け
る
よ
う
で
す
か
ら
、参
加
し
よ
う
と
考
え

て
い
ま
す
。児
童
教
育
に
つ
い
て
学
ぶ
息
子

は
、地
元
の
小
学
校
を
訪
問
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
に
取
り
組
ん
で
お
り
、そ
こ
で
の
出
来

事
が
家
庭
で
話
題
に
上
る
こ
と
も
少
な
く
あ

り
ま
せ
ん
。大
学
に
進
学
す
る
ま
で
、子
ど
も

好
き
で
教
師
を
目
指
し
て
い
る
と
は
知
ら
な

か
っ
た
た
め
、息
子
の
新
し
い一
面
に
驚
い
て
い

ま
す
。明
確
な
目
標
が
あ
り
、単
位
を
落
と

す
こ
と
な
く
頑
張
っ
て
い
る
よ
う
で
す
か
ら
、

親
と
し
て
手
助
け
で
き
る
こ
と
は
し
て
あ
げ

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

息
子
は
大
学
の
こ
と
に
つ
い
て
あ
ま
り
話

し
た
が
ら
な
い
の
で
、学
内
の
雰
囲
気
を
知
る

た
め
に『
父
母
と
の
集
い
』に
参
加
し
ま
し

た
。入
学
以
降
、自
ら
率
先
し
て
勉
強
や
レ

ポ
ー
ト
作
成
に
取
り
組
み
、成
績
に
も
そ
の

成
果
が
表
れ
る
ほ
ど
学
業
に
専
念
し
て
い
ま

す
。こ
の
ま
ま
勉
強
を
継
続
し
て
く
れ
れ
ば
、

親
と
し
て
は
安
心
で
す
。視
野
の
広
い
大
学
で

の
学
び
を
通
し
て
、さ
ま
ざ
ま
な
人
た
ち
と

触
れ
合
う
こ
と
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力

を
身
に
付
け
、社
会
に
通
用
す
る
人
材
に

な
っ
て
く
れ
た
ら
と
考
え
て
い
ま
す
。大
学
か

ら
の
就
職
に
関
す
る
説
明
を
聞
き
、ア
ル
バ
イ

ト
経
験
が
あ
る
と
就
職
活
動
で
は
有
利
に
働

く
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、企
業
が
そ
れ
ほ
ど

重
要
視
し
て
い
な
い
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

ま
た
、中
部
大
学
が
行
う
人
材
育
成
を
目
的

と
し
た
就
業
体
験「
報
酬
型
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
」は
非
常
に
良
い
取
り
組
み
で
す
か
ら
、よ

り
一
層
の
拡
充
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。

ま
だ
先
の
こ
と
で
は
あ
り
ま
す
が
、私
の
経

験
か
ら
も
就
職
す
る
な
ら
人
材
教
育
が
充

実
し
て
い
る
企
業
に
就
職
し
て
も
ら
い
た
い
で

す
ね
。私
た
ち
親
も
就
職
な
ど
に
つ
い
て
ア
ド

バ
イ
ス
で
き
る
よ
う
、来
年
の『
父
母
と
の
集

い
』に
は
個
別
面
談
の
予
約
を
し
て
臨
も
う

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

私
の
母
校
で
も
あ
る
中
部
大
学
で
学
ぶ
息

子
。正
直
、息
子
の
入
学
が
決
ま
っ
た
と
き
は

う
れ
し
か
っ
た
で
す
ね
。本
人
は
就
職
を
ま
だ

意
識
し
て
い
な
い
よ
う
で
す
が
、就
職
活
動
に

備
え
、家
庭
で
は
就
職
後
に
考
え
ら
れ
る
さ

ま
ざ
ま
な
事
柄
に
つ
い
て
話
を
し
て
い
ま
す
。

大
学
を
選
択
す
る
時
点
か
ら
、一
か
ら
順
を

追
っ
て
も
の
づ
く
り
が
で
き
る
地
元
の
企
業
へ

の
就
職
を
視
野
に
入
れ
て
い
ま
し
た
が
、現

在
の
製
造
業
は
中
小
企
業
で
も
海
外
に
製
造

拠
点
が
あ
り
ま
す
か
ら
、就
職
し
た
か
ら
と

い
っ
て
国
内
の
同
じ
勤
務
地
で
ず
っ
と
働
く
わ

け
で
は
な
い
こ
と
を
知
っ
た
息
子
は
、微
妙
な

反
応
を
し
て
い
ま
し
た（
笑
）。ま
た
、理
系
で

あ
れ
ば
大
学
院
へ
の
進
学
も
考
え
ら
れ
る
た

め
、家
庭
で
は
妻
も
含
め
て
話
し
合
い
を
し
て

い
ま
す
。大
卒
が
当
た
り
前
の
世
の
中
で
、近

頃
は
院
卒
も
増
え
て
き
て
い
ま
す
。し
か
し
、

大
学
院
を
卒
業
し
た
か
ら
と
い
っ
て
良
い
人

生
が
待
っ
て
い
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。私
の
勤

め
る
会
社
に
も
大
学
院
卒
業
者
が
入
社
し
ま

し
た
が
、か
な
り
苦
労
し
た
後
に
自
ら
辞
め

て
し
ま
い
ま
し
た
。そ
の
よ
う
な
現
実
も
息

子
に
は
話
す
よ
う
に
し
て
い
る
た
め
か
、息
子

も
積
極
的
に
話
を
聞
い
て
く
れ
ま
す
。就
職

も
大
切
で
す
が
、残
り
の
学
生
生
活
で
は
卒

業
後
も
長
く
付
き
合
え
る
親
友
を
作
っ
て
ほ

し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
が
通
う
大
学
に
こ
の
よ
う
な
機
会

が
な
い
と
な
か
な
か
来
な
い
か
な
と
思
い
、初

め
て『
父
母
と
の
集
い
』に
参
加
し
ま
し
た
。

ま
た
、就
職
す
る
か
大
学
院
へ
進
学
す
る
か

で
迷
っ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、そ
の
辺
り
も
気

に
な
っ
て
、事
前
に
申
し
込
ん
で
は
い
ま
せ
ん

で
し
た
が
、折
角
な
の
で
個
別
面
談
も
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。先
生
か
ら
は
、本
人
に

ま
か
せ
る
こ
と
が
大
事
と
い
う
お
話
で
、私
自

身
も
本
人
が
ど
う
す
る
か
を
考
え
て
決
め
る

の
が
い
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
か
ら
、そ
の
通
り

だ
と
共
感
。最
近
は
進
学
す
る
こ
と
に
傾
き

つ
つ
あ
り
、試
験
や
面
談
に
向
け
て
頑
張
っ
て

い
る
最
中
だ
と
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
日
、大
学
に
来
る
に
あ
た
っ
て
、息
子
が

“

学
食
は
ど
こ
そ
こ
が
お
い
し
い”

、と
か“

新

し
く
建
物
が
で
き
た
か
ら
行
っ
て
み
る
と
い

い
よ”

と
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。実
際
に
来
て

み
て
、と
て
も
い
い
環
境
で
過
ご
し
て
い
る
な

と
感
じ
ま
し
た
。息
子
に
は
、今
や
る
べ
き
こ

と
を
一
所
懸
命
や
れ
ば
い
い
と
常
日
頃
言
っ
て

い
ま
す
。で
も
、も
う
少
し
早
く
気
付
い
て
い

れ
ば
よ
か
っ
た
な
と
本
人
が
言
う
こ
と
も
あ

り
ま
す
。こ
ち
ら
も
言
っ
て
あ
げ
て
い
る
つ
も

り
で
す
が
、聞
く
側
に
も
そ
の
気
が
必
要
な

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。結
果
は
ど
う
あ
れ
、一

生
懸
命
に
取
り
組
む
こ
と
が
大
事
だ
と
思
っ

て
い
ま
す
。
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山
﨑
様

生
命
健
康
科
学
部 

生
命
医
科
学
科

3
年
生
の
ご
両
親

息
子
の
話
と
今
日
の
話
で

大
学
の
様
子
を

知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

11

斉
藤
様

国
際
関
係
学
部 

国
際
文
化
学
科

2
年
生
の
ご
両
親

大
学
4
年
間
を

楽
し
く
有
意
義
に

過
ご
し
て
ほ
し
い
。

12

K
様

人
文
学
部 

歴
史
地
理
学
科

2
年
生
の
ご
両
親

情
報
を
把
握
し
、

子
ど
も
の
進
路
の
幅
を

広
げ
て
お
き
た
い
。

13

　

娘
と
は
日
頃
か
ら
進
路
に
つ
い
て
会
話
を

し
て
い
ま
す
。本
人
は
早
く
自
立
し
た
い
ら
し

く
、教
員
免
許
を
取
得
し
て
自
分
が
好
き
な

生
物
を
教
え
た
い
と
い
う
希
望
が
あ
る
よ
う

で
す
。親
と
し
て
は
大
学
院
進
学
も
視
野
に

入
れ
て
ほ
し
い
と
い
う
思
い
も
あ
り
、採
用
試

験
は
難
し
い
と
言
え
ば
、娘
は
し
ば
ら
く
塾

講
師
を
し
て
で
も
教
員
に
な
り
た
い
と
言
い
、

本
人
な
り
に
考
え
て
い
る
よ
う
で
す
。進
学

か
就
職
か
、最
終
的
に
は
本
人
が
選
ん
で
い

く
わ
け
で
す
が
、親
と
し
て
は
情
報
を
与
え

る
こ
と
が
で
き
れ
ば
い
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

全
体
会
で
の
話
を
聞
い
て
、大
学
は
キ
ャ
リ

ア
教
育
が
し
っ
か
り
し
て
い
る
と
い
う
印
象
を

受
け
ま
し
た
。履
歴
書
の
書
き
方
や
面
接
指

導
な
ど
、社
会
へ
う
ま
く
巣
立
っ
て
行
け
る
よ

う
に
支
援
体
制
も
充
実
し
て
い
る
な
と
感
じ

ま
す
。娘
に
は
せ
っ
か
く
の
学
生
生
活
で
す
か

ら
、勉
強
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
幅
広
く
体
験

し
て
ほ
し
い
で
す
ね
。ま
た
、い
ろ
ん
な
先
生

や
友
人
と
出
会
い
、今
後
生
き
て
い
く
上
で

助
け
に
な
る
よ
う
な
人
間
関
係
を
築
い
て
ほ

し
い
と
思
い
ま
す
。

　

娘
の
学
生
生
活
を
知
る
良
い
機
会
だ
と
思

い
、『
父
母
と
の
集
い
』に
参
加
し
ま
し
た
。娘

は
毎
日
の
よ
う
に
遅
く
ま
で
大
学
に
い
る
の

で
き
っ
と
楽
し
い
の
で
し
ょ
う
。た
だ
心
配
も

あ
り
ま
す
。真
面
目
に
取
り
組
ん
で
い
る
の
は

わ
か
る
の
で
す
が
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ー
ク
ル
の

活
動
が
学
生
生
活
の
半
分
以
上
を
占
め
て
い

る
の
で
す（
笑
）。勉
強
を
一
番
に
と
言
っ
て
い

る
の
で
す
が
、責
任
あ
る
仕
事
も
任
さ
れ
て
い

て
、片
手
間
に
は
で
き
な
い
よ
う
で
す
。と
き

に
は
活
動
の
た
め
に
始
発
電
車
で
出
か
け
る

こ
と
も
。で
も
、参
加
し
た
と
き
の
様
子
を
話

し
て
く
れ
る
の
は
う
れ
し
い
で
す
。

　

保
健
看
護
学
科
で
す
の
で
看
護
師
は
当
然

で
す
が
、入
学
時
は
保
健
師
や
助
産
師
の
資

格
も
取
り
た
い
と
言
っ
て
い
た
の
で
、初
志
貫

徹
で
目
指
し
て
ほ
し
い
で
す
ね
。頑
張
っ
て
い

る
姿
を
見
て
い
る
の
で
、あ
ま
り
お
せ
っ
か
い

は
言
わ
ず
、親
と
し
て
タ
イ
ミ
ン
グ
よ
く
言
葉

を
か
け
て
あ
げ
ら
れ
れ
ば
、本
人
も
気
持
ち

よ
く
波
に
乗
れ
る
の
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

今
日
は
、学
科
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
や
そ
の
特
徴

を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。実
習
に
つ
い
て

も
、大
学
病
院
が
な
い
代
わ
り
に
い
ろ
い
ろ
な

病
院
へ
行
け
る
こ
と
は
、風
土
の
違
い
を
見
ら

れ
る
メ
リ
ッ
ト
だ
と
い
う
こ
と
も
。本
来
、大

学
生
に
も
な
れ
ば
自
分
で
考
え
て
物
事
を
進

め
て
い
く
も
の
で
す
が
、中
部
大
学
は
サ
ポ
ー

ト
も
充
実
し
て
い
て
面
倒
見
の
良
さ
を
感
じ

ま
し
た
。

　

今
日
の
一
番
の
目
的
は
こ
れ
か
ら
行
う
個

別
面
談
で
す
。息
子
が
勉
強
に
行
き
詰
ま
っ

て
い
る
よ
う
で
、親
と
し
て
少
し
で
も
そ
の
解

決
の
糸
口
が
見
つ
け
ら
れ
た
ら
と
思
っ
て
参
加

し
ま
し
た
。高
校
で
は
手
取
り
足
取
り
の
印

象
で
し
た
が
、大
学
も
至
れ
り
尽
く
せ
り
の

サ
ポ
ー
ト
を
し
て
く
だ
さ
る
よ
う
で
安
心
で

す
。た
だ
本
人
が
消
極
的
で
上
手
に
サ
ポ
ー

ト
を
使
え
て
い
な
い
の
か
な
と
感
じ
て
い
ま

す
。同
じ
学
科
の
先
輩
と
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
と
れ
れ
ば
勉
強
を
教
え
て
も
ら
え
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。ま
た
、こ
れ
か
ら
で
も
サ
ー
ク

ル
に
参
加
で
き
る
か
な
ど
、そ
の
辺
り
も
先

生
に
相
談
で
き
た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。も
と

も
と
測
量
や
鉄
道
に
興
味
が
あ
り
、こ
の
学

科
を
選
択
し
ま
し
た
。せ
っ
か
く
の
学
生
生

活
で
す
の
で
、い
ろ
ん
な
経
験
を
し
て
も
っ
と

楽
し
ん
で
ほ
し
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

資
格
は
就
職
活
動
や
就
職
し
て
か
ら
も
役

に
立
つ
も
の
で
す
。『
父
母
と
の
集
い
』の
全
体

会
や
個
別
面
談
に
参
加
し
て
、資
格
の
必
要

性
を
あ
ら
た
め
て
感
じ
ま
し
た
。ま
た
、卒
業

生
の
就
職
先
を
知
る
こ
と
も
で
き
て
参
考
に

な
り
ま
し
た
。息
子
は
春
か
ら
一
人
暮
ら
し
を

始
め
ま
し
た
。人
づ
き
あ
い
は
い
い
方
な
の
で
、

友
だ
ち
も
結
構
い
る
み
た
い
で
す
。今
日
も
大

学
へ
来
る
前
に
ア
パ
ー
ト
へ
寄
っ
て
き
ま
し
た

が
、生
活
も
ち
ゃ
ん
と
し
て
い
る
よ
う
で
大
丈

夫
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。た
だ
、性
格
的

に
引
っ
込
み
思
案
な
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
の

で
、学
生
生
活
を
通
し
て
一
皮
む
け
て
く
れ
る

こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。本
人
の
や
る
気
次
第

で
は
あ
り
ま
す
が
、積
極
的
に
資
格
取
得
に

挑
戦
し
て
、わ
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
れ
ば
先
生

に
聞
く
な
ど
し
て
頑
張
っ
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

　

私
た
ち
が
学
生
の
頃
に
比
べ
て
、今
の
大
学

生
の
就
職
活
動
が
ど
ん
な
状
況
な
の
か
関
心

を
持
っ
て
い
た
の
で『
父
母
と
の
集
い
』に
参
加

し
ま
し
た
。今
年
は
就
職
活
動
開
始
時
期
が

後
ろ
に
ず
れ
込
む
最
初
の
年
。就
職
活
動
の

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
、大
学
か
ら
の
話
を
聞

い
て
厳
し
そ
う
だ
な
と
思
い
ま
し
た
。授
業
と

部
活
動
で
一
週
間
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
埋
ま
っ
て
い

る
息
子
の
今
の
状
況
を
考
え
る
と
、就
職
活

動
に
向
け
た
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
を
行
う
時
間
の

確
保
が
で
き
る
か
心
配
で
す
。所
属
し
て
い
る

シ
ン
フ
ォ
ニ
ッ
ク
バ
ン
ド
で
は
3
年
生
と
い
う
こ

と
も
あ
り
、重
要
な
ポ
ジ
シ
ョ
ン
を
兼
任
し
て

い
る
よ
う
で
す
。大
変
で
は
あ
り
ま
す
が
、苦

労
し
た
経
験
は
自
分
自
身
の
強
み
に
な
る
は

ず
で
す
。そ
う
い
っ
た
こ
と
か
ら
も
、失
敗
を

た
く
さ
ん
経
験
し
て
も
ら
い
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。身
内
以
外
の
人
に
叱
ら
れ
る
と
、必
ず

本
人
に
響
く
は
ず
で
す
か
ら
。忙
し
い
も
の

の
、充
実
し
た
学
生
生
活
を
過
ご
し
て
い
る
み

た
い
な
の
で
、こ
れ
か
ら
迎
え
る
就
職
活
動
で

も
苦
し
く
て
も
頑
張
っ
て
長
く
勤
め
ら
れ
る

会
社
を
見
つ
け
て
も
ら
い
た
い
で
す
ね
。

　

就
職
に
つ
い
て
気
に
な
り
始
め
た
こ
と
、

ま
た
3
年
の
春
か
ら
息
子
が
一
人
暮
ら
し
を

始
め
た
こ
と
も
あ
り
、大
学
を
一
度
見
て
み

よ
う
と
思
い
参
加
し
ま
し
た
。印
象
的
だ
っ

た
の
は
、全
体
会
で
山
下
学
長
が
お
っ
し
ゃ
っ

て
い
た
3
年
次
は
起
承
転
結
の「
転
」で
あ

る
と
い
う
お
話
。一
人
暮
ら
し
を
始
め
た
頃

か
ら
、息
子
の
発
言
す
る
内
容
が
変
わ
っ
て

き
た
こ
と
や
、就
職
を
意
識
し
始
め
て
い
る

こ
と
か
ら
、ま
さ
に「
転
」だ
な
と
い
う
印
象

を
受
け
て
い
た
矢
先
で
し
た
の
で
。そ
の
一
方

で
、息
子
が
就
職
は
何
と
か
な
る
よ
と
言
っ

て
い
る
の
を
聞
く
と
、そ
ん
な
簡
単
な
こ
と

で
も
な
い
よ
と
思
い
、裏
を
か
い
て
し
ま
う

の
が
親
心
み
た
い
な
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す

ね
。
ま
た
、
1
年
次
に
は
資
格
を
取
る
と

言
っ
て
い
た
け
れ
ど
取
得
し
た
様
子
が
な
い

こ
と
や
、総
合
大
学
で
す
か
ら
当
初
は
他
学

部
の
講
義
も
受
け
て
み
た
ら
と
言
っ
て
い
ま

し
た
が
、受
け
た
様
子
が
な
い
こ
と
は
少
し

残
念
で
す
。私
た
ち
も
本
人
任
せ
に
し
て
し

ま
っ
た
反
省
は
あ
り
ま
す
が
、就
職
活
動
を

通
し
て
自
分
を
見
つ
め
直
し
、い
ろ
い
ろ
な
こ

と
を
プ
ラ
ス
に
し
な
が
ら
大
人
に
な
っ
て
い
っ

て
ほ
し
い
で
す
ね
。

　

就
職
に
関
す
る
知
識
が
少
な
い
こ
と
も

あ
り
、ま
だ
進
路
に
迷
い
の
あ
る
息
子
。先

生
か
ら
大
学
院
へ
の
進
学
も
勧
め
ら
れ
て
い

る
よ
う
で
、本
人
の
中
で
気
持
ち
が
揺
れ
て

い
る
み
た
い
で
す
。そ
の
よ
う
な
こ
と
も
あ

り
、家
庭
で
は
就
職
に
つ
い
て
少
し
聞
く
程

度
。既
に
社
会
人
と
し
て
働
く
年
の
離
れ
た

兄
と
姉
が
い
ま
す
が
、就
職
活
動
を
取
り
巻

く
環
境
は
兄
と
姉
の
頃
と
は
随
分
変
化
し

て
い
る
は
ず
で
す
。そ
こ
で
、学
科
の
先
生
に

直
接
聞
い
て
み
よ
う
と『
父
母
と
の
集
い
』に

今
回
初
め
て
参
加
し
ま
し
た
。個
別
面
談
で

は
息
子
の
普
段
の
大
学
で
の
様
子
だ
け
で
な

く
、適
性
や
考
え
ら
れ
る
就
職
先
な
ど
に
つ

い
て
具
体
的
に
先
生
か
ら
聞
く
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。自
宅
で
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で
の

体
験
談
を
話
し
て
く
れ
ま
す
が
、学
業
に
つ

い
て
ほ
と
ん
ど
話
す
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

で
す
か
ら
、『
父
母
と
の
集
い
』に
参
加
し
て

学
業
に
つ
い
て
少
し
で
も
知
れ
た
こ
と
は
良

か
っ
た
で
す
。就
職
は
企
業
規
模
に
関
わ
ら

ず
、本
人
が
望
む
企
業
に
正
社
員
と
し
て
入

社
で
き
れ
ば
良
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

就
職
も
大
切
で
す
が
、こ
ん
な
に
自
由
な
時

間
が
あ
る
時
期
は
今
後
の
人
生
に
お
い
て
な

い
で
し
ょ
う
か
ら
、い
ろ
い
ろ
な
も
の
を
見
て

学
ん
で
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

現
在
の
状
況
把
握
と
、今
年
度
か
ら
就
職

活
動
の
時
期
が
変
わ
る
こ
と
も
あ
り
、ど
の

よ
う
に
活
動
が
進
ん
で
い
く
の
か
を
知
り
た

く
て『
父
母
と
の
集
い
』に
参
加
し
ま
し
た
。

保
育
士
を
目
指
す
息
子
は
、女
性
よ
り
就

職
が
厳
し
い
の
で
は
と
感
じ
て
い
ま
し
た
が
、

こ
こ
数
年
就
職
率
が
良
い
と
聞
い
て
少
し
安

心
し
ま
し
た
。採
用
す
る
側
は
大
学
の
実
績

を
見
る
こ
と
で
し
ょ
う
。現
代
教
育
学
部
は

歴
史
が
浅
い
た
め
、そ
の
点
で
心
配
は
あ
り

ま
す
が
、い
い
授
業
を
行
っ
て
い
る
よ
う
で
す

し
設
備
も
充
実
し
て
い
ま
す
の
で
、今
後
に

期
待
し
て
い
ま
す
。大
学
で
の
出
来
事
を
家

で
は
あ
ま
り
話
し
た
が
ら
な
い
息
子
で
す

が
、真
面
目
に
頑
張
っ
て
い
る
の
は
わ
か
っ
て

い
ま
す
の
で
、本
人
の
自
主
性
を
尊
重
し
、口

う
る
さ
く
言
わ
な
い
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

信
用
し
て
大
人
と
し
て
接
し
た
い
と
思
い
、

見
守
る
ス
タ
イ
ル
を
心
掛
け
て
い
ま
す
。

　

今
日
は
、就
職
活
動
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
変
更

に
伴
う
情
報
が
ほ
し
い
と
思
い
参
加
し
ま
し

た
。娘
と
の
会
話
か
ら
、大
学
主
催
の
ガ
イ
ダ

ン
ス
に
参
加
し
、就
職
活
動
に
向
け
た
準
備

を
進
め
て
い
る
こ
と
は
知
っ
て
い
ま
す
。就
職

に
つ
い
て
は
、自
分
で
や
り
た
い
こ
と
を
見
つ

け
、そ
こ
に
向
か
っ
て
進
ん
で
ほ
し
い
と
思
い

ま
す
が
、就
職
試
験
に
落
ち
続
け
る
と
心
が

折
れ
て
し
ま
う
話
を
時
々
耳
に
し
ま
す
。親

と
し
て
子
ど
も
の
良
さ
を
理
解
し
て
い
る
の

で
、落
ち
込
ん
だ
と
し
て
も
、私
た
ち
は
わ

か
っ
て
い
る
し
、応
援
し
て
い
る
か
ら
頑
張
っ

て
と
励
ま
し
て
や
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

親
の
意
見
を
子
ど
も
へ
押
し
付
け
た
り
す
る

と
、逆
に
心
を
閉
ざ
し
て
し
ま
う
と
思
い
、

本
人
か
ら
話
を
し
て
く
れ
た
と
き
は
し
っ
か

り
聞
く
よ
う
に
心
掛
け
て
い
ま
す
。昔
は
、こ

の
よ
う
に
親
が
大
学
へ
来
て
話
を
聞
い
た
り
、

相
談
し
た
り
と
い
う
機
会
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。そ
う
い
う
意
味
で
は
、一
年
に
一
度
堂
々

と
大
学
へ
来
る
こ
と
が
で
き
る
こ
の
よ
う
な

機
会
は
あ
り
が
た
い
で
す
ね
。

　

息
子
が
就
職
活
動
中
で
す
の
で
、こ
の
時

期
な
ら
で
は
の
状
況
を
知
り
た
い
と
思
っ
た

こ
と
、ま
た
話
を
聞
く
こ
と
で
就
職
に
対
す

る
不
安
の
解
消
に
も
つ
な
が
る
と
思
っ
て
参

加
し
ま
し
た
。特
に
今
日
の
全
体
会
で
の
お

話
は
、も
と
も
と
企
業
に
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
方

が
、企
業
側
の
立
場
か
ら
求
め
る
人
材
に
つ

い
て
語
っ
て
い
た
だ
け
た
の
で
と
て
も
参
考

に
な
り
ま
し
た
。今
ま
さ
に
選
考
結
果
の
返

事
を
待
っ
て
い
る
微
妙
な
時
期
で
す
の
で
、

子
ど
も
の
心
情
を
察
し
て
無
理
に
聞
き
出

す
よ
う
な
こ
と
は
し
ま
せ
ん
。子
ど
も
の
方

か
ら
会
社
訪
問
し
た
と
き
の
様
子
や
内
容

を
話
し
て
く
れ
る
の
で
、そ
う
い
う
と
き
は

あ
く
ま
で
受
け
身
で
話
を
聞
く
よ
う
に
し

て
い
ま
す
。そ
ん
な
息
子
も
高
校
生
の
時
に

比
べ
れ
ば
だ
い
ぶ
自
立
し
た
と
感
じ
ま
す
。

部
活
動
や
ア
ル
バ
イ
ト
に
も
積
極
的
に
取
り

組
み
、何
よ
り
就
職
活
動
は
自
分
が
や
り

た
い
こ
と
に
向
か
っ
て
熱
心
に
頑
張
っ
て
い
ま

す
。た
だ
、真
っ
す
ぐ
な
性
格
も
あ
り
、目

標
に
向
か
っ
て
突
っ
走
る
の
は
よ
い
の
で
す

が
、と
き
に
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と

を
置
き
去
り
に
し
て
い
る
こ
と
が
。そ
ん
な

と
き
は
そ
れ
と
な
く
声
を
掛
け
る
よ
う
に

は
し
て
い
ま
す
。学
生
を
自
立
さ
せ
る
こ
と

が
大
学
の
方
針
で
、社
会
へ
出
て
か
ら
必
要

な
自
ら
考
え
て
行
動
す
る
力
を
育
成
し
て

く
れ
て
い
る
と
い
う
印
象
も
あ
り
ま
す
。

『
父
母
と
の
集
い
』で
は
毎
回
、子
ど
も
と
の

接
し
方
に
つ
い
て
の
話
も
あ
り
と
て
も
満
足

し
て
い
ま
す
。

　

毎
年
参
加
し
て
い
る『
父
母
と
の
集
い
』で

す
が
、今
年
は
就
職
活
動
を
間
近
に
控
え
て

い
る
こ
と
か
ら
、面
談
で
聞
き
た
い
こ
と
も

具
体
的
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。ま
た
就
職

活
動
期
間
が
短
く
な
る
と
聞
い
て
、集
中
的

に
活
動
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
も
あ
ら

た
め
て
実
感
し
ま
し
た
。息
子
は
、大
学
で

の
出
来
事
も
よ
く
話
し
て
く
れ
る
方
だ
と

思
い
ま
す
。た
と
え
ば
大
学
の
行
事
に
参
加

し
た
話
や
、先
生
が
と
て
も
熱
心
だ
と
い
う

話
、ク
ラ
ブ
活
動
の
こ
と
な
ど
、大
学
の
様
子

も
知
る
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。一
方
で
就
職

の
話
は
ま
だ
こ
れ
か
ら
で
す
が
、大
学
で
学

ん
だ
こ
と
を
活
か
せ
る
職
業
に
就
い
て
も
ら

え
れ
ば
親
と
し
て
う
れ
し
い
で
す
。就
職
に

向
け
て
頑
張
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
が
、こ
れ

か
ら
も
病
気
や
け
が
を
せ
ず
し
っ
か
り
勉
強

し
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

　

私
た
ち
が
学
生
の
頃
に
比
べ
、学
生
に
対

す
る
大
学
の
サ
ポ
ー
ト
が
手
厚
い
な
と
感
じ

て
い
ま
す
。学
ぶ
環
境
づ
く
り
や
指
導
方
針

に
つ
い
て
説
明
を
受
け
て
、私
た
ち
が
想
像

し
て
い
た
以
上
に
い
い
大
学
で
娘
は
学
ん
で

い
る
の
だ
と
気
付
か
さ
れ
ま
し
た
。自
分
の

た
め
に
自
由
に
使
え
る
時
間
が
大
学
4
年

間
に
は
た
っ
ぷ
り
あ
り
ま
す
か
ら
、楽
し
く

有
意
義
な
も
の
に
し
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い

ま
す
。娘
は
キ
ャ
ビ
ン
ア
テ
ン
ダ
ン
ト
や
旅
行

会
社
の
添
乗
員
に
な
り
た
い
と
言
っ
て
お

り
、大
学
主
催
の
イ
ギ
リ
ス
短
期
留
学
に
も

参
加
し
ま
し
た
。性
格
も
明
る
く
、人
と
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
こ
と
が
好
き
で

す
か
ら
、向
い
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。本
人
の
意
志
が
は
っ
き
り
し
て
い
る
の
で

あ
れ
ば
、目
標
に
向
か
っ
て
全
力
で
取
り
組

ん
で
も
ら
い
た
い
で
す
。そ
う
い
っ
た
こ
と
か

ら
も
、一
人
娘
だ
か
ら
と
い
っ
て
、い
つ
ま
で
も

子
ど
も
扱
い
す
る
わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
。

同
じ
屋
根
の
下
で
暮
ら
し
て
い
る
と
、つ
い
つ

い
口
を
出
し
て
し
ま
い
が
ち
で
す
が
、干
渉

す
る
の
で
は
な
く
、関
心
を
持
っ
て
見
守
れ

る
よ
う
に
親
と
し
て
も
子
離
れ
し
な
け
れ

ば
い
け
ま
せ
ん
ね
。

　

大
学
で
取
得
可
能
な
資
格
に
つ
い
て
把
握

す
る
目
的
で『
父
母
と
の
集
い
』に
参
加
し

ま
し
た
。資
格
に
関
す
る
情
報
は
大
学
の
掲

示
板
等
で
連
絡
・
告
知
を
し
て
い
る
と
は
思

い
ま
す
が
、子
ど
も
が
見
逃
し
て
し
ま
う
こ

と
も
あ
る
は
ず
で
す
。親
と
し
て
情
報
を
確

認
で
き
る
機
会
と
し
た
い
と
思
い
ま
す
。息

子
は
考
古
学
が
好
き
な
こ
と
も
あ
り
、今
で

は
中
学
・
高
校
の
社
会
科
教
師
を
目
指
し
て

い
ま
す
。教
師
に
な
る
た
め
に
は
、教
員
免

許
の
取
得
が
必
須
と
な
り
ま
す
が
、そ
れ
以

前
に
教
職
課
程
の
単
位
を
早
く
か
ら
取
っ
て

お
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。他
の
資
格
な

ど
に
つ
い
て
も
同
様
で
、事
前
に
情
報
を
把

握
し
て
早
く
か
ら
最
低
限
の
要
件
を
満
た

し
て
お
け
ば
、必
要
性
を
感
じ
た
と
き
に
遅

れ
を
と
る
こ
と
な
く
勉
強
に
臨
め
ま
す
。ま

た
、そ
う
す
る
こ
と
で
進
路
の
幅
も
広
が
る

は
ず
で
す
。最
近
に
な
っ
て
息
子
も
就
職
や

資
格
取
得
に
つ
い
て
少
し
意
識
す
る
よ
う
に

な
っ
て
き
ま
し
た
。家
庭
で
は
大
学
に
つ
い
て

息
子
か
ら
進
ん
で
話
す
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、こ
ち
ら
か
ら
聞
け
ば
答
え
て
く
れ
ま

す
。あ
ま
り
言
い
過
ぎ
て
も
反
抗
し
ま
す
か

ら
、最
低
限
の
こ
と
だ
け
を
伝
え
る
よ
う
に

心
掛
け
て
い
ま
す
。

　

三
人
兄
弟
の
中
で
も
特
に
心
配
事
の
多
い

次
男
。一
人
暮
ら
し
を
し
て
い
て
も
、男
の
子
で

す
か
ら
頻
繁
に
連
絡
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い

の
で
、し
っ
か
り
学
生
生
活
を
送
れ
て
い
る
の

か
確
認
す
る
目
的
で『
父
母
と
の
集
い
』に
は

毎
年
参
加
し
て
い
ま
す
。中
部
大
学
の
先
生

は
感
心
す
る
ほ
ど
熱
心
に
指
導
し
て
く
だ

さ
っ
て
い
ま
す
が
、全
て
先
生
任
せ
に
す
る
の

で
は
な
く
、親
と
し
て
大
学
や
学
生
生
活
に
つ

い
て
知
る
こ
と
も
大
切
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

個
別
面
談
で
は
、単
位
を
順
調
に
取
っ
て
い
る

と
聞
い
て
安
心
し
ま
し
た
が
、将
来
の
ビ
ジ
ョ

ン
を
明
確
に
す
る
よ
う
に
指
摘
さ
れ
ま
し

た
。地
元
で
働
き
た
い
意
志
を
息
子
は
持
っ
て

い
る
よ
う
で
す
が
、過
疎
化
で
仕
事
が
少
な

く
な
っ
て
い
る
の
で
心
配
し
て
い
ま
す
。親
と

し
て
は
ア
ド
バ
イ
ス
し
か
で
き
ま
せ
ん
。自
分

の
望
む
仕
事
に
就
け
る
か
は
本
人
の
取
り
組

み
次
第
で
す
か
ら
、個
別
面
談
で
先
生
か
ら

言
わ
れ
た
こ
と
を
息
子
に
伝
え
て
意
識
を
変

え
て
い
き
た
い
で
す
ね
。ま
た
、中
部
大
学
に

は
う
ら
や
ま
し
い
く
ら
い
学
ぶ
環
境
が
整
っ
て

い
る
の
で
、息
子
に
は
各
施
設
や
キ
ャ
リ
ア
支

援
を
積
極
的
に
活
用
し
て
も
ら
い
た
い
で
す
。

　

初
め
て『
父
母
と
の
集
い
』に
参
加
し
て
、

学
生
の
将
来
を
考
え
、大
学
が
さ
ま
ざ
ま
な

取
り
組
み
や
支
援
の
機
会
を
設
け
て
く
だ

さ
っ
て
い
る
こ
と
を
実
感
し
ま
し
た
。現
在
の

就
職
活
動
に
つ
い
て
は
、親
の
私
も
知
ら
な
い

こ
と
ば
か
り
。来
年
の『
父
母
と
の
集
い
』で

は
、就
職
支
援
を
中
心
に
説
明
し
て
い
た
だ

け
る
よ
う
で
す
か
ら
、参
加
し
よ
う
と
考
え

て
い
ま
す
。児
童
教
育
に
つ
い
て
学
ぶ
息
子

は
、地
元
の
小
学
校
を
訪
問
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
に
取
り
組
ん
で
お
り
、そ
こ
で
の
出
来

事
が
家
庭
で
話
題
に
上
る
こ
と
も
少
な
く
あ

り
ま
せ
ん
。大
学
に
進
学
す
る
ま
で
、子
ど
も

好
き
で
教
師
を
目
指
し
て
い
る
と
は
知
ら
な

か
っ
た
た
め
、息
子
の
新
し
い一
面
に
驚
い
て
い

ま
す
。明
確
な
目
標
が
あ
り
、単
位
を
落
と

す
こ
と
な
く
頑
張
っ
て
い
る
よ
う
で
す
か
ら
、

親
と
し
て
手
助
け
で
き
る
こ
と
は
し
て
あ
げ

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

息
子
は
大
学
の
こ
と
に
つ
い
て
あ
ま
り
話

し
た
が
ら
な
い
の
で
、学
内
の
雰
囲
気
を
知
る

た
め
に『
父
母
と
の
集
い
』に
参
加
し
ま
し

た
。入
学
以
降
、自
ら
率
先
し
て
勉
強
や
レ

ポ
ー
ト
作
成
に
取
り
組
み
、成
績
に
も
そ
の

成
果
が
表
れ
る
ほ
ど
学
業
に
専
念
し
て
い
ま

す
。こ
の
ま
ま
勉
強
を
継
続
し
て
く
れ
れ
ば
、

親
と
し
て
は
安
心
で
す
。視
野
の
広
い
大
学
で

の
学
び
を
通
し
て
、さ
ま
ざ
ま
な
人
た
ち
と

触
れ
合
う
こ
と
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力

を
身
に
付
け
、社
会
に
通
用
す
る
人
材
に

な
っ
て
く
れ
た
ら
と
考
え
て
い
ま
す
。大
学
か

ら
の
就
職
に
関
す
る
説
明
を
聞
き
、ア
ル
バ
イ

ト
経
験
が
あ
る
と
就
職
活
動
で
は
有
利
に
働

く
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、企
業
が
そ
れ
ほ
ど

重
要
視
し
て
い
な
い
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

ま
た
、中
部
大
学
が
行
う
人
材
育
成
を
目
的

と
し
た
就
業
体
験「
報
酬
型
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
」は
非
常
に
良
い
取
り
組
み
で
す
か
ら
、よ

り
一
層
の
拡
充
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。

ま
だ
先
の
こ
と
で
は
あ
り
ま
す
が
、私
の
経

験
か
ら
も
就
職
す
る
な
ら
人
材
教
育
が
充

実
し
て
い
る
企
業
に
就
職
し
て
も
ら
い
た
い
で

す
ね
。私
た
ち
親
も
就
職
な
ど
に
つ
い
て
ア
ド

バ
イ
ス
で
き
る
よ
う
、来
年
の『
父
母
と
の
集

い
』に
は
個
別
面
談
の
予
約
を
し
て
臨
も
う

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

私
の
母
校
で
も
あ
る
中
部
大
学
で
学
ぶ
息

子
。正
直
、息
子
の
入
学
が
決
ま
っ
た
と
き
は

う
れ
し
か
っ
た
で
す
ね
。本
人
は
就
職
を
ま
だ

意
識
し
て
い
な
い
よ
う
で
す
が
、就
職
活
動
に

備
え
、家
庭
で
は
就
職
後
に
考
え
ら
れ
る
さ

ま
ざ
ま
な
事
柄
に
つ
い
て
話
を
し
て
い
ま
す
。

大
学
を
選
択
す
る
時
点
か
ら
、一
か
ら
順
を

追
っ
て
も
の
づ
く
り
が
で
き
る
地
元
の
企
業
へ

の
就
職
を
視
野
に
入
れ
て
い
ま
し
た
が
、現

在
の
製
造
業
は
中
小
企
業
で
も
海
外
に
製
造

拠
点
が
あ
り
ま
す
か
ら
、就
職
し
た
か
ら
と

い
っ
て
国
内
の
同
じ
勤
務
地
で
ず
っ
と
働
く
わ

け
で
は
な
い
こ
と
を
知
っ
た
息
子
は
、微
妙
な

反
応
を
し
て
い
ま
し
た（
笑
）。ま
た
、理
系
で

あ
れ
ば
大
学
院
へ
の
進
学
も
考
え
ら
れ
る
た

め
、家
庭
で
は
妻
も
含
め
て
話
し
合
い
を
し
て

い
ま
す
。大
卒
が
当
た
り
前
の
世
の
中
で
、近

頃
は
院
卒
も
増
え
て
き
て
い
ま
す
。し
か
し
、

大
学
院
を
卒
業
し
た
か
ら
と
い
っ
て
良
い
人

生
が
待
っ
て
い
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。私
の
勤

め
る
会
社
に
も
大
学
院
卒
業
者
が
入
社
し
ま

し
た
が
、か
な
り
苦
労
し
た
後
に
自
ら
辞
め

て
し
ま
い
ま
し
た
。そ
の
よ
う
な
現
実
も
息

子
に
は
話
す
よ
う
に
し
て
い
る
た
め
か
、息
子

も
積
極
的
に
話
を
聞
い
て
く
れ
ま
す
。就
職

も
大
切
で
す
が
、残
り
の
学
生
生
活
で
は
卒

業
後
も
長
く
付
き
合
え
る
親
友
を
作
っ
て
ほ

し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
が
通
う
大
学
に
こ
の
よ
う
な
機
会

が
な
い
と
な
か
な
か
来
な
い
か
な
と
思
い
、初

め
て『
父
母
と
の
集
い
』に
参
加
し
ま
し
た
。

ま
た
、就
職
す
る
か
大
学
院
へ
進
学
す
る
か

で
迷
っ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、そ
の
辺
り
も
気

に
な
っ
て
、事
前
に
申
し
込
ん
で
は
い
ま
せ
ん

で
し
た
が
、折
角
な
の
で
個
別
面
談
も
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。先
生
か
ら
は
、本
人
に

ま
か
せ
る
こ
と
が
大
事
と
い
う
お
話
で
、私
自

身
も
本
人
が
ど
う
す
る
か
を
考
え
て
決
め
る

の
が
い
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
か
ら
、そ
の
通
り

だ
と
共
感
。最
近
は
進
学
す
る
こ
と
に
傾
き

つ
つ
あ
り
、試
験
や
面
談
に
向
け
て
頑
張
っ
て

い
る
最
中
だ
と
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
日
、大
学
に
来
る
に
あ
た
っ
て
、息
子
が

“

学
食
は
ど
こ
そ
こ
が
お
い
し
い”

、と
か“

新

し
く
建
物
が
で
き
た
か
ら
行
っ
て
み
る
と
い

い
よ”

と
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。実
際
に
来
て

み
て
、と
て
も
い
い
環
境
で
過
ご
し
て
い
る
な

と
感
じ
ま
し
た
。息
子
に
は
、今
や
る
べ
き
こ

と
を
一
所
懸
命
や
れ
ば
い
い
と
常
日
頃
言
っ
て

い
ま
す
。で
も
、も
う
少
し
早
く
気
付
い
て
い

れ
ば
よ
か
っ
た
な
と
本
人
が
言
う
こ
と
も
あ

り
ま
す
。こ
ち
ら
も
言
っ
て
あ
げ
て
い
る
つ
も

り
で
す
が
、聞
く
側
に
も
そ
の
気
が
必
要
な

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。結
果
は
ど
う
あ
れ
、一

生
懸
命
に
取
り
組
む
こ
と
が
大
事
だ
と
思
っ

て
い
ま
す
。
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F
様

現
代
教
育
学
部 

児
童
教
育
学
科

2
年
生
の
お
母
様

就
職
に
つ
い
て

詳
し
く
知
る
た
め
、

来
年
の
参
加
も
検
討
。

15

前
島
様

工
学
部 

機
械
工
学
科

1
年
生
の
ご
両
親

コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

能
力
を
身
に
付
け
、

社
会
に
通
用
す
る
人
材
に
。

16

坪
井
様

応
用
生
物
学
部 

応
用
生
物
化
学
科

3
年
生
の
お
父
様

社
会
の
現
実
を
知
り
、

卒
業
後
の
進
路
を

見
据
え
て
ほ
し
い
。

17

浅
井
様

生
命
健
康
科
学
部 

ス
ポ
ー
ツ
保
健
医
療
学
科

3
年
生
の
ご
両
親

恵
ま
れ
た
学
修
環
境
と

キ
ャ
リ
ア
支
援
を
活
用
し
、

将
来
像
を
明
確
に
。

14

　

娘
と
は
日
頃
か
ら
進
路
に
つ
い
て
会
話
を

し
て
い
ま
す
。本
人
は
早
く
自
立
し
た
い
ら
し

く
、教
員
免
許
を
取
得
し
て
自
分
が
好
き
な

生
物
を
教
え
た
い
と
い
う
希
望
が
あ
る
よ
う

で
す
。親
と
し
て
は
大
学
院
進
学
も
視
野
に

入
れ
て
ほ
し
い
と
い
う
思
い
も
あ
り
、採
用
試

験
は
難
し
い
と
言
え
ば
、娘
は
し
ば
ら
く
塾

講
師
を
し
て
で
も
教
員
に
な
り
た
い
と
言
い
、

本
人
な
り
に
考
え
て
い
る
よ
う
で
す
。進
学

か
就
職
か
、最
終
的
に
は
本
人
が
選
ん
で
い

く
わ
け
で
す
が
、親
と
し
て
は
情
報
を
与
え

る
こ
と
が
で
き
れ
ば
い
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

全
体
会
で
の
話
を
聞
い
て
、大
学
は
キ
ャ
リ

ア
教
育
が
し
っ
か
り
し
て
い
る
と
い
う
印
象
を

受
け
ま
し
た
。履
歴
書
の
書
き
方
や
面
接
指

導
な
ど
、社
会
へ
う
ま
く
巣
立
っ
て
行
け
る
よ

う
に
支
援
体
制
も
充
実
し
て
い
る
な
と
感
じ

ま
す
。娘
に
は
せ
っ
か
く
の
学
生
生
活
で
す
か

ら
、勉
強
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
幅
広
く
体
験

し
て
ほ
し
い
で
す
ね
。ま
た
、い
ろ
ん
な
先
生

や
友
人
と
出
会
い
、今
後
生
き
て
い
く
上
で

助
け
に
な
る
よ
う
な
人
間
関
係
を
築
い
て
ほ

し
い
と
思
い
ま
す
。

　

娘
の
学
生
生
活
を
知
る
良
い
機
会
だ
と
思

い
、『
父
母
と
の
集
い
』に
参
加
し
ま
し
た
。娘

は
毎
日
の
よ
う
に
遅
く
ま
で
大
学
に
い
る
の

で
き
っ
と
楽
し
い
の
で
し
ょ
う
。た
だ
心
配
も

あ
り
ま
す
。真
面
目
に
取
り
組
ん
で
い
る
の
は

わ
か
る
の
で
す
が
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ー
ク
ル
の

活
動
が
学
生
生
活
の
半
分
以
上
を
占
め
て
い

る
の
で
す（
笑
）。勉
強
を
一
番
に
と
言
っ
て
い

る
の
で
す
が
、責
任
あ
る
仕
事
も
任
さ
れ
て
い

て
、片
手
間
に
は
で
き
な
い
よ
う
で
す
。と
き

に
は
活
動
の
た
め
に
始
発
電
車
で
出
か
け
る

こ
と
も
。で
も
、参
加
し
た
と
き
の
様
子
を
話

し
て
く
れ
る
の
は
う
れ
し
い
で
す
。

　

保
健
看
護
学
科
で
す
の
で
看
護
師
は
当
然

で
す
が
、入
学
時
は
保
健
師
や
助
産
師
の
資

格
も
取
り
た
い
と
言
っ
て
い
た
の
で
、初
志
貫

徹
で
目
指
し
て
ほ
し
い
で
す
ね
。頑
張
っ
て
い

る
姿
を
見
て
い
る
の
で
、あ
ま
り
お
せ
っ
か
い

は
言
わ
ず
、親
と
し
て
タ
イ
ミ
ン
グ
よ
く
言
葉

を
か
け
て
あ
げ
ら
れ
れ
ば
、本
人
も
気
持
ち

よ
く
波
に
乗
れ
る
の
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

今
日
は
、学
科
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
や
そ
の
特
徴

を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。実
習
に
つ
い
て

も
、大
学
病
院
が
な
い
代
わ
り
に
い
ろ
い
ろ
な

病
院
へ
行
け
る
こ
と
は
、風
土
の
違
い
を
見
ら

れ
る
メ
リ
ッ
ト
だ
と
い
う
こ
と
も
。本
来
、大

学
生
に
も
な
れ
ば
自
分
で
考
え
て
物
事
を
進

め
て
い
く
も
の
で
す
が
、中
部
大
学
は
サ
ポ
ー

ト
も
充
実
し
て
い
て
面
倒
見
の
良
さ
を
感
じ

ま
し
た
。

　

今
日
の
一
番
の
目
的
は
こ
れ
か
ら
行
う
個

別
面
談
で
す
。息
子
が
勉
強
に
行
き
詰
ま
っ

て
い
る
よ
う
で
、親
と
し
て
少
し
で
も
そ
の
解

決
の
糸
口
が
見
つ
け
ら
れ
た
ら
と
思
っ
て
参
加

し
ま
し
た
。高
校
で
は
手
取
り
足
取
り
の
印

象
で
し
た
が
、大
学
も
至
れ
り
尽
く
せ
り
の

サ
ポ
ー
ト
を
し
て
く
だ
さ
る
よ
う
で
安
心
で

す
。た
だ
本
人
が
消
極
的
で
上
手
に
サ
ポ
ー

ト
を
使
え
て
い
な
い
の
か
な
と
感
じ
て
い
ま

す
。同
じ
学
科
の
先
輩
と
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
と
れ
れ
ば
勉
強
を
教
え
て
も
ら
え
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。ま
た
、こ
れ
か
ら
で
も
サ
ー
ク

ル
に
参
加
で
き
る
か
な
ど
、そ
の
辺
り
も
先

生
に
相
談
で
き
た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。も
と

も
と
測
量
や
鉄
道
に
興
味
が
あ
り
、こ
の
学

科
を
選
択
し
ま
し
た
。せ
っ
か
く
の
学
生
生

活
で
す
の
で
、い
ろ
ん
な
経
験
を
し
て
も
っ
と

楽
し
ん
で
ほ
し
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

資
格
は
就
職
活
動
や
就
職
し
て
か
ら
も
役

に
立
つ
も
の
で
す
。『
父
母
と
の
集
い
』の
全
体

会
や
個
別
面
談
に
参
加
し
て
、資
格
の
必
要

性
を
あ
ら
た
め
て
感
じ
ま
し
た
。ま
た
、卒
業

生
の
就
職
先
を
知
る
こ
と
も
で
き
て
参
考
に

な
り
ま
し
た
。息
子
は
春
か
ら
一
人
暮
ら
し
を

始
め
ま
し
た
。人
づ
き
あ
い
は
い
い
方
な
の
で
、

友
だ
ち
も
結
構
い
る
み
た
い
で
す
。今
日
も
大

学
へ
来
る
前
に
ア
パ
ー
ト
へ
寄
っ
て
き
ま
し
た

が
、生
活
も
ち
ゃ
ん
と
し
て
い
る
よ
う
で
大
丈

夫
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。た
だ
、性
格
的

に
引
っ
込
み
思
案
な
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
の

で
、学
生
生
活
を
通
し
て
一
皮
む
け
て
く
れ
る

こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。本
人
の
や
る
気
次
第

で
は
あ
り
ま
す
が
、積
極
的
に
資
格
取
得
に

挑
戦
し
て
、わ
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
れ
ば
先
生

に
聞
く
な
ど
し
て
頑
張
っ
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

　

私
た
ち
が
学
生
の
頃
に
比
べ
て
、今
の
大
学

生
の
就
職
活
動
が
ど
ん
な
状
況
な
の
か
関
心

を
持
っ
て
い
た
の
で『
父
母
と
の
集
い
』に
参
加

し
ま
し
た
。今
年
は
就
職
活
動
開
始
時
期
が

後
ろ
に
ず
れ
込
む
最
初
の
年
。就
職
活
動
の

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
、大
学
か
ら
の
話
を
聞

い
て
厳
し
そ
う
だ
な
と
思
い
ま
し
た
。授
業
と

部
活
動
で
一
週
間
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
埋
ま
っ
て
い

る
息
子
の
今
の
状
況
を
考
え
る
と
、就
職
活

動
に
向
け
た
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
を
行
う
時
間
の

確
保
が
で
き
る
か
心
配
で
す
。所
属
し
て
い
る

シ
ン
フ
ォ
ニ
ッ
ク
バ
ン
ド
で
は
3
年
生
と
い
う
こ

と
も
あ
り
、重
要
な
ポ
ジ
シ
ョ
ン
を
兼
任
し
て

い
る
よ
う
で
す
。大
変
で
は
あ
り
ま
す
が
、苦

労
し
た
経
験
は
自
分
自
身
の
強
み
に
な
る
は

ず
で
す
。そ
う
い
っ
た
こ
と
か
ら
も
、失
敗
を

た
く
さ
ん
経
験
し
て
も
ら
い
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。身
内
以
外
の
人
に
叱
ら
れ
る
と
、必
ず

本
人
に
響
く
は
ず
で
す
か
ら
。忙
し
い
も
の

の
、充
実
し
た
学
生
生
活
を
過
ご
し
て
い
る
み

た
い
な
の
で
、こ
れ
か
ら
迎
え
る
就
職
活
動
で

も
苦
し
く
て
も
頑
張
っ
て
長
く
勤
め
ら
れ
る

会
社
を
見
つ
け
て
も
ら
い
た
い
で
す
ね
。

　

就
職
に
つ
い
て
気
に
な
り
始
め
た
こ
と
、

ま
た
3
年
の
春
か
ら
息
子
が
一
人
暮
ら
し
を

始
め
た
こ
と
も
あ
り
、大
学
を
一
度
見
て
み

よ
う
と
思
い
参
加
し
ま
し
た
。印
象
的
だ
っ

た
の
は
、全
体
会
で
山
下
学
長
が
お
っ
し
ゃ
っ

て
い
た
3
年
次
は
起
承
転
結
の「
転
」で
あ

る
と
い
う
お
話
。一
人
暮
ら
し
を
始
め
た
頃

か
ら
、息
子
の
発
言
す
る
内
容
が
変
わ
っ
て

き
た
こ
と
や
、就
職
を
意
識
し
始
め
て
い
る

こ
と
か
ら
、ま
さ
に「
転
」だ
な
と
い
う
印
象

を
受
け
て
い
た
矢
先
で
し
た
の
で
。そ
の
一
方

で
、息
子
が
就
職
は
何
と
か
な
る
よ
と
言
っ

て
い
る
の
を
聞
く
と
、そ
ん
な
簡
単
な
こ
と

で
も
な
い
よ
と
思
い
、裏
を
か
い
て
し
ま
う

の
が
親
心
み
た
い
な
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す

ね
。
ま
た
、
1
年
次
に
は
資
格
を
取
る
と

言
っ
て
い
た
け
れ
ど
取
得
し
た
様
子
が
な
い

こ
と
や
、総
合
大
学
で
す
か
ら
当
初
は
他
学

部
の
講
義
も
受
け
て
み
た
ら
と
言
っ
て
い
ま

し
た
が
、受
け
た
様
子
が
な
い
こ
と
は
少
し

残
念
で
す
。私
た
ち
も
本
人
任
せ
に
し
て
し

ま
っ
た
反
省
は
あ
り
ま
す
が
、就
職
活
動
を

通
し
て
自
分
を
見
つ
め
直
し
、い
ろ
い
ろ
な
こ

と
を
プ
ラ
ス
に
し
な
が
ら
大
人
に
な
っ
て
い
っ

て
ほ
し
い
で
す
ね
。

　

就
職
に
関
す
る
知
識
が
少
な
い
こ
と
も

あ
り
、ま
だ
進
路
に
迷
い
の
あ
る
息
子
。先

生
か
ら
大
学
院
へ
の
進
学
も
勧
め
ら
れ
て
い

る
よ
う
で
、本
人
の
中
で
気
持
ち
が
揺
れ
て

い
る
み
た
い
で
す
。そ
の
よ
う
な
こ
と
も
あ

り
、家
庭
で
は
就
職
に
つ
い
て
少
し
聞
く
程

度
。既
に
社
会
人
と
し
て
働
く
年
の
離
れ
た

兄
と
姉
が
い
ま
す
が
、就
職
活
動
を
取
り
巻

く
環
境
は
兄
と
姉
の
頃
と
は
随
分
変
化
し

て
い
る
は
ず
で
す
。そ
こ
で
、学
科
の
先
生
に

直
接
聞
い
て
み
よ
う
と『
父
母
と
の
集
い
』に

今
回
初
め
て
参
加
し
ま
し
た
。個
別
面
談
で

は
息
子
の
普
段
の
大
学
で
の
様
子
だ
け
で
な

く
、適
性
や
考
え
ら
れ
る
就
職
先
な
ど
に
つ

い
て
具
体
的
に
先
生
か
ら
聞
く
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。自
宅
で
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で
の

体
験
談
を
話
し
て
く
れ
ま
す
が
、学
業
に
つ

い
て
ほ
と
ん
ど
話
す
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

で
す
か
ら
、『
父
母
と
の
集
い
』に
参
加
し
て

学
業
に
つ
い
て
少
し
で
も
知
れ
た
こ
と
は
良

か
っ
た
で
す
。就
職
は
企
業
規
模
に
関
わ
ら

ず
、本
人
が
望
む
企
業
に
正
社
員
と
し
て
入

社
で
き
れ
ば
良
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

就
職
も
大
切
で
す
が
、こ
ん
な
に
自
由
な
時

間
が
あ
る
時
期
は
今
後
の
人
生
に
お
い
て
な

い
で
し
ょ
う
か
ら
、い
ろ
い
ろ
な
も
の
を
見
て

学
ん
で
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

現
在
の
状
況
把
握
と
、今
年
度
か
ら
就
職

活
動
の
時
期
が
変
わ
る
こ
と
も
あ
り
、ど
の

よ
う
に
活
動
が
進
ん
で
い
く
の
か
を
知
り
た

く
て『
父
母
と
の
集
い
』に
参
加
し
ま
し
た
。

保
育
士
を
目
指
す
息
子
は
、女
性
よ
り
就

職
が
厳
し
い
の
で
は
と
感
じ
て
い
ま
し
た
が
、

こ
こ
数
年
就
職
率
が
良
い
と
聞
い
て
少
し
安

心
し
ま
し
た
。採
用
す
る
側
は
大
学
の
実
績

を
見
る
こ
と
で
し
ょ
う
。現
代
教
育
学
部
は

歴
史
が
浅
い
た
め
、そ
の
点
で
心
配
は
あ
り

ま
す
が
、い
い
授
業
を
行
っ
て
い
る
よ
う
で
す

し
設
備
も
充
実
し
て
い
ま
す
の
で
、今
後
に

期
待
し
て
い
ま
す
。大
学
で
の
出
来
事
を
家

で
は
あ
ま
り
話
し
た
が
ら
な
い
息
子
で
す

が
、真
面
目
に
頑
張
っ
て
い
る
の
は
わ
か
っ
て

い
ま
す
の
で
、本
人
の
自
主
性
を
尊
重
し
、口

う
る
さ
く
言
わ
な
い
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

信
用
し
て
大
人
と
し
て
接
し
た
い
と
思
い
、

見
守
る
ス
タ
イ
ル
を
心
掛
け
て
い
ま
す
。

　

今
日
は
、就
職
活
動
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
変
更

に
伴
う
情
報
が
ほ
し
い
と
思
い
参
加
し
ま
し

た
。娘
と
の
会
話
か
ら
、大
学
主
催
の
ガ
イ
ダ

ン
ス
に
参
加
し
、就
職
活
動
に
向
け
た
準
備

を
進
め
て
い
る
こ
と
は
知
っ
て
い
ま
す
。就
職

に
つ
い
て
は
、自
分
で
や
り
た
い
こ
と
を
見
つ

け
、そ
こ
に
向
か
っ
て
進
ん
で
ほ
し
い
と
思
い

ま
す
が
、就
職
試
験
に
落
ち
続
け
る
と
心
が

折
れ
て
し
ま
う
話
を
時
々
耳
に
し
ま
す
。親

と
し
て
子
ど
も
の
良
さ
を
理
解
し
て
い
る
の

で
、落
ち
込
ん
だ
と
し
て
も
、私
た
ち
は
わ

か
っ
て
い
る
し
、応
援
し
て
い
る
か
ら
頑
張
っ

て
と
励
ま
し
て
や
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

親
の
意
見
を
子
ど
も
へ
押
し
付
け
た
り
す
る

と
、逆
に
心
を
閉
ざ
し
て
し
ま
う
と
思
い
、

本
人
か
ら
話
を
し
て
く
れ
た
と
き
は
し
っ
か

り
聞
く
よ
う
に
心
掛
け
て
い
ま
す
。昔
は
、こ

の
よ
う
に
親
が
大
学
へ
来
て
話
を
聞
い
た
り
、

相
談
し
た
り
と
い
う
機
会
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。そ
う
い
う
意
味
で
は
、一
年
に
一
度
堂
々

と
大
学
へ
来
る
こ
と
が
で
き
る
こ
の
よ
う
な

機
会
は
あ
り
が
た
い
で
す
ね
。

　

息
子
が
就
職
活
動
中
で
す
の
で
、こ
の
時

期
な
ら
で
は
の
状
況
を
知
り
た
い
と
思
っ
た

こ
と
、ま
た
話
を
聞
く
こ
と
で
就
職
に
対
す

る
不
安
の
解
消
に
も
つ
な
が
る
と
思
っ
て
参

加
し
ま
し
た
。特
に
今
日
の
全
体
会
で
の
お

話
は
、も
と
も
と
企
業
に
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
方

が
、企
業
側
の
立
場
か
ら
求
め
る
人
材
に
つ

い
て
語
っ
て
い
た
だ
け
た
の
で
と
て
も
参
考

に
な
り
ま
し
た
。今
ま
さ
に
選
考
結
果
の
返

事
を
待
っ
て
い
る
微
妙
な
時
期
で
す
の
で
、

子
ど
も
の
心
情
を
察
し
て
無
理
に
聞
き
出

す
よ
う
な
こ
と
は
し
ま
せ
ん
。子
ど
も
の
方

か
ら
会
社
訪
問
し
た
と
き
の
様
子
や
内
容

を
話
し
て
く
れ
る
の
で
、そ
う
い
う
と
き
は

あ
く
ま
で
受
け
身
で
話
を
聞
く
よ
う
に
し

て
い
ま
す
。そ
ん
な
息
子
も
高
校
生
の
時
に

比
べ
れ
ば
だ
い
ぶ
自
立
し
た
と
感
じ
ま
す
。

部
活
動
や
ア
ル
バ
イ
ト
に
も
積
極
的
に
取
り

組
み
、何
よ
り
就
職
活
動
は
自
分
が
や
り

た
い
こ
と
に
向
か
っ
て
熱
心
に
頑
張
っ
て
い
ま

す
。た
だ
、真
っ
す
ぐ
な
性
格
も
あ
り
、目

標
に
向
か
っ
て
突
っ
走
る
の
は
よ
い
の
で
す

が
、と
き
に
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と

を
置
き
去
り
に
し
て
い
る
こ
と
が
。そ
ん
な

と
き
は
そ
れ
と
な
く
声
を
掛
け
る
よ
う
に

は
し
て
い
ま
す
。学
生
を
自
立
さ
せ
る
こ
と

が
大
学
の
方
針
で
、社
会
へ
出
て
か
ら
必
要

な
自
ら
考
え
て
行
動
す
る
力
を
育
成
し
て

く
れ
て
い
る
と
い
う
印
象
も
あ
り
ま
す
。

『
父
母
と
の
集
い
』で
は
毎
回
、子
ど
も
と
の

接
し
方
に
つ
い
て
の
話
も
あ
り
と
て
も
満
足

し
て
い
ま
す
。

　

毎
年
参
加
し
て
い
る『
父
母
と
の
集
い
』で

す
が
、今
年
は
就
職
活
動
を
間
近
に
控
え
て

い
る
こ
と
か
ら
、面
談
で
聞
き
た
い
こ
と
も

具
体
的
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。ま
た
就
職

活
動
期
間
が
短
く
な
る
と
聞
い
て
、集
中
的

に
活
動
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
も
あ
ら

た
め
て
実
感
し
ま
し
た
。息
子
は
、大
学
で

の
出
来
事
も
よ
く
話
し
て
く
れ
る
方
だ
と

思
い
ま
す
。た
と
え
ば
大
学
の
行
事
に
参
加

し
た
話
や
、先
生
が
と
て
も
熱
心
だ
と
い
う

話
、ク
ラ
ブ
活
動
の
こ
と
な
ど
、大
学
の
様
子

も
知
る
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。一
方
で
就
職

の
話
は
ま
だ
こ
れ
か
ら
で
す
が
、大
学
で
学

ん
だ
こ
と
を
活
か
せ
る
職
業
に
就
い
て
も
ら

え
れ
ば
親
と
し
て
う
れ
し
い
で
す
。就
職
に

向
け
て
頑
張
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
が
、こ
れ

か
ら
も
病
気
や
け
が
を
せ
ず
し
っ
か
り
勉
強

し
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

　

私
た
ち
が
学
生
の
頃
に
比
べ
、学
生
に
対

す
る
大
学
の
サ
ポ
ー
ト
が
手
厚
い
な
と
感
じ

て
い
ま
す
。学
ぶ
環
境
づ
く
り
や
指
導
方
針

に
つ
い
て
説
明
を
受
け
て
、私
た
ち
が
想
像

し
て
い
た
以
上
に
い
い
大
学
で
娘
は
学
ん
で

い
る
の
だ
と
気
付
か
さ
れ
ま
し
た
。自
分
の

た
め
に
自
由
に
使
え
る
時
間
が
大
学
4
年

間
に
は
た
っ
ぷ
り
あ
り
ま
す
か
ら
、楽
し
く

有
意
義
な
も
の
に
し
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い

ま
す
。娘
は
キ
ャ
ビ
ン
ア
テ
ン
ダ
ン
ト
や
旅
行

会
社
の
添
乗
員
に
な
り
た
い
と
言
っ
て
お

り
、大
学
主
催
の
イ
ギ
リ
ス
短
期
留
学
に
も

参
加
し
ま
し
た
。性
格
も
明
る
く
、人
と
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
こ
と
が
好
き
で

す
か
ら
、向
い
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。本
人
の
意
志
が
は
っ
き
り
し
て
い
る
の
で

あ
れ
ば
、目
標
に
向
か
っ
て
全
力
で
取
り
組

ん
で
も
ら
い
た
い
で
す
。そ
う
い
っ
た
こ
と
か

ら
も
、一
人
娘
だ
か
ら
と
い
っ
て
、い
つ
ま
で
も

子
ど
も
扱
い
す
る
わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
。

同
じ
屋
根
の
下
で
暮
ら
し
て
い
る
と
、つ
い
つ

い
口
を
出
し
て
し
ま
い
が
ち
で
す
が
、干
渉

す
る
の
で
は
な
く
、関
心
を
持
っ
て
見
守
れ

る
よ
う
に
親
と
し
て
も
子
離
れ
し
な
け
れ

ば
い
け
ま
せ
ん
ね
。

　

大
学
で
取
得
可
能
な
資
格
に
つ
い
て
把
握

す
る
目
的
で『
父
母
と
の
集
い
』に
参
加
し

ま
し
た
。資
格
に
関
す
る
情
報
は
大
学
の
掲

示
板
等
で
連
絡
・
告
知
を
し
て
い
る
と
は
思

い
ま
す
が
、子
ど
も
が
見
逃
し
て
し
ま
う
こ

と
も
あ
る
は
ず
で
す
。親
と
し
て
情
報
を
確

認
で
き
る
機
会
と
し
た
い
と
思
い
ま
す
。息

子
は
考
古
学
が
好
き
な
こ
と
も
あ
り
、今
で

は
中
学
・
高
校
の
社
会
科
教
師
を
目
指
し
て

い
ま
す
。教
師
に
な
る
た
め
に
は
、教
員
免

許
の
取
得
が
必
須
と
な
り
ま
す
が
、そ
れ
以

前
に
教
職
課
程
の
単
位
を
早
く
か
ら
取
っ
て

お
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。他
の
資
格
な

ど
に
つ
い
て
も
同
様
で
、事
前
に
情
報
を
把

握
し
て
早
く
か
ら
最
低
限
の
要
件
を
満
た

し
て
お
け
ば
、必
要
性
を
感
じ
た
と
き
に
遅

れ
を
と
る
こ
と
な
く
勉
強
に
臨
め
ま
す
。ま

た
、そ
う
す
る
こ
と
で
進
路
の
幅
も
広
が
る

は
ず
で
す
。最
近
に
な
っ
て
息
子
も
就
職
や

資
格
取
得
に
つ
い
て
少
し
意
識
す
る
よ
う
に

な
っ
て
き
ま
し
た
。家
庭
で
は
大
学
に
つ
い
て

息
子
か
ら
進
ん
で
話
す
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、こ
ち
ら
か
ら
聞
け
ば
答
え
て
く
れ
ま

す
。あ
ま
り
言
い
過
ぎ
て
も
反
抗
し
ま
す
か

ら
、最
低
限
の
こ
と
だ
け
を
伝
え
る
よ
う
に

心
掛
け
て
い
ま
す
。

　

三
人
兄
弟
の
中
で
も
特
に
心
配
事
の
多
い

次
男
。一
人
暮
ら
し
を
し
て
い
て
も
、男
の
子
で

す
か
ら
頻
繁
に
連
絡
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い

の
で
、し
っ
か
り
学
生
生
活
を
送
れ
て
い
る
の

か
確
認
す
る
目
的
で『
父
母
と
の
集
い
』に
は

毎
年
参
加
し
て
い
ま
す
。中
部
大
学
の
先
生

は
感
心
す
る
ほ
ど
熱
心
に
指
導
し
て
く
だ

さ
っ
て
い
ま
す
が
、全
て
先
生
任
せ
に
す
る
の

で
は
な
く
、親
と
し
て
大
学
や
学
生
生
活
に
つ

い
て
知
る
こ
と
も
大
切
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

個
別
面
談
で
は
、単
位
を
順
調
に
取
っ
て
い
る

と
聞
い
て
安
心
し
ま
し
た
が
、将
来
の
ビ
ジ
ョ

ン
を
明
確
に
す
る
よ
う
に
指
摘
さ
れ
ま
し

た
。地
元
で
働
き
た
い
意
志
を
息
子
は
持
っ
て

い
る
よ
う
で
す
が
、過
疎
化
で
仕
事
が
少
な

く
な
っ
て
い
る
の
で
心
配
し
て
い
ま
す
。親
と

し
て
は
ア
ド
バ
イ
ス
し
か
で
き
ま
せ
ん
。自
分

の
望
む
仕
事
に
就
け
る
か
は
本
人
の
取
り
組

み
次
第
で
す
か
ら
、個
別
面
談
で
先
生
か
ら

言
わ
れ
た
こ
と
を
息
子
に
伝
え
て
意
識
を
変

え
て
い
き
た
い
で
す
ね
。ま
た
、中
部
大
学
に

は
う
ら
や
ま
し
い
く
ら
い
学
ぶ
環
境
が
整
っ
て

い
る
の
で
、息
子
に
は
各
施
設
や
キ
ャ
リ
ア
支

援
を
積
極
的
に
活
用
し
て
も
ら
い
た
い
で
す
。

　

初
め
て『
父
母
と
の
集
い
』に
参
加
し
て
、

学
生
の
将
来
を
考
え
、大
学
が
さ
ま
ざ
ま
な

取
り
組
み
や
支
援
の
機
会
を
設
け
て
く
だ

さ
っ
て
い
る
こ
と
を
実
感
し
ま
し
た
。現
在
の

就
職
活
動
に
つ
い
て
は
、親
の
私
も
知
ら
な
い

こ
と
ば
か
り
。来
年
の『
父
母
と
の
集
い
』で

は
、就
職
支
援
を
中
心
に
説
明
し
て
い
た
だ

け
る
よ
う
で
す
か
ら
、参
加
し
よ
う
と
考
え

て
い
ま
す
。児
童
教
育
に
つ
い
て
学
ぶ
息
子

は
、地
元
の
小
学
校
を
訪
問
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
に
取
り
組
ん
で
お
り
、そ
こ
で
の
出
来

事
が
家
庭
で
話
題
に
上
る
こ
と
も
少
な
く
あ

り
ま
せ
ん
。大
学
に
進
学
す
る
ま
で
、子
ど
も

好
き
で
教
師
を
目
指
し
て
い
る
と
は
知
ら
な

か
っ
た
た
め
、息
子
の
新
し
い一
面
に
驚
い
て
い

ま
す
。明
確
な
目
標
が
あ
り
、単
位
を
落
と

す
こ
と
な
く
頑
張
っ
て
い
る
よ
う
で
す
か
ら
、

親
と
し
て
手
助
け
で
き
る
こ
と
は
し
て
あ
げ

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

息
子
は
大
学
の
こ
と
に
つ
い
て
あ
ま
り
話

し
た
が
ら
な
い
の
で
、学
内
の
雰
囲
気
を
知
る

た
め
に『
父
母
と
の
集
い
』に
参
加
し
ま
し

た
。入
学
以
降
、自
ら
率
先
し
て
勉
強
や
レ

ポ
ー
ト
作
成
に
取
り
組
み
、成
績
に
も
そ
の

成
果
が
表
れ
る
ほ
ど
学
業
に
専
念
し
て
い
ま

す
。こ
の
ま
ま
勉
強
を
継
続
し
て
く
れ
れ
ば
、

親
と
し
て
は
安
心
で
す
。視
野
の
広
い
大
学
で

の
学
び
を
通
し
て
、さ
ま
ざ
ま
な
人
た
ち
と

触
れ
合
う
こ
と
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力

を
身
に
付
け
、社
会
に
通
用
す
る
人
材
に

な
っ
て
く
れ
た
ら
と
考
え
て
い
ま
す
。大
学
か

ら
の
就
職
に
関
す
る
説
明
を
聞
き
、ア
ル
バ
イ

ト
経
験
が
あ
る
と
就
職
活
動
で
は
有
利
に
働

く
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、企
業
が
そ
れ
ほ
ど

重
要
視
し
て
い
な
い
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

ま
た
、中
部
大
学
が
行
う
人
材
育
成
を
目
的

と
し
た
就
業
体
験「
報
酬
型
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
」は
非
常
に
良
い
取
り
組
み
で
す
か
ら
、よ

り
一
層
の
拡
充
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。

ま
だ
先
の
こ
と
で
は
あ
り
ま
す
が
、私
の
経

験
か
ら
も
就
職
す
る
な
ら
人
材
教
育
が
充

実
し
て
い
る
企
業
に
就
職
し
て
も
ら
い
た
い
で

す
ね
。私
た
ち
親
も
就
職
な
ど
に
つ
い
て
ア
ド

バ
イ
ス
で
き
る
よ
う
、来
年
の『
父
母
と
の
集

い
』に
は
個
別
面
談
の
予
約
を
し
て
臨
も
う

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

私
の
母
校
で
も
あ
る
中
部
大
学
で
学
ぶ
息

子
。正
直
、息
子
の
入
学
が
決
ま
っ
た
と
き
は

う
れ
し
か
っ
た
で
す
ね
。本
人
は
就
職
を
ま
だ

意
識
し
て
い
な
い
よ
う
で
す
が
、就
職
活
動
に

備
え
、家
庭
で
は
就
職
後
に
考
え
ら
れ
る
さ

ま
ざ
ま
な
事
柄
に
つ
い
て
話
を
し
て
い
ま
す
。

大
学
を
選
択
す
る
時
点
か
ら
、一
か
ら
順
を

追
っ
て
も
の
づ
く
り
が
で
き
る
地
元
の
企
業
へ

の
就
職
を
視
野
に
入
れ
て
い
ま
し
た
が
、現

在
の
製
造
業
は
中
小
企
業
で
も
海
外
に
製
造

拠
点
が
あ
り
ま
す
か
ら
、就
職
し
た
か
ら
と

い
っ
て
国
内
の
同
じ
勤
務
地
で
ず
っ
と
働
く
わ

け
で
は
な
い
こ
と
を
知
っ
た
息
子
は
、微
妙
な

反
応
を
し
て
い
ま
し
た（
笑
）。ま
た
、理
系
で

あ
れ
ば
大
学
院
へ
の
進
学
も
考
え
ら
れ
る
た

め
、家
庭
で
は
妻
も
含
め
て
話
し
合
い
を
し
て

い
ま
す
。大
卒
が
当
た
り
前
の
世
の
中
で
、近

頃
は
院
卒
も
増
え
て
き
て
い
ま
す
。し
か
し
、

大
学
院
を
卒
業
し
た
か
ら
と
い
っ
て
良
い
人

生
が
待
っ
て
い
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。私
の
勤

め
る
会
社
に
も
大
学
院
卒
業
者
が
入
社
し
ま

し
た
が
、か
な
り
苦
労
し
た
後
に
自
ら
辞
め

て
し
ま
い
ま
し
た
。そ
の
よ
う
な
現
実
も
息

子
に
は
話
す
よ
う
に
し
て
い
る
た
め
か
、息
子

も
積
極
的
に
話
を
聞
い
て
く
れ
ま
す
。就
職

も
大
切
で
す
が
、残
り
の
学
生
生
活
で
は
卒

業
後
も
長
く
付
き
合
え
る
親
友
を
作
っ
て
ほ

し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
が
通
う
大
学
に
こ
の
よ
う
な
機
会

が
な
い
と
な
か
な
か
来
な
い
か
な
と
思
い
、初

め
て『
父
母
と
の
集
い
』に
参
加
し
ま
し
た
。

ま
た
、就
職
す
る
か
大
学
院
へ
進
学
す
る
か

で
迷
っ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、そ
の
辺
り
も
気

に
な
っ
て
、事
前
に
申
し
込
ん
で
は
い
ま
せ
ん

で
し
た
が
、折
角
な
の
で
個
別
面
談
も
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。先
生
か
ら
は
、本
人
に

ま
か
せ
る
こ
と
が
大
事
と
い
う
お
話
で
、私
自

身
も
本
人
が
ど
う
す
る
か
を
考
え
て
決
め
る

の
が
い
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
か
ら
、そ
の
通
り

だ
と
共
感
。最
近
は
進
学
す
る
こ
と
に
傾
き

つ
つ
あ
り
、試
験
や
面
談
に
向
け
て
頑
張
っ
て

い
る
最
中
だ
と
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
日
、大
学
に
来
る
に
あ
た
っ
て
、息
子
が

“

学
食
は
ど
こ
そ
こ
が
お
い
し
い”

、と
か“

新

し
く
建
物
が
で
き
た
か
ら
行
っ
て
み
る
と
い

い
よ”

と
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。実
際
に
来
て

み
て
、と
て
も
い
い
環
境
で
過
ご
し
て
い
る
な

と
感
じ
ま
し
た
。息
子
に
は
、今
や
る
べ
き
こ

と
を
一
所
懸
命
や
れ
ば
い
い
と
常
日
頃
言
っ
て

い
ま
す
。で
も
、も
う
少
し
早
く
気
付
い
て
い

れ
ば
よ
か
っ
た
な
と
本
人
が
言
う
こ
と
も
あ

り
ま
す
。こ
ち
ら
も
言
っ
て
あ
げ
て
い
る
つ
も

り
で
す
が
、聞
く
側
に
も
そ
の
気
が
必
要
な

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。結
果
は
ど
う
あ
れ
、一

生
懸
命
に
取
り
組
む
こ
と
が
大
事
だ
と
思
っ

て
い
ま
す
。
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ご子息・ご息女の大学生活を知っていただく絶好の機会です。
とくに、新入生のご父母の皆さまには参加をおすすめしております。
ぜひこの機会にご参加ください。

今年は以下の6会場で開催いたします。
お申込みの上、お近くの会場へご参加ください。

大学会場は1・2年生の保護者様のみご参加いただけます。また、大学会場は開催日ごとに対象学部が異なります。ご注意ください。

TEL.0568-51-4745専用ハガキでお申し込みされていない方は、
ご希望の会場・期日を選び、事務局まで至急お申し込みください。

大学会場 場所：中部大学

下記場所にて各種相談を受け付けています。

9：30～

10：00～

11：30～

13：00～

受 付

全体会

学内見学・昼食

学部（学科）説明会

学長あいさつ／学生生活について／就職活動支援について

附属三浦記念図書館、民族資料博物館など

教育方針等の説明／学科の先生方による個別面談（要申込）

13：30～

1・2年生の保護者様限定

広 島 会 場

富 山 会 場

松 本 会 場

岐 阜 会 場

浜 松 会 場

四日市会場

「父母との集い」ご案内
平成27年度

プ
ロ
グ
ラ
ム

地方会場
対象学部11月14日（土） 工学部・経営情報学部・国際関係学部

対象学部11月15日（日） 人文学部・応用生物学部・生命健康科学部・現代教育学部

10：00～

10：30～

受 付

全体会

12：00～

12：50～

昼 食

個別面談

プ
ロ
グ
ラ
ム

9月19日（土）

9月26日（土）

10月11日（日）

10月25日（日）

11月7日（土）

12月12日（土）

ホテルJALシティ広島

ホテルグランテラス富山

ホテルモンターニュ松本

岐阜グランドホテル

ホテルクラウンパレス浜松

四日市都ホテル

T
様

工
学
部 

電
子
情
報
工
学
科

4
年
生
の
お
母
様

今
や
れ
る
こ
と
を

一
生
懸
命
に

頑
張
っ
て
ほ
し
い
。
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キャンパスプラザ1F
ラウンジ

●学生生活 ●入試（大学院・学部）

キャンパスプラザ2F
国際交流プラザ

●留学

キャリア支援課
不言実行館5F

●就職

大学のバックアップ体制
をわかりやすくご説明いた
します。

全体会
在籍学部・学科の近況を
お伝えします。

学部（学科）説明会
各学科教員や就職担当者
が直接お応えいたします。

個別面談
広大なキャンパス内を自由
にご見学いただけます。

学内見学

中部大学後援会事務局

　

娘
と
は
日
頃
か
ら
進
路
に
つ
い
て
会
話
を

し
て
い
ま
す
。本
人
は
早
く
自
立
し
た
い
ら
し

く
、教
員
免
許
を
取
得
し
て
自
分
が
好
き
な

生
物
を
教
え
た
い
と
い
う
希
望
が
あ
る
よ
う

で
す
。親
と
し
て
は
大
学
院
進
学
も
視
野
に

入
れ
て
ほ
し
い
と
い
う
思
い
も
あ
り
、採
用
試

験
は
難
し
い
と
言
え
ば
、娘
は
し
ば
ら
く
塾

講
師
を
し
て
で
も
教
員
に
な
り
た
い
と
言
い
、

本
人
な
り
に
考
え
て
い
る
よ
う
で
す
。進
学

か
就
職
か
、最
終
的
に
は
本
人
が
選
ん
で
い

く
わ
け
で
す
が
、親
と
し
て
は
情
報
を
与
え

る
こ
と
が
で
き
れ
ば
い
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

全
体
会
で
の
話
を
聞
い
て
、大
学
は
キ
ャ
リ

ア
教
育
が
し
っ
か
り
し
て
い
る
と
い
う
印
象
を

受
け
ま
し
た
。履
歴
書
の
書
き
方
や
面
接
指

導
な
ど
、社
会
へ
う
ま
く
巣
立
っ
て
行
け
る
よ

う
に
支
援
体
制
も
充
実
し
て
い
る
な
と
感
じ

ま
す
。娘
に
は
せ
っ
か
く
の
学
生
生
活
で
す
か

ら
、勉
強
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
幅
広
く
体
験

し
て
ほ
し
い
で
す
ね
。ま
た
、い
ろ
ん
な
先
生

や
友
人
と
出
会
い
、今
後
生
き
て
い
く
上
で

助
け
に
な
る
よ
う
な
人
間
関
係
を
築
い
て
ほ

し
い
と
思
い
ま
す
。

　

娘
の
学
生
生
活
を
知
る
良
い
機
会
だ
と
思

い
、『
父
母
と
の
集
い
』に
参
加
し
ま
し
た
。娘

は
毎
日
の
よ
う
に
遅
く
ま
で
大
学
に
い
る
の

で
き
っ
と
楽
し
い
の
で
し
ょ
う
。た
だ
心
配
も

あ
り
ま
す
。真
面
目
に
取
り
組
ん
で
い
る
の
は

わ
か
る
の
で
す
が
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ー
ク
ル
の

活
動
が
学
生
生
活
の
半
分
以
上
を
占
め
て
い

る
の
で
す（
笑
）。勉
強
を
一
番
に
と
言
っ
て
い

る
の
で
す
が
、責
任
あ
る
仕
事
も
任
さ
れ
て
い

て
、片
手
間
に
は
で
き
な
い
よ
う
で
す
。と
き

に
は
活
動
の
た
め
に
始
発
電
車
で
出
か
け
る

こ
と
も
。で
も
、参
加
し
た
と
き
の
様
子
を
話

し
て
く
れ
る
の
は
う
れ
し
い
で
す
。

　

保
健
看
護
学
科
で
す
の
で
看
護
師
は
当
然

で
す
が
、入
学
時
は
保
健
師
や
助
産
師
の
資

格
も
取
り
た
い
と
言
っ
て
い
た
の
で
、初
志
貫

徹
で
目
指
し
て
ほ
し
い
で
す
ね
。頑
張
っ
て
い

る
姿
を
見
て
い
る
の
で
、あ
ま
り
お
せ
っ
か
い

は
言
わ
ず
、親
と
し
て
タ
イ
ミ
ン
グ
よ
く
言
葉

を
か
け
て
あ
げ
ら
れ
れ
ば
、本
人
も
気
持
ち

よ
く
波
に
乗
れ
る
の
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

今
日
は
、学
科
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
や
そ
の
特
徴

を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。実
習
に
つ
い
て

も
、大
学
病
院
が
な
い
代
わ
り
に
い
ろ
い
ろ
な

病
院
へ
行
け
る
こ
と
は
、風
土
の
違
い
を
見
ら

れ
る
メ
リ
ッ
ト
だ
と
い
う
こ
と
も
。本
来
、大

学
生
に
も
な
れ
ば
自
分
で
考
え
て
物
事
を
進

め
て
い
く
も
の
で
す
が
、中
部
大
学
は
サ
ポ
ー

ト
も
充
実
し
て
い
て
面
倒
見
の
良
さ
を
感
じ

ま
し
た
。

　

今
日
の
一
番
の
目
的
は
こ
れ
か
ら
行
う
個

別
面
談
で
す
。息
子
が
勉
強
に
行
き
詰
ま
っ

て
い
る
よ
う
で
、親
と
し
て
少
し
で
も
そ
の
解

決
の
糸
口
が
見
つ
け
ら
れ
た
ら
と
思
っ
て
参
加

し
ま
し
た
。高
校
で
は
手
取
り
足
取
り
の
印

象
で
し
た
が
、大
学
も
至
れ
り
尽
く
せ
り
の

サ
ポ
ー
ト
を
し
て
く
だ
さ
る
よ
う
で
安
心
で

す
。た
だ
本
人
が
消
極
的
で
上
手
に
サ
ポ
ー

ト
を
使
え
て
い
な
い
の
か
な
と
感
じ
て
い
ま

す
。同
じ
学
科
の
先
輩
と
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
と
れ
れ
ば
勉
強
を
教
え
て
も
ら
え
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。ま
た
、こ
れ
か
ら
で
も
サ
ー
ク

ル
に
参
加
で
き
る
か
な
ど
、そ
の
辺
り
も
先

生
に
相
談
で
き
た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。も
と

も
と
測
量
や
鉄
道
に
興
味
が
あ
り
、こ
の
学

科
を
選
択
し
ま
し
た
。せ
っ
か
く
の
学
生
生

活
で
す
の
で
、い
ろ
ん
な
経
験
を
し
て
も
っ
と

楽
し
ん
で
ほ
し
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

資
格
は
就
職
活
動
や
就
職
し
て
か
ら
も
役

に
立
つ
も
の
で
す
。『
父
母
と
の
集
い
』の
全
体

会
や
個
別
面
談
に
参
加
し
て
、資
格
の
必
要

性
を
あ
ら
た
め
て
感
じ
ま
し
た
。ま
た
、卒
業

生
の
就
職
先
を
知
る
こ
と
も
で
き
て
参
考
に

な
り
ま
し
た
。息
子
は
春
か
ら
一
人
暮
ら
し
を

始
め
ま
し
た
。人
づ
き
あ
い
は
い
い
方
な
の
で
、

友
だ
ち
も
結
構
い
る
み
た
い
で
す
。今
日
も
大

学
へ
来
る
前
に
ア
パ
ー
ト
へ
寄
っ
て
き
ま
し
た

が
、生
活
も
ち
ゃ
ん
と
し
て
い
る
よ
う
で
大
丈

夫
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。た
だ
、性
格
的

に
引
っ
込
み
思
案
な
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
の

で
、学
生
生
活
を
通
し
て
一
皮
む
け
て
く
れ
る

こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。本
人
の
や
る
気
次
第

で
は
あ
り
ま
す
が
、積
極
的
に
資
格
取
得
に

挑
戦
し
て
、わ
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
れ
ば
先
生

に
聞
く
な
ど
し
て
頑
張
っ
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

　

私
た
ち
が
学
生
の
頃
に
比
べ
て
、今
の
大
学

生
の
就
職
活
動
が
ど
ん
な
状
況
な
の
か
関
心

を
持
っ
て
い
た
の
で『
父
母
と
の
集
い
』に
参
加

し
ま
し
た
。今
年
は
就
職
活
動
開
始
時
期
が

後
ろ
に
ず
れ
込
む
最
初
の
年
。就
職
活
動
の

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
、大
学
か
ら
の
話
を
聞

い
て
厳
し
そ
う
だ
な
と
思
い
ま
し
た
。授
業
と

部
活
動
で
一
週
間
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
埋
ま
っ
て
い

る
息
子
の
今
の
状
況
を
考
え
る
と
、就
職
活

動
に
向
け
た
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
を
行
う
時
間
の

確
保
が
で
き
る
か
心
配
で
す
。所
属
し
て
い
る

シ
ン
フ
ォ
ニ
ッ
ク
バ
ン
ド
で
は
3
年
生
と
い
う
こ

と
も
あ
り
、重
要
な
ポ
ジ
シ
ョ
ン
を
兼
任
し
て

い
る
よ
う
で
す
。大
変
で
は
あ
り
ま
す
が
、苦

労
し
た
経
験
は
自
分
自
身
の
強
み
に
な
る
は

ず
で
す
。そ
う
い
っ
た
こ
と
か
ら
も
、失
敗
を

た
く
さ
ん
経
験
し
て
も
ら
い
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。身
内
以
外
の
人
に
叱
ら
れ
る
と
、必
ず

本
人
に
響
く
は
ず
で
す
か
ら
。忙
し
い
も
の

の
、充
実
し
た
学
生
生
活
を
過
ご
し
て
い
る
み

た
い
な
の
で
、こ
れ
か
ら
迎
え
る
就
職
活
動
で

も
苦
し
く
て
も
頑
張
っ
て
長
く
勤
め
ら
れ
る

会
社
を
見
つ
け
て
も
ら
い
た
い
で
す
ね
。

　

就
職
に
つ
い
て
気
に
な
り
始
め
た
こ
と
、

ま
た
3
年
の
春
か
ら
息
子
が
一
人
暮
ら
し
を

始
め
た
こ
と
も
あ
り
、大
学
を
一
度
見
て
み

よ
う
と
思
い
参
加
し
ま
し
た
。印
象
的
だ
っ

た
の
は
、全
体
会
で
山
下
学
長
が
お
っ
し
ゃ
っ

て
い
た
3
年
次
は
起
承
転
結
の「
転
」で
あ

る
と
い
う
お
話
。一
人
暮
ら
し
を
始
め
た
頃

か
ら
、息
子
の
発
言
す
る
内
容
が
変
わ
っ
て

き
た
こ
と
や
、就
職
を
意
識
し
始
め
て
い
る

こ
と
か
ら
、ま
さ
に「
転
」だ
な
と
い
う
印
象

を
受
け
て
い
た
矢
先
で
し
た
の
で
。そ
の
一
方

で
、息
子
が
就
職
は
何
と
か
な
る
よ
と
言
っ

て
い
る
の
を
聞
く
と
、そ
ん
な
簡
単
な
こ
と

で
も
な
い
よ
と
思
い
、裏
を
か
い
て
し
ま
う

の
が
親
心
み
た
い
な
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す

ね
。
ま
た
、
1
年
次
に
は
資
格
を
取
る
と

言
っ
て
い
た
け
れ
ど
取
得
し
た
様
子
が
な
い

こ
と
や
、総
合
大
学
で
す
か
ら
当
初
は
他
学

部
の
講
義
も
受
け
て
み
た
ら
と
言
っ
て
い
ま

し
た
が
、受
け
た
様
子
が
な
い
こ
と
は
少
し

残
念
で
す
。私
た
ち
も
本
人
任
せ
に
し
て
し

ま
っ
た
反
省
は
あ
り
ま
す
が
、就
職
活
動
を

通
し
て
自
分
を
見
つ
め
直
し
、い
ろ
い
ろ
な
こ

と
を
プ
ラ
ス
に
し
な
が
ら
大
人
に
な
っ
て
い
っ

て
ほ
し
い
で
す
ね
。

　

就
職
に
関
す
る
知
識
が
少
な
い
こ
と
も

あ
り
、ま
だ
進
路
に
迷
い
の
あ
る
息
子
。先

生
か
ら
大
学
院
へ
の
進
学
も
勧
め
ら
れ
て
い

る
よ
う
で
、本
人
の
中
で
気
持
ち
が
揺
れ
て

い
る
み
た
い
で
す
。そ
の
よ
う
な
こ
と
も
あ

り
、家
庭
で
は
就
職
に
つ
い
て
少
し
聞
く
程

度
。既
に
社
会
人
と
し
て
働
く
年
の
離
れ
た

兄
と
姉
が
い
ま
す
が
、就
職
活
動
を
取
り
巻

く
環
境
は
兄
と
姉
の
頃
と
は
随
分
変
化
し

て
い
る
は
ず
で
す
。そ
こ
で
、学
科
の
先
生
に

直
接
聞
い
て
み
よ
う
と『
父
母
と
の
集
い
』に

今
回
初
め
て
参
加
し
ま
し
た
。個
別
面
談
で

は
息
子
の
普
段
の
大
学
で
の
様
子
だ
け
で
な

く
、適
性
や
考
え
ら
れ
る
就
職
先
な
ど
に
つ

い
て
具
体
的
に
先
生
か
ら
聞
く
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。自
宅
で
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で
の

体
験
談
を
話
し
て
く
れ
ま
す
が
、学
業
に
つ

い
て
ほ
と
ん
ど
話
す
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

で
す
か
ら
、『
父
母
と
の
集
い
』に
参
加
し
て

学
業
に
つ
い
て
少
し
で
も
知
れ
た
こ
と
は
良

か
っ
た
で
す
。就
職
は
企
業
規
模
に
関
わ
ら

ず
、本
人
が
望
む
企
業
に
正
社
員
と
し
て
入

社
で
き
れ
ば
良
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

就
職
も
大
切
で
す
が
、こ
ん
な
に
自
由
な
時

間
が
あ
る
時
期
は
今
後
の
人
生
に
お
い
て
な

い
で
し
ょ
う
か
ら
、い
ろ
い
ろ
な
も
の
を
見
て

学
ん
で
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

現
在
の
状
況
把
握
と
、今
年
度
か
ら
就
職

活
動
の
時
期
が
変
わ
る
こ
と
も
あ
り
、ど
の

よ
う
に
活
動
が
進
ん
で
い
く
の
か
を
知
り
た

く
て『
父
母
と
の
集
い
』に
参
加
し
ま
し
た
。

保
育
士
を
目
指
す
息
子
は
、女
性
よ
り
就

職
が
厳
し
い
の
で
は
と
感
じ
て
い
ま
し
た
が
、

こ
こ
数
年
就
職
率
が
良
い
と
聞
い
て
少
し
安

心
し
ま
し
た
。採
用
す
る
側
は
大
学
の
実
績

を
見
る
こ
と
で
し
ょ
う
。現
代
教
育
学
部
は

歴
史
が
浅
い
た
め
、そ
の
点
で
心
配
は
あ
り

ま
す
が
、い
い
授
業
を
行
っ
て
い
る
よ
う
で
す

し
設
備
も
充
実
し
て
い
ま
す
の
で
、今
後
に

期
待
し
て
い
ま
す
。大
学
で
の
出
来
事
を
家

で
は
あ
ま
り
話
し
た
が
ら
な
い
息
子
で
す

が
、真
面
目
に
頑
張
っ
て
い
る
の
は
わ
か
っ
て

い
ま
す
の
で
、本
人
の
自
主
性
を
尊
重
し
、口

う
る
さ
く
言
わ
な
い
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

信
用
し
て
大
人
と
し
て
接
し
た
い
と
思
い
、

見
守
る
ス
タ
イ
ル
を
心
掛
け
て
い
ま
す
。

　

今
日
は
、就
職
活
動
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
変
更

に
伴
う
情
報
が
ほ
し
い
と
思
い
参
加
し
ま
し

た
。娘
と
の
会
話
か
ら
、大
学
主
催
の
ガ
イ
ダ

ン
ス
に
参
加
し
、就
職
活
動
に
向
け
た
準
備

を
進
め
て
い
る
こ
と
は
知
っ
て
い
ま
す
。就
職

に
つ
い
て
は
、自
分
で
や
り
た
い
こ
と
を
見
つ

け
、そ
こ
に
向
か
っ
て
進
ん
で
ほ
し
い
と
思
い

ま
す
が
、就
職
試
験
に
落
ち
続
け
る
と
心
が

折
れ
て
し
ま
う
話
を
時
々
耳
に
し
ま
す
。親

と
し
て
子
ど
も
の
良
さ
を
理
解
し
て
い
る
の

で
、落
ち
込
ん
だ
と
し
て
も
、私
た
ち
は
わ

か
っ
て
い
る
し
、応
援
し
て
い
る
か
ら
頑
張
っ

て
と
励
ま
し
て
や
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

親
の
意
見
を
子
ど
も
へ
押
し
付
け
た
り
す
る

と
、逆
に
心
を
閉
ざ
し
て
し
ま
う
と
思
い
、

本
人
か
ら
話
を
し
て
く
れ
た
と
き
は
し
っ
か

り
聞
く
よ
う
に
心
掛
け
て
い
ま
す
。昔
は
、こ

の
よ
う
に
親
が
大
学
へ
来
て
話
を
聞
い
た
り
、

相
談
し
た
り
と
い
う
機
会
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。そ
う
い
う
意
味
で
は
、一
年
に
一
度
堂
々

と
大
学
へ
来
る
こ
と
が
で
き
る
こ
の
よ
う
な

機
会
は
あ
り
が
た
い
で
す
ね
。

　

息
子
が
就
職
活
動
中
で
す
の
で
、こ
の
時

期
な
ら
で
は
の
状
況
を
知
り
た
い
と
思
っ
た

こ
と
、ま
た
話
を
聞
く
こ
と
で
就
職
に
対
す

る
不
安
の
解
消
に
も
つ
な
が
る
と
思
っ
て
参

加
し
ま
し
た
。特
に
今
日
の
全
体
会
で
の
お

話
は
、も
と
も
と
企
業
に
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
方

が
、企
業
側
の
立
場
か
ら
求
め
る
人
材
に
つ

い
て
語
っ
て
い
た
だ
け
た
の
で
と
て
も
参
考

に
な
り
ま
し
た
。今
ま
さ
に
選
考
結
果
の
返

事
を
待
っ
て
い
る
微
妙
な
時
期
で
す
の
で
、

子
ど
も
の
心
情
を
察
し
て
無
理
に
聞
き
出

す
よ
う
な
こ
と
は
し
ま
せ
ん
。子
ど
も
の
方

か
ら
会
社
訪
問
し
た
と
き
の
様
子
や
内
容

を
話
し
て
く
れ
る
の
で
、そ
う
い
う
と
き
は

あ
く
ま
で
受
け
身
で
話
を
聞
く
よ
う
に
し

て
い
ま
す
。そ
ん
な
息
子
も
高
校
生
の
時
に

比
べ
れ
ば
だ
い
ぶ
自
立
し
た
と
感
じ
ま
す
。

部
活
動
や
ア
ル
バ
イ
ト
に
も
積
極
的
に
取
り

組
み
、何
よ
り
就
職
活
動
は
自
分
が
や
り

た
い
こ
と
に
向
か
っ
て
熱
心
に
頑
張
っ
て
い
ま

す
。た
だ
、真
っ
す
ぐ
な
性
格
も
あ
り
、目

標
に
向
か
っ
て
突
っ
走
る
の
は
よ
い
の
で
す

が
、と
き
に
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と

を
置
き
去
り
に
し
て
い
る
こ
と
が
。そ
ん
な

と
き
は
そ
れ
と
な
く
声
を
掛
け
る
よ
う
に

は
し
て
い
ま
す
。学
生
を
自
立
さ
せ
る
こ
と

が
大
学
の
方
針
で
、社
会
へ
出
て
か
ら
必
要

な
自
ら
考
え
て
行
動
す
る
力
を
育
成
し
て

く
れ
て
い
る
と
い
う
印
象
も
あ
り
ま
す
。

『
父
母
と
の
集
い
』で
は
毎
回
、子
ど
も
と
の

接
し
方
に
つ
い
て
の
話
も
あ
り
と
て
も
満
足

し
て
い
ま
す
。

　

毎
年
参
加
し
て
い
る『
父
母
と
の
集
い
』で

す
が
、今
年
は
就
職
活
動
を
間
近
に
控
え
て

い
る
こ
と
か
ら
、面
談
で
聞
き
た
い
こ
と
も

具
体
的
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。ま
た
就
職

活
動
期
間
が
短
く
な
る
と
聞
い
て
、集
中
的

に
活
動
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
も
あ
ら

た
め
て
実
感
し
ま
し
た
。息
子
は
、大
学
で

の
出
来
事
も
よ
く
話
し
て
く
れ
る
方
だ
と

思
い
ま
す
。た
と
え
ば
大
学
の
行
事
に
参
加

し
た
話
や
、先
生
が
と
て
も
熱
心
だ
と
い
う

話
、ク
ラ
ブ
活
動
の
こ
と
な
ど
、大
学
の
様
子

も
知
る
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。一
方
で
就
職

の
話
は
ま
だ
こ
れ
か
ら
で
す
が
、大
学
で
学

ん
だ
こ
と
を
活
か
せ
る
職
業
に
就
い
て
も
ら

え
れ
ば
親
と
し
て
う
れ
し
い
で
す
。就
職
に

向
け
て
頑
張
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
が
、こ
れ

か
ら
も
病
気
や
け
が
を
せ
ず
し
っ
か
り
勉
強

し
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

　

私
た
ち
が
学
生
の
頃
に
比
べ
、学
生
に
対

す
る
大
学
の
サ
ポ
ー
ト
が
手
厚
い
な
と
感
じ

て
い
ま
す
。学
ぶ
環
境
づ
く
り
や
指
導
方
針

に
つ
い
て
説
明
を
受
け
て
、私
た
ち
が
想
像

し
て
い
た
以
上
に
い
い
大
学
で
娘
は
学
ん
で

い
る
の
だ
と
気
付
か
さ
れ
ま
し
た
。自
分
の

た
め
に
自
由
に
使
え
る
時
間
が
大
学
4
年

間
に
は
た
っ
ぷ
り
あ
り
ま
す
か
ら
、楽
し
く

有
意
義
な
も
の
に
し
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い

ま
す
。娘
は
キ
ャ
ビ
ン
ア
テ
ン
ダ
ン
ト
や
旅
行

会
社
の
添
乗
員
に
な
り
た
い
と
言
っ
て
お

り
、大
学
主
催
の
イ
ギ
リ
ス
短
期
留
学
に
も

参
加
し
ま
し
た
。性
格
も
明
る
く
、人
と
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
こ
と
が
好
き
で

す
か
ら
、向
い
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。本
人
の
意
志
が
は
っ
き
り
し
て
い
る
の
で

あ
れ
ば
、目
標
に
向
か
っ
て
全
力
で
取
り
組

ん
で
も
ら
い
た
い
で
す
。そ
う
い
っ
た
こ
と
か

ら
も
、一
人
娘
だ
か
ら
と
い
っ
て
、い
つ
ま
で
も

子
ど
も
扱
い
す
る
わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
。

同
じ
屋
根
の
下
で
暮
ら
し
て
い
る
と
、つ
い
つ

い
口
を
出
し
て
し
ま
い
が
ち
で
す
が
、干
渉

す
る
の
で
は
な
く
、関
心
を
持
っ
て
見
守
れ

る
よ
う
に
親
と
し
て
も
子
離
れ
し
な
け
れ

ば
い
け
ま
せ
ん
ね
。

　

大
学
で
取
得
可
能
な
資
格
に
つ
い
て
把
握

す
る
目
的
で『
父
母
と
の
集
い
』に
参
加
し

ま
し
た
。資
格
に
関
す
る
情
報
は
大
学
の
掲

示
板
等
で
連
絡
・
告
知
を
し
て
い
る
と
は
思

い
ま
す
が
、子
ど
も
が
見
逃
し
て
し
ま
う
こ

と
も
あ
る
は
ず
で
す
。親
と
し
て
情
報
を
確

認
で
き
る
機
会
と
し
た
い
と
思
い
ま
す
。息

子
は
考
古
学
が
好
き
な
こ
と
も
あ
り
、今
で

は
中
学
・
高
校
の
社
会
科
教
師
を
目
指
し
て

い
ま
す
。教
師
に
な
る
た
め
に
は
、教
員
免

許
の
取
得
が
必
須
と
な
り
ま
す
が
、そ
れ
以

前
に
教
職
課
程
の
単
位
を
早
く
か
ら
取
っ
て

お
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。他
の
資
格
な

ど
に
つ
い
て
も
同
様
で
、事
前
に
情
報
を
把

握
し
て
早
く
か
ら
最
低
限
の
要
件
を
満
た

し
て
お
け
ば
、必
要
性
を
感
じ
た
と
き
に
遅

れ
を
と
る
こ
と
な
く
勉
強
に
臨
め
ま
す
。ま

た
、そ
う
す
る
こ
と
で
進
路
の
幅
も
広
が
る

は
ず
で
す
。最
近
に
な
っ
て
息
子
も
就
職
や

資
格
取
得
に
つ
い
て
少
し
意
識
す
る
よ
う
に

な
っ
て
き
ま
し
た
。家
庭
で
は
大
学
に
つ
い
て

息
子
か
ら
進
ん
で
話
す
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、こ
ち
ら
か
ら
聞
け
ば
答
え
て
く
れ
ま

す
。あ
ま
り
言
い
過
ぎ
て
も
反
抗
し
ま
す
か

ら
、最
低
限
の
こ
と
だ
け
を
伝
え
る
よ
う
に

心
掛
け
て
い
ま
す
。

　

三
人
兄
弟
の
中
で
も
特
に
心
配
事
の
多
い

次
男
。一
人
暮
ら
し
を
し
て
い
て
も
、男
の
子
で

す
か
ら
頻
繁
に
連
絡
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い

の
で
、し
っ
か
り
学
生
生
活
を
送
れ
て
い
る
の

か
確
認
す
る
目
的
で『
父
母
と
の
集
い
』に
は

毎
年
参
加
し
て
い
ま
す
。中
部
大
学
の
先
生

は
感
心
す
る
ほ
ど
熱
心
に
指
導
し
て
く
だ

さ
っ
て
い
ま
す
が
、全
て
先
生
任
せ
に
す
る
の

で
は
な
く
、親
と
し
て
大
学
や
学
生
生
活
に
つ

い
て
知
る
こ
と
も
大
切
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

個
別
面
談
で
は
、単
位
を
順
調
に
取
っ
て
い
る

と
聞
い
て
安
心
し
ま
し
た
が
、将
来
の
ビ
ジ
ョ

ン
を
明
確
に
す
る
よ
う
に
指
摘
さ
れ
ま
し

た
。地
元
で
働
き
た
い
意
志
を
息
子
は
持
っ
て

い
る
よ
う
で
す
が
、過
疎
化
で
仕
事
が
少
な

く
な
っ
て
い
る
の
で
心
配
し
て
い
ま
す
。親
と

し
て
は
ア
ド
バ
イ
ス
し
か
で
き
ま
せ
ん
。自
分

の
望
む
仕
事
に
就
け
る
か
は
本
人
の
取
り
組

み
次
第
で
す
か
ら
、個
別
面
談
で
先
生
か
ら

言
わ
れ
た
こ
と
を
息
子
に
伝
え
て
意
識
を
変

え
て
い
き
た
い
で
す
ね
。ま
た
、中
部
大
学
に

は
う
ら
や
ま
し
い
く
ら
い
学
ぶ
環
境
が
整
っ
て

い
る
の
で
、息
子
に
は
各
施
設
や
キ
ャ
リ
ア
支

援
を
積
極
的
に
活
用
し
て
も
ら
い
た
い
で
す
。

　

初
め
て『
父
母
と
の
集
い
』に
参
加
し
て
、

学
生
の
将
来
を
考
え
、大
学
が
さ
ま
ざ
ま
な

取
り
組
み
や
支
援
の
機
会
を
設
け
て
く
だ

さ
っ
て
い
る
こ
と
を
実
感
し
ま
し
た
。現
在
の

就
職
活
動
に
つ
い
て
は
、親
の
私
も
知
ら
な
い

こ
と
ば
か
り
。来
年
の『
父
母
と
の
集
い
』で

は
、就
職
支
援
を
中
心
に
説
明
し
て
い
た
だ

け
る
よ
う
で
す
か
ら
、参
加
し
よ
う
と
考
え

て
い
ま
す
。児
童
教
育
に
つ
い
て
学
ぶ
息
子

は
、地
元
の
小
学
校
を
訪
問
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
に
取
り
組
ん
で
お
り
、そ
こ
で
の
出
来

事
が
家
庭
で
話
題
に
上
る
こ
と
も
少
な
く
あ

り
ま
せ
ん
。大
学
に
進
学
す
る
ま
で
、子
ど
も

好
き
で
教
師
を
目
指
し
て
い
る
と
は
知
ら
な

か
っ
た
た
め
、息
子
の
新
し
い一
面
に
驚
い
て
い

ま
す
。明
確
な
目
標
が
あ
り
、単
位
を
落
と

す
こ
と
な
く
頑
張
っ
て
い
る
よ
う
で
す
か
ら
、

親
と
し
て
手
助
け
で
き
る
こ
と
は
し
て
あ
げ

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

息
子
は
大
学
の
こ
と
に
つ
い
て
あ
ま
り
話

し
た
が
ら
な
い
の
で
、学
内
の
雰
囲
気
を
知
る

た
め
に『
父
母
と
の
集
い
』に
参
加
し
ま
し

た
。入
学
以
降
、自
ら
率
先
し
て
勉
強
や
レ

ポ
ー
ト
作
成
に
取
り
組
み
、成
績
に
も
そ
の

成
果
が
表
れ
る
ほ
ど
学
業
に
専
念
し
て
い
ま

す
。こ
の
ま
ま
勉
強
を
継
続
し
て
く
れ
れ
ば
、

親
と
し
て
は
安
心
で
す
。視
野
の
広
い
大
学
で

の
学
び
を
通
し
て
、さ
ま
ざ
ま
な
人
た
ち
と

触
れ
合
う
こ
と
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力

を
身
に
付
け
、社
会
に
通
用
す
る
人
材
に

な
っ
て
く
れ
た
ら
と
考
え
て
い
ま
す
。大
学
か

ら
の
就
職
に
関
す
る
説
明
を
聞
き
、ア
ル
バ
イ

ト
経
験
が
あ
る
と
就
職
活
動
で
は
有
利
に
働

く
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、企
業
が
そ
れ
ほ
ど

重
要
視
し
て
い
な
い
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

ま
た
、中
部
大
学
が
行
う
人
材
育
成
を
目
的

と
し
た
就
業
体
験「
報
酬
型
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
」は
非
常
に
良
い
取
り
組
み
で
す
か
ら
、よ

り
一
層
の
拡
充
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。

ま
だ
先
の
こ
と
で
は
あ
り
ま
す
が
、私
の
経

験
か
ら
も
就
職
す
る
な
ら
人
材
教
育
が
充

実
し
て
い
る
企
業
に
就
職
し
て
も
ら
い
た
い
で

す
ね
。私
た
ち
親
も
就
職
な
ど
に
つ
い
て
ア
ド

バ
イ
ス
で
き
る
よ
う
、来
年
の『
父
母
と
の
集

い
』に
は
個
別
面
談
の
予
約
を
し
て
臨
も
う

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

私
の
母
校
で
も
あ
る
中
部
大
学
で
学
ぶ
息

子
。正
直
、息
子
の
入
学
が
決
ま
っ
た
と
き
は

う
れ
し
か
っ
た
で
す
ね
。本
人
は
就
職
を
ま
だ

意
識
し
て
い
な
い
よ
う
で
す
が
、就
職
活
動
に

備
え
、家
庭
で
は
就
職
後
に
考
え
ら
れ
る
さ

ま
ざ
ま
な
事
柄
に
つ
い
て
話
を
し
て
い
ま
す
。

大
学
を
選
択
す
る
時
点
か
ら
、一
か
ら
順
を

追
っ
て
も
の
づ
く
り
が
で
き
る
地
元
の
企
業
へ

の
就
職
を
視
野
に
入
れ
て
い
ま
し
た
が
、現

在
の
製
造
業
は
中
小
企
業
で
も
海
外
に
製
造

拠
点
が
あ
り
ま
す
か
ら
、就
職
し
た
か
ら
と

い
っ
て
国
内
の
同
じ
勤
務
地
で
ず
っ
と
働
く
わ

け
で
は
な
い
こ
と
を
知
っ
た
息
子
は
、微
妙
な

反
応
を
し
て
い
ま
し
た（
笑
）。ま
た
、理
系
で

あ
れ
ば
大
学
院
へ
の
進
学
も
考
え
ら
れ
る
た

め
、家
庭
で
は
妻
も
含
め
て
話
し
合
い
を
し
て

い
ま
す
。大
卒
が
当
た
り
前
の
世
の
中
で
、近

頃
は
院
卒
も
増
え
て
き
て
い
ま
す
。し
か
し
、

大
学
院
を
卒
業
し
た
か
ら
と
い
っ
て
良
い
人

生
が
待
っ
て
い
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。私
の
勤

め
る
会
社
に
も
大
学
院
卒
業
者
が
入
社
し
ま

し
た
が
、か
な
り
苦
労
し
た
後
に
自
ら
辞
め

て
し
ま
い
ま
し
た
。そ
の
よ
う
な
現
実
も
息

子
に
は
話
す
よ
う
に
し
て
い
る
た
め
か
、息
子

も
積
極
的
に
話
を
聞
い
て
く
れ
ま
す
。就
職

も
大
切
で
す
が
、残
り
の
学
生
生
活
で
は
卒

業
後
も
長
く
付
き
合
え
る
親
友
を
作
っ
て
ほ

し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
が
通
う
大
学
に
こ
の
よ
う
な
機
会

が
な
い
と
な
か
な
か
来
な
い
か
な
と
思
い
、初

め
て『
父
母
と
の
集
い
』に
参
加
し
ま
し
た
。

ま
た
、就
職
す
る
か
大
学
院
へ
進
学
す
る
か

で
迷
っ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、そ
の
辺
り
も
気

に
な
っ
て
、事
前
に
申
し
込
ん
で
は
い
ま
せ
ん

で
し
た
が
、折
角
な
の
で
個
別
面
談
も
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。先
生
か
ら
は
、本
人
に

ま
か
せ
る
こ
と
が
大
事
と
い
う
お
話
で
、私
自

身
も
本
人
が
ど
う
す
る
か
を
考
え
て
決
め
る

の
が
い
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
か
ら
、そ
の
通
り

だ
と
共
感
。最
近
は
進
学
す
る
こ
と
に
傾
き

つ
つ
あ
り
、試
験
や
面
談
に
向
け
て
頑
張
っ
て

い
る
最
中
だ
と
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
日
、大
学
に
来
る
に
あ
た
っ
て
、息
子
が

“

学
食
は
ど
こ
そ
こ
が
お
い
し
い”

、と
か“

新

し
く
建
物
が
で
き
た
か
ら
行
っ
て
み
る
と
い

い
よ”

と
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。実
際
に
来
て

み
て
、と
て
も
い
い
環
境
で
過
ご
し
て
い
る
な

と
感
じ
ま
し
た
。息
子
に
は
、今
や
る
べ
き
こ

と
を
一
所
懸
命
や
れ
ば
い
い
と
常
日
頃
言
っ
て

い
ま
す
。で
も
、も
う
少
し
早
く
気
付
い
て
い

れ
ば
よ
か
っ
た
な
と
本
人
が
言
う
こ
と
も
あ

り
ま
す
。こ
ち
ら
も
言
っ
て
あ
げ
て
い
る
つ
も

り
で
す
が
、聞
く
側
に
も
そ
の
気
が
必
要
な

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。結
果
は
ど
う
あ
れ
、一

生
懸
命
に
取
り
組
む
こ
と
が
大
事
だ
と
思
っ

て
い
ま
す
。
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力
？

想
像
力
を
豊
か
に
、

新
た
な
企
画
を
立
案
し
た
い
か
ら
。

国
際
関
係
学
部 

国
際
文
化
学
科
4
年

島
田 
眞
三
子
さ
ん

想
像
力

社
会
人
に
な
っ
た
ら
一
人
暮
ら
し
を

し
て
み
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
が
、両

親
が
旅
行
で
家
に
い
な
か
っ
た
と
き
、

家
事
に
慣
れ
て
い
な
く
て
手
間
取
っ

て
し
ま
っ
た
か
ら
。お
母
さ
ん
は
す

ご
い
な
と
思
い
ま
し
た
。

応
用
生
物
学
部 

環
境
生
物
科
学
科
4
年

宮
﨑 

文
香
さ
ん

家
事
力

臨
床
実
習
中
な
の
で
、
積
極
的
に

自
ら
動
け
る
よ
う
に
な
り
た
い
。

心
の
中
で
思
っ
て
い
て
も
、
悩
ん
で

し
ま
っ
て
行
動
に
移
す
こ
と
が
苦

手
で
消
極
的
な
人
に
見
ら
れ
て
し

ま
う
か
ら
。

生
命
健
康
科
学
部 

理
学
療
法
学
科
4
年

小
林 

香
穂
さ
ん

能
動
力

優
柔
不
断
で
無
駄
な
時
間
を

過
ご
し
て
し
ま
う
か
ら
。

工
学
部 

都
市
建
設
工
学
科
1
年

黒
岩 

靖
義
さ
ん

決
断
力

野
球
を
し
て
い
て
エ
ラ
ー
が
多
い
の
で
、

守
備
力
を
つ
け
た
い
！

生
命
健
康
科
学
部 

ス
ポ
ー
ツ
保
健
医
療
学
科
1
年

曽
我 

航
平
さ
ん

守
備
力

中
部
大
生
に

聞
き
ま
し
た
！

今
、あ
な
た
が
   

欲
し
い
の
は
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今
号
の
特
集
で
も
取
り
上
げ
た「
不
言
実
行
館
」。育
て
る
人
材
像
は
、

「
自
学
力（
自
ら
学
ぶ
力
）」と「
人
間
力（
自
ら
考
え
生
き
る
力
）」

を
備
え
た“

あ
て
に
な
る
人
間”

で
す
。そ
こ
で
今
回
は
、学
生
の
皆

さ
ん
が
身
に
つ
け
た
い「
力
」に
つ
い
て
尋
ね
ま
し
た
。

保
護
者
の
皆
さ
ま
は
い
ま
、ど
ん
な
力
が
欲
し
い
で
す
か
？

こ
ん
な
意
見
も
あ
り
ま
し
た
！

持
久
力

何
事
も
諦
め
る
癖
が
つ
い
て
い
る
の
で
、

最
後
ま
で
や
り
き
る
力
が
欲
し
い
。

理
解
力

文
章
を
読
ん
で
理
解
す
る
の
に
時
間
が
掛
か
っ
た
り
、

意
味
を
間
違
え
て
受
け
止
め
て
し
ま
っ
た
り
す
る
の
で
。

脚 

力

電
車
で
立
つ
こ
と
が
多
く
、最
近
足
が
疲
れ
る
の
で
、

脚
を
鍛
え
た
い
。

知 

力

単
位
が
取
れ
な
さ
そ
う
だ
か
ら
…
。

変
化
力

変
化
に
対
応
し
て
い
く
力
を
つ
け
た
い
。

こ
の
先
、も
の
を
つ
く
る
に
あ
た
り
、

い
ろ
い
ろ
な
発
想
で
新
し
い
も
の
を

創
造
し
て
い
き
た
い
か
ら
。

工
学
部 

電
子
情
報
工
学
科
1
年

小
林 

誠
人
さ
ん

発
想
力

動
け
る
力
が
あ
れ
ば
、

い
ろ
い
ろ
な
人
と
つ
な
が
る
こ
と
が

で
き
る
か
ら
。

国
際
関
係
学
部 

国
際
関
係
学
科
3
年

近
藤 

海
斗
さ
ん

行
動
力

身
の
回
り
の
さ
ま
ざ
ま
な

仕
事
を
速
く
片
付
け
る
こ
と
で
、

よ
り
多
く
の
自
由
な
時
間
を

手
に
入
れ
ら
れ
る
か
ら
。

応
用
生
物
学
部 

応
用
生
物
化
学
科
4
年

豊
田 

悠
介
さ
ん

高
速
処
理
力

社
会
に
出
て
か
ら

必
要
だ
と
思
う
か
ら
。

生
命
健
康
科
学
部 
臨
床
工
学
科
2
年

秋
元 
理
沙
さ
ん

コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力

1位
集中力

5位
コミュニケーション力

2位
経済力 3位

忍耐力
4位
女子力

欲し
い力

TOP
5

持
続
力

体
力

財
力

肩
力

魅
力

パ
ン
チ
力

精
神
力

腕
力

空
気
読
む
力

表
現
力

説
明
能
力

日
本
語
力

語
彙
力

協
調
力

話
力

会
話
力

瞬
発
力

情
報
力

対
応
力

技
術
力

学
力
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本
会
開
会
に
あ
た
り
、は
じ
め
に
佐
藤
一
彦

会
長
が
挨
拶
さ
れ
、日
頃
の
後
援
会
事
業
へ

の
協
力
に
対
す
る
感
謝
を
述
べ
る
と
と
も

に
、平
成
26
年
度
に
お
こ
な
っ
た「
父
母
と
の

集
い
」の
参
加
状
況
や
、大
学
の
就
職
状
況
を

報
告
し
、あ
ら
た
め
て
会
員
の
皆
さ
ま
お
よ

び
先
生
方
へ
ご
支
援
を
お
願
い
さ
れ
ま
し
た
。

続
い
て
山
下
興
亜
学
長
が
、後
援
会
に
よ
る

大
学
へ
の
支
援
に
対
す
る
お
礼
と
と
も
に
、

大
学
の
近
況
報
告
と
し
て
、昨
年
度
の
就
職

率
や
新
設
さ
れ
た
不
言
実
行
館
の
概
要
、大

学
が
力
を
注
い
で
い
る
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
の
育

成
な
ど
に
つ
い
て
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、事
務
局
が
出
席
状
況
の
報
告
と

本
会
の
成
立
を
宣
言
し
、慣
例
に
よ
り
議
長

に
佐
藤
会
長
が
選
出
さ
れ
、各
議
案
の
審
議

へ
と
移
り
ま
し
た
。第
1
号
議
案「
平
成
26

年
度
事
業
報
告
」で
は
、学
内
企
業
説
明
会

へ
の
協
賛
等
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
の
実
施
概
要

を
報
告
。第
2
号
議
案
で
は
、「
平
成
26
年
度

決
算
報
告（
監
査
報
告
）」が
お
こ
な
わ
れ
、

皆
さ
ま
の
ご
理
解
を
も
っ
て
異
議
な
く
承
認

さ
れ
ま
し
た
。

　

第
3
号
議
案「
役
員
・
評
議
員
の
選
出
・
委

嘱
」で
は
、事
務
局
よ
り
藤
井
副
会
長
と
大

柳
監
査
の
任
期
満
了
に
伴
う
欠
員
が
報
告

さ
れ
、会
長
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
伊
藤
一
陽
氏
が

副
会
長
に
就
任
。監
査
に
は
事
務
局
よ
り
寺

嶋
敏
泰
氏
が
推
薦
さ
れ
、満
場
一
致
で
承
認

さ
れ
ま
し
た
。ま
た
、顧
問
に
は
飯
吉
総
長
を

は
じ
め
と
し
た
8
名
の
先
生
方
が
委
嘱
さ
れ

た
の
と
同
時
に
、会
則
に
則
り
、新
た
に
幹

事
・
評
議
員
が
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。そ
の
後
、

第
4
号
議
案
の「
平
成
27
年
度
事
業
計
画

案
」で
は
、学
生
に
対
す
る
助
成
と
し
て
、学

生
生
活
支
援
と
学
生
用
設
備
支
援
が
新
た

に
計
画
さ
れ
、第
5
号
議
案
の「
平
成
27
年

度
予
算
案
」と
と
も
に
審
議
さ
れ
、皆
さ
ま
の

拍
手
を
も
っ
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。す
べ
て
の

議
事
が
終
了
し
た
後
、山
下
学
長
か
ら
任
期

を
終
え
ら
れ
た
役
員
へ
記
念
品
が
贈
呈
さ

れ
、本
年
度
の
後
援
会
役
員
会
・
評
議
員
会

は
無
事
閉
会
し
ま
し
た
。

佐
藤
会
長
の
再
任
�

新
副
会
長
お
よ
び

新
監
査
が
決
定

平
成
26
年
度

後
援
会
事
業
報
告
・

決
算
報
告

平成27年5月16日（土）、ANAクラウンプラザホテルグランコート
名古屋にて、平成27年度中部大学後援会役員会・評議員会が開催
されました。役員、評議員の皆さまには大勢のご出席をいただき、
すべての議事が滞りなく終了したことをここにご報告いたします。

平成27年度 中部大学後援会

役員会・
評議員会

佐藤会長の挨拶でスタート。任期を終えた藤井氏と大柳氏へ、
山下学長から記念品が贈られました。

場所を移しておこなわれた懇親会の様子。
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■平成26年度 事業報告
月　日 事業概要

■平成27年度 事業計画

平成27年度計画

■平成26年度 収支報告書（平成26年4月1日から平成27年3月31日まで）

大学
大学
四日市
松本
大学
大学
浜松
岐阜
金沢

中部大学三浦幸平メモリアルホール
中部大学三浦幸平メモリアルホール
四日市都ホテル
ホテルモンターニュ松本
中部大学三浦幸平メモリアルホール
中部大学三浦幸平メモリアルホール
ホテルクラウンパレス浜松
岐阜グランドホテル
ホテル金沢

5月
6月
9月
10月
10月
10月
10月
11月
11月

10日
21日
27日
4日
11日
12日
19日
8日
15日

（土）
（土）
（土）
（土）
（土）
（日）
（日）
（土）
（土）

458名
642名
58名
21名
361名
361名
69名
105名
47名

会　場開催地 開催日 参加者

■「父母との集い」実施状況　参加者 2,122名

前年度繰越金
後援会会費

雑収入
収入合計

15,053,387
135,320,000

11,958
150,385,345

15,053,387
135,440,000

14,098
150,507,485

0
△120,000

△2,140
△122,140

科　目 予算額 決算額 差　異 摘　要

大学
大学
広島
富山
松本
岐阜
浜松
大学
大学
四日市

中部大学（就職活動支援：4年生対象）
中部大学（就職活動支援：3年生対象）
ホテルJALシティ広島
ホテルグランテラス富山
ホテルモンターニュ松本
岐阜グランドホテル
ホテルクラウンパレス浜松
中部大学（工･経･国：1・2年生対象）
中部大学（人･応･生･現：1・2年生対象）
四日市都ホテル

5月
6月
9月
9月
10月
10月
11月
11月
11月
12月

30日
20日
19日
26日
11日
25日
7日
14日
15日
12日

（土）
（土）
（土）
（土）
（日）
（日）
（土）
（土）
（日）
（土）

会　場開催地開催日

収入の部 単位（円）

科　目 予算額 決算額 差　異 摘　要

支出の部 単位（円）

■平成27年度 予算書（平成27年4月1日から平成28年3月31日まで）

（1）会議の開催
●役員会・評議員会及び懇親会
●大学の先生方との懇親会

（3）出版事業
●後援会会報「信頼」の刊行（全会員）

（2）「父母との集い」の開催

（1）教育・研究図書支援
（2）就職活動支援（学内企業説明会）

2.大学への助成

1.会員と大学との連絡をはかる事業

（1）課外活動への支援
（2）就職活動への支援
　　①学内企業説明会 ②就職支援対策 ③資格取得講座・就職対策試験検定料等の補助
（3）学生課外研究支援（チャレンジサイト活動）
（4）奨学支援
（5）学生生活支援（新規：修学サポート・学生相談支援、環境整備 等）
（6）学生用設備支援（臨時：不言実行館内コモンズセンター学生用PC寄贈）
（7）災害見舞金の給付

3.学生に対する助成

平
成
26
年

5月10日

5月16・19～23・
26・27日
5月17日

6月1日
6月21日

7月14・15・17・18日

8月1日

8月2日
9月27日～11月15日

10月27～31日

12月18日

2月12日
3月5・6・10～13・

16～18日

平
成
27
年

●就職活動支援のための「父母との集い」開催（4年生対象）
　出席者数458名／全体会、学部（学科）懇談会、個別面談（三浦幸平メモリアルホール他）
●「学内企業説明会」協賛（中部大学キャリア支援課主催）
　参加企業289社／学生参加者数1,327名（三浦幸平メモリアルホール）
●役員会・評議員会・懇親会（ANAクラウンプラザホテルグランコート名古屋）
　平成25年度事業報告、決算報告／役員、評議員改選／平成26年度事業計画、予算審議
●平成26年度「父母との集い」案内号発行、発送（全会員）
●就職活動支援のための「父母との集い」開催（3年生対象）
　出席者数642名／全体会、学部（学科）懇談会、個別面接（三浦幸平メモリアルホール他）
●「学内企業説明会」協賛（中部大学キャリア支援課主催）
　参加企業153社／学生参加者数419名（三浦幸平メモリアルホール）
●2013年度教育活動顕彰授賞式（スチューデントホール）
　後援会より、教育活動振興支援費として援助
　（教育活動優秀賞16名、教育活動特別賞1組織）
●中部大学後援会会報「信頼」第60号発行、発送（全会員）
●「父母との集い」開催
　四日市、松本、浜松、岐阜、金沢会場／全体会、個別面談
　大学会場／全体会、学内見学、学部（学科）説明会、個別面談
●「学内企業説明会」協賛（中部大学キャリア支援課主催）
　参加企業158社／学生参加者数287名（三浦幸平メモリアルホール）
●祝金贈呈（学長室） 弓道部 第58回東海学生弓道秋季リーグ戦男子優勝
　ハンドボール部 第57回高松宮記念杯全日本学生選手権大会優勝

●役員懇親会（キャッスルプラザ）
●「学内企業説明会」協賛（中部大学キャリア支援課主催）
　参加企業718社／学生参加者数8,482名（三浦幸平メモリアルホール）

資格取得講座・公務員講座補助　9講座　　  438名受講
就職対策試験検定料補助　　 　27種　　2,538名受講

平成26年度報告

助成金
記念事業寄付金
課外活動援助金

教育・研究協力費
就職活動援助金

学生研究支援金
奨学援助金
教育活動振興支援費
大学開学50周年
記念事業寄付

113,300,000
14,000,000
45,500,000

28,000,000
14,800,000

7,000,000
2,000,000
1,000,000
1,000,000

111,270,226
14,000,000
45,500,000

28,000,000
13,124,080

7,000,000
2,000,000
646,146
1,000,000

2,029,774
0
0

0
1,675,920

0
0

353,854
0

平成26年度新会員2,752名　
△複数在籍者 会費減免72名

預金利息

課外活動援助金、
スポーツ大会援助金、医療費、
ＮＰＯボランティア活動援助金

学内企業説明会、
各種講座援助、
就職対策試験検定援助

課外活動特別支援金
（弓道部、ハンドボール部）

チャレンジサイト協力金

教育活動顕彰制度に対する援助

事業費
地区別後援会費
会議費
印刷出版費
災害見舞金

24,200,000
12,000,000
4,000,000
7,200,000
1,000,000

20,895,023
10,367,820
3,323,323
7,203,880

0

3,304,977
1,632,180
676,677
△3,880

1,000,000

「父母との集い」会場費等

「信頼」作成費等 
役員会・評議員会、役員懇親会

事務費
通信運搬費
事務委託費
印刷費
消耗品費
旅費
租税公課
雑費

6,970,000
3,900,000
2,000,000
300,000
300,000
20,000

0
450,000

6,648,722
3,944,802
2,000,000
217,400
230,444

880
0

255,196

321,278
△44,802

0
82,600
69,556
19,120

0
194,804

事務担当者委託費
封筒等

弔電・供花、振込手数料等

コピー用紙、事務用品等
交通費
印紙代等

案内発送費等

積立金繰入額
定期預金預入

0
0

0
0

0
0

予備費 1,000,000 400,000 600,000

次年度繰越金 4,915,345 11,293,514 △6,378,169

支出合計 150,385,345 150,507,485 △122,140

前年度繰越金
後援会会費

積立金取崩収入

雑収入
合計

11,293,514
136,750,000

5,000,000

11,958
153,055,472

15,053,387
135,320,000

0

11,958
150,385,345

△3,759,873
1,430,000

5,000,000

0
2,670,127

科　目 予算額 前年度予算額 増　減 摘　要

収入の部 単位（円）

科　目 予算額 前年度予算額 増　減 摘　要

支出の部 単位（円）

助成金
記念事業寄付金
課外活動支援金

教育・研究図書支援金

就職活動支援金

学生課外研究支援金
奨学支援金
教育活動振興支援金
大学開学50周年
記念事業寄付
学生生活支援金
（新規）
学生用設備支援金
（臨時）

119,000,000
4,000,000
45,000,000

28,000,000

15,000,000

7,000,000
2,000,000
1,000,000

0

12,000,000

5,000,000

113,300,000
14,000,000
45,500,000

28,000,000

14,800,000

7,000,000
2,000,000
1,000,000
1,000,000

0

0

5,700,000
△10,000,000
△500,000

0

200,000

0
0
0

△1,000,000

12,000,000

5,000,000

新会員2,768名×@50,000、
編入会員6名×＠25,000
△複数在籍者 会費減免
60名×＠30,000
不言実行館内「コモンズセンター」への
学生用PC寄贈費用
預金利息

課外活動費、
NPOボランティア活動費、医療費 等

学内企業説明会、就職支援対策費、
各種講座費用補助、
就職対策検定料補助
「チャレンジサイト」活動への支援
貸費奨学金制度への支援
教育活動顕彰制度に対する支援

修学サポート・学生相談支援、
環境整備 等

不言実行館内「コモンズセンター」への
学生用PC 40台寄贈

記念事業への積立

教育・研究に係る図書整備に
対する支援

事業費
地区別後援会費
会議費
印刷出版費
災害見舞金

24,200,000
12,000,000
4,000,000
7,200,000
1,000,000

24,200,000
12,000,000
4,000,000
7,200,000
1,000,000

0
0
0
0
0

「父母との集い」会場費・運営費 等

後援会報「信頼」作成費 等
役員会・評議員会、役員懇親会

事務費
通信運搬費
事務委託費
印刷費
消耗品費
旅費
租税公課
雑費

7,270,000
4,200,000
2,000,000
300,000
300,000
20,000

0
450,000

6,970,000
3,900,000
2,000,000
300,000
300,000
20,000

0
450,000

300,000
300,000

0
0
0
0
0
0

事務担当者委託費
封筒等

弔電・供花、振込手数料、
オープンカレッジ補助 等

コピー用紙、事務用品 等
交通費
印紙代等

後援会報、案内発送費 等

積立金繰入 0 0 0
予備費 1,000,000 1,000,000 0
次年度繰越金 1,585,472 4,915,345 △3,329,873

合計 153,055,472 150,385,345 2,670,127



佐藤　一彦

関谷　和宏
伊藤　一陽

乾　　高章
小澤　寿広
寺嶋　敏泰

村瀬　満俊
中根　志郎
伊藤　寿規
安藤　達也
田中　康司
岡田　裕吉
加藤　幸平
戸川比佐夫
　賀　幸治
奥山　正一
武藤　和成
長沼　　兼
古池　邦彦
上平　俊通
髙田　　諭
池ノ谷 真 二
岡本　博昭
美濃島　馨
永田　　孝
高原　宏彰
森　　重人
角田　　茂
杉山　正幸
小島　保彦
小椋　浩二
小笠　昌宣
市原　裕司
森山　行良
坂口　直宏
中野　憲二
小倉　浩靖
髙田　芳紀
溝口　直樹

山田　利康
髙木　幸典
平光　雅明
森　信一郎
伊藤　和義
加藤　道夫
古田　光延
矢代　浩一
三船　正雄
下村　　忠
榊　　正弘
里中　英雄
岡野　　誠
小林　滋弘
東野　昌宏
鈴木　敬二
西田　裕幸
加藤　光男
澤田　和彦
熊井　俊哉
加藤　裕治
奈良　　章
佐野　孝之
水野　淑治
宮部　賢正
花枝　直樹
加茂　義浩
熊谷友佳子
本多俊太郎
松山　弘和
住田幸季彦
関　　利春
小方　弘成
倉田　和夫

後藤　一彦
土屋　紀泰
吉田　正法
神谷　太郎
加藤　久也
安江　　晃
墨田　利孝
羽澄　直樹
飯伏多喜雄
江口　邦仁
吉沢　和義
原田　啓吏
纐纈　博仁
和田　　章
成瀬　　司
恒川　雅重
駒田　英之
中野　史朗
島﨑　健二
佐藤　泰浩
井上　恵介
浅井　慶生
松永　哲一
前山　佳紀
渡辺　達也
森　　慎一
立松　　聡
川手　孝浩
細野　秀信
杉山　和永
立松　敬朗
水谷　俊春
柴田　徳次
髙橋　　登

梅村　兼雄
小川　浩一
榊原　郁恵
祝　　靖彦
加瀬　清司
安田　明弘
斎藤　鋼樹
牧野　泰広
飯沼　良浩
長尾　昌和
杉村純一朗

石黒　信男
纐纈　雄治
太田　敦之
橋本　勝洋
永田　貴司
榊原　正樹
木下　京司
上田　　宏
入谷　貴也
福盛　正和
金﨑登士巳
山﨑美知男
三宅　敏広
林　　　勝
柳生　高之
林　　幸広
横地　秀行
大矢　康博
伊藤　彰浩
佐渡　直隆
渡邉　孝文
赤尾　忠則

長﨑　隆之
村瀬　政信
鈴木　正志
野々垣　学
渋谷　昌秀
堀辺　克彦
鷹見　偉之
新實美津子
近藤　秀徳
進士　　巧
柴田　憲助
福永　智司
柏木　博喜
東松　正雄
井上　光司
神田　永吉
加藤　高明
渡邉　義昌
酒井　政人
河野　孝司
水野　高芳
瀬戸口善行
中川　　太
守屋　文博
河原林伸平
池之上　博
小池　新治
安藤　大二
髙柳　雄二
山口　勝彦
吉澤　敏弘
小出　真二
柴田　昌人
長縄　和彦

平成27年度中部大学後援会役員・評議員

本会は中部大学後援会と称する。

本会の事務局は中部大学内におく。

本会は中部大学に協力し、大学を後援することを目的とする。

本会は前条の目的を達するために、次に掲げる事業を行う。  
（1）大学の教育、研究及び施設設備の拡充
（2）学生の就職斡旋活動に関する援助
（3）大学と父母との連絡・会報の発行
（4）学生の福利厚生・奨学金援助          
（5）学生の課外教育活動育成に必要な事業・援助
（6）その他本会の目的達成に必要な事業

本会は次の会員をもって組織する。
正会員    中部大学学生の父母
賛助会員  本会の趣旨に賛助する者

本会に次の役員をおく。
会  長 1名／副会長 2名／幹  事 各学科若干名  
監  査 3名／顧  問 若干名

会長、監査は評議員会において会員のうちから選出する。
副会長、幹事は会員のうちから会長が委嘱する。
顧問は役員会の議を経て会長が委嘱する。

役員の任務は次のとおりとする。
会長は会務を総理し、本会を代表する。
副会長は会長を補佐し、会長の事故あるときはその職務を代行する。
幹事は会長の指示を受け、会務を行う。
監査は本会の事業及び会計の監査にあたる。
顧問は本会の重要事項について会長の諮問に応じ又は助言する。

役員の任期は1年とする。ただし、重任を妨げない。
役員は任期満了後でも、後任の役員が選出されるまでは、なおその職務を行う。

役員会は役員をもって組織し、会長が招集する。
役員会は次の事項を審議決定する。
（1）事業計画に関する事項（2）予算に関する事項
（3）決算に関する事項（4）その他会長が必要と認める重要事項
役員会は役員総数の過半数の出席（委任状を含む）をもって成立し、
議事は出席者の過半数によって決定する。

（ 1 ）この会則は昭和42年4月13日から施行する。
（ 2 ）この会の運用について必要な細則は役員会において別に定める。
（ 3 ）昭和43年  4月12日      一部改正
（ 4 ）昭和45年  4月  8日      一部改正
（ 5 ）昭和46年  4月  8日      一部改正
（ 6 ）昭和48年  4月  8日      一部改正
（ 7 ）昭和50年  4月  7日      一部改正
（ 8 ）昭和50年12月20日      一部改正
（ 9 ）昭和59年  4月  1日      一部改正
（10）昭和61年  4月  1日      一部改正
（11）昭和62年  4月  1日      一部改正
（12）平成12年  5月27日      一部改正

第 1 条

第 2 条

第 3 条

第 4 条

第 5 条

第 6 条

第 7 条
2
3

第 8 条

第 9 条
2

第10条
2

3

本会に評議員会をおき、評議員をもって組織する。
評議員会は毎年1回会長が招集し、次の事項を取り扱うものとする。
（1）事業計画の承認（2）予算、決算の承認
（3）会長及び監査の選出（4）会則の改正
（5）その他役員会において重要と認める事項
臨時評議員会は、必要に応じて会長が招集する。
評議員会は、評議員総数の過半数の出席（委任状を含む）をもって成立し、
議事は過半数の同意によって決定する。
評議員会は会員のうちから別に定める定数基準によって会長が委嘱する。
評議員の任期は2年とする。ただし再任を妨げない。

本会の経費は会費及び寄付金をもってあてる。
正会員の会費は50,000円とし、子女入学の際に納入する。
賛助会員の会費は、50,000円以上とし、入会の際に納入する。

本会の会計年度は毎年4月1日に始まり、翌年3月31日に終わる。

本会の事務局は、庶務、会計の事務にあたる。

本会に地方支部をおくことができる。

第11条
2

3
4

5
6

第12条
2
3

第13条

第14条

第15条

副会長

監　査

幹　事

評議員

中部大学後援会会則

［附　則］

池田　克己
加藤　真人
岩田　宗夫
遠藤　友俊
大水　和弘
石田　雄幸
小木曽直浩
下妻　　隆
野々山千春
足立　武仁
望月　宏一
真野　鐘治
植田　和彦
近藤　正意
武儀山武士
大橋　久志
毛受　光明
早瀬　　隆
横田　義男
安藤　一也
松倉　良典
片出　　司
川野　美保
加藤　勝典
岩田　富男
山崎　浩明
中島　康彦
藤田　健次
富井　信明
篭橋　雅樹
佐藤　博文
大井田　潤
大角　隆治
千種　宏幸

小林　達也
細井　昭良
春日井清隆
天木　幸一
高原　裕志
髙橋　憲一
明星　一彦
江本　篤夫
天野　秀彦
西田　哲哉
眞浦　秀雄
天見　晴雄
谷　　典子
山田　淑子
横井　　功
小木曽好洋
橋本　佳浩
嶋　　稔彦
土屋　浩司
石田　琢也
服部　正巳
塚田　耕二
文本　清貴
中島　裕司
山口　弘和
丹羽　　功会　長

■顧　問
［総長］
飯吉　厚夫

［学長］
山下   興亜

［副学長］
太田　明徳

  学監、
  学生教育推進機構 
  機構長、
  学生教育推進機構 
  副機構長（教務部長）
足達　義則

  学生教育推進機構
  副機構長（学生部長）
栗濱　忠司

  学生教育推進機構
  副機構長（キャリア部長）
宮本　順一

［法人本部長］
大西　信之

  大学事務局長・
  後援会事務局長
川尻　則夫
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中部大学では年間を通してさまざまな行事が開催されています。
この1年間に開催された行事の中から、いくつかをピックアップし、
行事内容や当日の様子について写真とともに紹介します。

YEAR ALBUM

学
生
が
考
え
る
中
部
大
学
の
将
来
像

中
部
大
学
開
学
50
周
年
記
念

「
学
生
よ
、夢
を
語
れ
！

  

〜
ま
だ
見
ぬ
1
0
0
周
年
に
向
け
て
〜
」

7
学
部
の
代
表
学
生
が
50
年
後
の
中
部
大
学

像
に
つ
い
て
自
由
に
発
表
し
、審
査
員
に
よ
る
評

価
を
競
い
合
い
ま
し
た
。さ
ら
に
、「
私
が
50
年
後

の
中
部
大
学
長
に
就
任
し
た
ら
」を
題
目
に
マ
ニ

フ
ェ
ス
ト
ポ
ス
タ
ー
を
発
表
し
、一
番
学
長
に
な
っ

て
ほ
し
い
学
生
を
決
め
る
選
挙
大
会
も
行
わ
れ

ま
し
た
。選
考
の
結
果
、経
営
情
報
学
部
が
最
高

得
点
を
獲
得
し
ま
し
た
が
、ど
の
学
部
も
引
け

を
取
ら
な
い
素
晴
ら
し
い
発
表
と
な
り
ま
し
た
。

開
学
50
周
年
を
盛
大
に
祝
う

中
部
大
学
開
学
50
周
年

記
念
式
典
、講
演
会
、祝
賀
会

中
部
大
学
開
学
50
周
年
記
念
式
典

が
三
浦
幸
平
メ
モ
リ
ア
ル
ホ
ー
ル
で
開

催
さ
れ
、大
学
関
係
者
ら
6
5
6
人

が
参
加
し
ま
し
た
。記
念
講
演
会
で

は
松
沢
哲
郎
氏（
京
都
大
学
霊
長
類

研
究
所 

教
授
）を
講
師
に
迎
え
、「
想

像
す
る
ち
か
ら
：
チ
ン
パ
ン
ジ
ー
が
教

え
て
く
れ
た
人
間
の
心
」を
テ
ー
マ
に

講
演
を
行
い
ま
し
た
。そ
の
後
、体
育

館
・
講
堂
に
会
場
を
移
し
て
記
念
祝

賀
会
が
開
催
さ
れ
、参
加
者
ら
は
開

学
50
周
年
を
祝
い
な
が
ら
親
睦
を
深

め
ま
し
た
。

さ
ら
な
る
大
学
教
育
の
発
展
を
目
指
し
て

2
0
1
3
年
度

中
部
大
学
教
育
活
動
顕
彰
授
賞
式

2
0
0
8
年
度
に
始
ま
っ
た
新
た
な

「
教
育
活
動
顕
彰
制
度
」
の
も
と
、

2
0
1
3
年
度
教
育
活
動
優
秀
賞
16

人
お
よ
び
教
育
活
動
特
別
賞
1
組
織

が
決
定
し
、授
賞
式
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。山
下
興
亜
学
長
か
ら
受
賞
者
に
お

祝
い
と
激
励
の
あ
い
さ
つ
が
あ
り
、受
賞

者
一
人
ひ
と
り
に
記
念
の
楯
が
贈
ら
れ

ま
し
た
。ま
た
、後
援
会
か
ら
受
賞
者
の

先
生
方
に
教
育
活
動
振
興
支
援
金
が

贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

毎
年
賑
わ
う
学
生
主
体
の
メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト

第
51
回 

中
部
大
学
祭

今
年
の
大
学
祭
の
テ
ー
マ
は「
挑

戦
！！
〜
50
年
後
も
輝
き
続
け
る

た
め
に
〜
」。初
日
は
あ
い
に
く
の

雨
模
様
と
な
り
、大
学
祭
の
目
玉

で
も
あ
る
伝
統
の
8
時
間
自
転

車
耐
久
レ
ー
ス
は
中
止
に
な
り
ま

し
た
が
、さ
ま
ざ
ま
な
企
画
や
模

擬
店
な
ど
を
楽
し
む
多
く
の
来

場
者
で
賑
わ
い
ま
し
た
。毎
年
恒

例
の
有
名
人
を
招
い
た
ラ
イ
ブ
で

は
、3
人
組
音
楽
ユ
ニ
ッ
ト「
ケ
ラ

ケ
ラ
」に
よ
る
音
楽
演
奏
が
行
わ

れ
、ポ
ッ
プ
な
メ
ロ
デ
ィ
ー
で
会
場

を
大
い
に
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

11/1～3

11/211/5

8/1

2014.7

2015.6
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素
晴
ら
し
い
演
出
と
演
奏
に
鳴
り
や
ま
な
い
拍
手

中
部
大
学
開
学
50
周
年
記
念 

第
11
回
中
部
大
学
音
楽
祭

春
日
井
市
民
会
館
で
中
部
大
学
開
学
50
周

年
記
念 

第
11
回
中
部
大
学
音
楽
祭
を
開

催
し
、8
7
1
人
の
聴
衆
が
来
場
し
ま
し

た
。管
弦
楽
団
の
演
奏
か
ら
始
ま
り
、シ
ン

フ
ォ
ニ
ッ
ク
バ
ン
ド
、マ
ン
ド
リ
ン
ク
ラ
ブ
、混

声
合
唱
団
、ナ
チ
ュ
ラ
ル
サ
ウ
ン
ズ
・
ジ
ャ
ズ
・

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
な
ど
が
日
頃
の
練
習
成
果
を

披
露
。ま
た
、賛
助
出
演
の
伊
藤
直
子（
フ

ル
ー
ト
）、Frazee E

ric A
m
brose

（
オ
ー

ボ
エ
）、水
村
さ
お
り（
ピ
ア
ノ
）に
よ
る
演
奏

に
会
場
は
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。音

楽
祭
終
了
後
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
N
P
O
セ
ン

タ
ー
の
学
生
ら
が
会
場
出
口
で
東
日
本
大

震
災
の
被
災
地
支
援
へ
の
募
金
を
呼
び
か

け
、心
温
ま
る
募
金
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

11/30

春
日
井
か
ら
世
界
で
通
用
す
る
人
材
を

中
部
大
学
開
学
50
周
年
記
念

第
2
回 

学
術
協
定
大
学
の

学
長
に
よ
る
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム

学
術
協
定
大
学
9
校
の
学
長
を
招
き
、中
部
大
学
開

学
50
周
年
記
念 
第
2
回 

学
術
協
定
大
学
の
学
長
に

よ
る
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム 
「
大
学
に
お
け
る
グ
ロ
ー
バ
ル
人

材
の
育
成
と
国
際
協
力
」を
開
催
し
、グ
ロ
ー
バ
ル
人

材
育
成
に
お
け
る
大
学
教
育
の
役
割
と
将
来
の
国
際

協
力
の
あ
り
方
を
協
議
し

ま
し
た
。教
育
と
研
究
の
重

要
性
を
認
識
し
、グ
ロ
ー
バ

ル
H
U
B
大
学
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク（
G-

H
U
B
）構
築
に

向
け
て
連
携
し
て
い
く
と
す

る「
春
日
井
宣
言
」が
採
択

さ
れ
ま
し
た
。

11/6

フルート、ピアノ、オーボエによる異色のトリオ演奏。 ミュージカル「リトルマーメイド」を披露した「混声合唱団」。

魅惑の音色で会場を包んだ「マンドリンクラブ」。聴覚と視覚で楽しませる「中部大学シンフォニックバンド」によるドリルステージ。

爽快なリズムで聴衆を楽しませた「軽音楽部」。
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日
本
の
伝
統「
餅
つ
き
」で

親
睦
を
深
め
る

学
生
寮
餅
つ
き
大
会

中
部
大
学
の
敷
地
内
に
あ
る
学
生
寮

と
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ハ
ウ
ス（
留
学

生
寮
）に
住
む
学
生
た
ち
の
親
睦
を

図
る
こ
と
を
目
的
に
、学
生
寮
で
餅
つ

き
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。初
め
て
体

験
す
る
学
生
が
多
く
、不
慣
れ
な
様

子
で
し
た
が
、つ
き
た
て
の
お
餅
を
頬

張
っ
て
、年
末
の
恒
例
行
事
を
楽
し
み

ま
し
た
。

12/17

50
周
年
を
飾
る
見
事
な
ハ
ー
モ
ニ
ー

中
部
大
学
開
学

50
周
年
記
念
コ
ン
サ
ー
ト

3/1

学
内
で
新
た
な
門
出
を
祝
う

成
人
を
祝
う
会

三
浦
幸
平
メ
モ
リ
ア
ル
ホ
ー
ル
に
て「
平
成

26
年
度
成
人
を
祝
う
会
」が
開
催
さ
れ
、

大
学
で
成
人
を
迎
え
る
学
生
2
5
4
4

人
の
う
ち
、約
3
6
0
人
の
学
生
が
会
に

参
加
し
ま
し
た
。山
下
興
亜
学
長
が
お
祝

い
の
言
葉
を
述
べ
、新
成
人
を
激
励
し
ま

し
た
。出
席
者
代
表
の
学
生
た
ち
が
記
念

品
を
受
け
取
り
、お
礼
の
言
葉
を
述
べ
た

後
、壇
上
に
用
意
さ
れ
た
燭
台
へ
点
灯
が

行
わ
れ
ま
し
た
。そ
の
後
、能
楽
師 

久
田

勘
鷗
氏
に
よ
る
記
念
講
演
が
行
わ
れ
、

「
能
へ
の
誘
い
」を
テ
ー
マ
に
、お
祝
い
事
の

際
に
披
露
さ
れ
る
と
い
う
舞
囃
子「
養
老
」

と「
猩
々
」の
2
つ
の
曲
目
が
解
説
を
交
え

な
が
ら
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

愛
知
県
芸
術
劇
場
コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル
で
中
部

大
学
開
学
50
周
年
記
念
コ
ン
サ
ー
ト
が
開
催
さ

れ
、1
4
2
8
人
が
来
場
し
ま
し
た
。指
揮
は

藤
岡
幸
夫
氏（
関
西
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
管
弦
楽

団
首
席
指
揮
者
）、演
奏
は
学
生
、卒
業
生
、教

職
員
、プ
ロ
の
演
奏
者
が
一
体
と
な
っ
た
中
部

大
学
管
弦
楽
団
。開
学
50
周
年
記
念
に
相
応

し
い
迫
力
あ
る
演
奏
と
美
し
い
音
色
に
参
加
者

は
終
始
聴
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

1/9

就
職
活
動
の
本
格
ス
タ
ー
ト

学
内
企
業
説
明
会

キ
ャ
リ
ア
支
援
課
が
主
催
で
後
援
会
や
幸
友
会
と

も
連
携
し
、就
職
活
動
の
本
格
ス
タ
ー
ト
と
し
て

開
催
し
て
い
る
学
内
企
業
説
明
会
。今
年
も
期
間

中
に
7
0
0
社
余
り
が
参
加
し
、中
部
大
生
の
採

用
を
希
望
す
る
企
業
と
学
生
が
直
接
交
流
で
き

る
絶
好
の
機
会
と
な

り
ま
し
た
。毎
年
、就

職
内
定
者
の
約
3
割

が
こ
の
説
明
会
参
加

企
業
へ
就
職
を
決
め

る
な
ど
、内
定
を
つ

か
む
重
要
な
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
1
つ
に
な
っ
て

い
ま
す
。

3/5～18

よ
う
ろ
う

し
ょ
う
じ
ょ
う
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あ
て
に
な
る
人
間
と
し
て
社
会
へ
旅
立
つ

平
成
26
年
度 

中
部
大
学
・
中
部
大
学
大
学
院

学
位
記
授
与
式

平
成
26
年
度
学
位
記
授
与
式
と

大
学
院
学
位
記
授
与
式
が
行
わ

れ
、学
部
生
2
1
2
0
人
、大

学
院
生
1
2
3
人（
内
博
士
10

人
）が
卒
業
し
ま
し
た
。山
下
興

亜
学
長
か
ら
各
学
部
の
代
表
者

に
学
位
記
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

山
下
学
長
に
よ
る
告
辞
の
後
、

卒
業
生
代
表
が
謝
辞
を
述
べ
、

最
後
に
全
員
で
校
歌
斉
唱
を
し

て
式
を
終
え
ま
し
た
。

3/23

学
友
の
応
援
と
歓
声
が

飛
び
交
う
熱
い
一
日

全
学
学
科
対
抗

ス
ポ
ー
ツ
大
会

7
学
部
30
学
科
の
学
生
と
教
職
員
合
わ
せ
て

約
3
0
0
0
人
が
参
加
し
た
第
13
回
大
会
。

今
回
か
ら
輪
投
げ
が
種
目
に
加
わ
り
、教
職
員

が
出
場
し
ま
し
た
。ま
た
、
長
縄
跳
び
で
は

1
8
8
回（
ス
ポ
ー
ツ
保
健
医
療
学
科
）の
新

記
録
も
。全
6
種
目
の
熱
戦
の
模
様
は
、放
送

研
究
会（
チ
ュ
ー
テ
レ
）に
よ
り
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

で
生
中
継
さ
れ
ま
し
た
。

6/10

新
た
な
学
生
生
活
の
幕
開
け

平
成
27
年
度 

入
学
式

あ
い
に
く
の
雨
の
中
、学
部
入

学
生
と
3
年
次
編
入
学
生
を

合
わ
せ
た
2
7
7
6
人
を
迎

え
、入
学
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

開
式
の
辞
、国
歌
斉
唱
の
後
、

山
下
興
亜
学
長
が
入
学
許
可

宣
言
を
行
い
、告
辞
を
述
べ
ま

し
た
。続
い
て
新
入
生
代
表
が

宣
誓
し
た
後
、各
学
部
の
代
表

者
が
学
部
長
の
前
で
そ
れ
ぞ
れ

入
学
宣
誓
簿
に
署
名
、全
員
で
校
歌
を
斉
唱
し
て
式
は
終
了
。そ

の
後
に
行
わ
れ
た
大
学
院
の
入
学
式
に
は
、博
士
前
期
課
程
と

博
士
後
期
課
程
の
総
計
1
2
6
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

4/1

グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
を
目
指
し
て

海
外
短
期
研
修
・
派
遣
留
学 

帰
国
報
告
会

2
0
1
4
年
度
に
海

外
研
修
お
よ
び
派
遣

留
学
に
参
加
し
た
30

人
に
よ
る
帰
国
報
告

会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

参
加
学
生
が
、海
外
で

体
験
し
、学
ん
だ
こ
と

に
つ
い
て
各
グ
ル
ー
プ

10
分
程
度
の
パ
ワ
ー
ポ

イ
ン
ト
を
使
っ
た
プ
レ

ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
報
告

を
行
い
ま
し
た
。

4/28

被
災
さ
れ
た
方
々
へ
思
い
を
込
め
て

ネ
パ
ー
ル
大
地
震

被
災
地
支
援
募
金
活
動

4
月
25
日
と
5
月
12
日
に

ネ
パ
ー
ル
の
カ
ト
マ
ン
ズ
近

郊
で
発
生
し
た
巨
大
地
震

に
よ
る
深
刻
な
被
害
状
況

を
受
け
、中
部
大
学
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
・
N
P
O
セ
ン

タ
ー
の
学
生
と
ネ
パ
ー
ル
か

ら
の
留
学
生
が
募
金
活
動

を
実
施
。5
月
11
日
か
ら

1
週
間
、キ
ャ
ン
パ
ス
の
メ

イ
ン
ス
ト
リ
ー
ト
で
学
生
へ

募
金
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

5/11～15

スポーツ保健医療学科
理学療法学科
生命医科学科

優勝
第2位
第3位

大会総合結果

●リレー男子

●リレー女子

●長縄跳び

●Tug of War sport（綱引き）

●アジャタ競技（玉入れ）

●輪投げ（教職員）

競技種目5連覇
達成
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オープンカレッジ聴講生募集。

講義期間
春学期：4月～7月
秋学期：9月～1月

講義回数 週1回（約4ヵ月間）14～15回

お問い合わせ

お電話にてお問い合わせください。

聴講料 1科目10,000円
※後援会会員とその配偶者の方は5,000円となります。

登録料 5,000円（初回のみ）
※後援会会員の方は無料となります。

TEL.0568-51-4392（直通） 
〈エクステンションセンター〉

オープンカレッジ

地域の皆さまに大学の講義をオープンカレッジとして開放してい
ます。その数、約150科目。中部大学の選りすぐりの講義を大学
生と一緒に受講してみませんか？学生食堂や図書館、駐車場
（登録制）、スクールバス（有料）もご利用いただけます。

中部大学　エクステンション　公開講座

四季折々の魅力を満喫できます。

新穂高山荘

新穂高山荘は、新穂高温泉郷のほぼ中央に位置する絶好の
ロケーションが魅力です。スケールの大きい雄大な山岳美と新
緑・紅葉の美しさは、まさに自然の宝庫。渓流にそった
16,000m2の敷地には、24時間利用可能な石造りの露天風
呂を備えた温泉施設もあります。学生、教職員、卒業生とそのご
家族の厚生施設として利用され、もちろん在学生のご家族もご
利用いただけます。お申込みは後援会事務局まで。

附属三浦記念図書館

民族資料博物館

施設利用＆イベント開催のご案内
多彩な設備を完備し、教養を深める知的資産の提供や生涯学習などをおこなっている中部大学。

開かれた総合大学をぜひご活用ください。

Information

1年間の練習の成果を存分に発揮。

中部大学音楽祭

多種多様な学術情報を提供。

附属三浦記念図書館/
民族資料博物館

地下2階、地上3階建ての建物に、約47万冊の蔵書冊数を
誇る「知の宝庫」。大学全体では約64万冊を蔵書しています。
視聴覚資料も整備され、音楽・語学用のCDやDVDを、専用
ブースで楽しめます。また、同館2階には、国際関係学部の
研究者らが研究の一環として集めた国際色豊かな資料を展
示する「民族資料博物館」もあります。保護者の皆さまにも
ご利用いただけます。

第11回目を迎えた昨年の音楽祭は、中部大学開学50周年記
念と銘打って、地元の春日井市民会館で開催されました。本学
の音楽系クラブ5団体は、仲間と切磋琢磨して高めた技術、楽し
んでいただけるよう工夫を凝らした演出など、日頃の練習の成果
を発揮し、周年記念のお祝いにふさわしい演奏を披露しました。
次回、第12回目は、平成27年11月29日（日）に開催します。
詳細は、決定次第ホームページで公開いたします。
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素敵な仲間が集う広大なキャンパスには、
まぶしいほどキラキラ輝く
笑顔がありました。
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中部大学開学50周年を、
全学を挙げて祝いました。

1964年に中部工業大学として出発した中部大学。

2014年度のすべての行事を開学50周年を祝うための記念行事と位置付けて、

全学を挙げて取り組みました。

2
0
1
4
年
11
月
5
日
、中
部
大
学
は
開
学
50
年
目
の
記
念
す
べ
き
式

典
の
日
を
迎
え
ま
し
た
。山
下
興
亜
学
長
が
、50
年
の
歩
み
を
通
し
て
、

多
く
の
皆
様
か
ら
い
た
だ
い
た
ご
支
援
へ
の
深
い
感
謝
と
、今
後
も
社
会
か

ら
あ
て
に
さ
れ
る
有
為
な
人
材
を
継
続
的
に
輩
出
し
て
い
く
と
式
辞
を

述
べ
ら
れ
ま
し
た
。そ
の
後
、文
部
科
学
副
大
臣（
代
理
：
文
部
科
学
省
高

等
教
育
局
私
学
部
長
）、愛
知
県
知
事
、日
本
私
立
学
校
振
興
・
共
済
事

業
団
理
事
長
、春
日
井
市
長
等
、多
く
の
方
か
ら
祝
辞
を
頂
き
ま
し
た
。

開
学
50
周
年
記
念
式
典
を
挙
行
。

2
0
1
5
年
3
月
1
日
、愛
知
県
芸
術
劇
場
コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル
で

開
学
50
周
年
記
念
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
し
ま
し
た
。関
西
フ
ィ
ル
ハ
ー

モ
ニ
ー
管
弦
楽
団
首
席
指
揮
者
の
藤
岡
幸
夫
氏
の
指
揮
で
、中
部
大

学
管
弦
楽
団
が
演
奏
。ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
の
安
田
理
沙
さ
ん
、チ
ェ
ロ
の
佐

藤
晴
真
さ
ん
、ピ
ア
ノ
の
水
村
さ
お
り
准
教
授
が
加
わ
り
、素
晴
ら
し

い
ハ
ー
モ
ニ
ー
を
奏
で
ま
し
た
。ま
た
、開
学
50
周
年
を
祝
う
に
ふ
さ
わ

し
い「
中
部
大
学
祝
典
序
曲
」が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

記
念
コ
ン
サ
ー
ト
で
来
場
者
を
魅
了
。

〈
演
目
〉

西
澤 

健
一

サ
ラ
サ
ー
テ

ド
ヴ
ォ
ル
ザ
ー
ク

エ
ル
ガ
ー

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン

中
部
大
学
祝
典
序
曲（
委
嘱
新
作
）

カ
ル
メ
ン
幻
想
曲
／
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
独
奏
：
安
田 

理
沙

ロ
ン
ド
作
品
94
、森
の
静
け
さ
作
品
68-

5
／
チ
ェ
ロ
独
奏
：
佐
藤 

晴
真

威
風
堂
々
第
1
番

ピ
ア
ノ
協
奏
曲
第
5
番
作
品
73「
皇
帝
」／
ピ
ア
ノ
独
奏
：
水
村 

さ
お
り

N EWS &TOPICS 1
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※2016年4月 既存の学科を統合し開設。

来春、経営情報学部と国際関係学部が
生まれ変わります。

経営情報学部と国際関係学部は、それぞれの3学科を1学科に統合。

すべての学生が総合的な基礎知識を身につけた上で、

興味や進路に合わせて専門分野をカスタマイズして学ぶ「テーラーメイド教育」が実現します。

学
生
一
人
ひ
と
り
の
意
欲
や
夢
を
大
切
に
し
た
い
。そ
の
思
い
を
形
に
す

る「
テ
ー
ラ
ー
メ
イ
ド
教
育
」を
、経
営
情
報
学
部
経
営
総
合
学
科
か
ら

ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。最
大
の
特
徴
は
、こ
れ
ま
で
の
経
営
情
報
学
科
・
経

営
学
科
・
経
営
会
計
学
科
の
3
学
科
を
統
合
し
、枠
に
と
ら
わ
れ
ず
、

興
味
の
あ
る
分
野
に
つ
い
て
自
由
に
学
習
し
、研
究
す
る
テ
ー
マ
を
設
定

で
き
る
と
い
う
こ
と
。学
生
一
人
ひ
と
り
が
、自
ら「
な
に
を
、ど
う
学
ぶ

の
か
」を
考
え
、意
志
を
持
ち
、最
適
な
学
び
を
選
択
し
て
い
き
ま
す
。

経
営
総
合
学
科
が
誕
生
。

国
際
関
係
学
部
は
、従
来
の
3
学
科
を
有
機
的
に
統
合
し
て「
国
際
学

科
」1
学
科
体
制
へ
。学
問
領
域
の
壁
を
取
り
払
い
、学
び
の
自
由
度
を

飛
躍
的
に
高
め
る
と
と
も
に「
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」を
は
じ
め

と
す
る
ア
ク
テ
ィ
ブ
な
学
び
の
機
会
を
整
え
ま
し
た
。こ
れ
ら
を
通
じ
、

狭
い
専
門
分
野
に
縛
ら
れ
な
い
幅
広
い
知
識
と
複
眼
的
な
視
野
、世
界
の

ど
こ
で
で
も
生
き
て
い
け
る
行
動
力
や
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
を
備
え
、

こ
れ
か
ら
の
グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
か
ら
求
め
ら
れ
る
人
材
を
育
て
ま
す
。

2016年
4月

国
際
学
科
が
誕
生
。

2016年
4月

●「道しるべ」となる多彩な履修モデルは17以上
●他学部・他学科の専門科目も受講できる「自由科目／副専攻」

1.

1.

2.

3.

4.

5.

6.

7.

●1年次～4年次まで、少人数ゼミ（1クラス15名以下）で学ぶ
●担当教員が、学びや進路など大学生活全般をサポート

2.

●実社会で役立つ実践的なビジネススキルを習得
●多彩な長期・短期の留学制度・海外研修プログラムを用意 ［世界19ヵ国37大学・機関と協定・提携］

3.

●2014年3月卒業生の就職率は97.7％
●キャリア教育科目が充実、資格取得も積極的にサポート

4.

限りなく“個（学生一人ひとり）”の学びに応えるカリキュラム

文化、経済、政治、民族、宗教など幅広い専門科目から自由に選択

4年間を通じた少人数教育

成長を自覚しながら将来ビジョンへとつなぐポートフォリオ教育

ハイレベルな実践語学力を身につける「アドバンスト英語・中国語」プログラム

英語＋1言語を国際知識と関連付けて学ぶ2言語習得プログラム

世界で学ぶ、多彩な実践プログラム 留学／海外フィールドワーク

多様な関心と好奇心を持つ仲間とチームで学ぶハイブリッド・プロジェクト

少人数ゼミを中心に、4年間を通して学びと大学生活をサポート

ビジネススキルを育成しながら、国際感覚も養う

充実したキャリア形成支援により、毎年高い就職率をキープ

■経営総合学科の特長

■国際学科の7つのポイント

N EWS &TOPICS 2

経営情報学科

経営学科

経営会計学科

110名

110名

80名

定員

定員

定員

 経営総合学科※

定員300名

国際関係学科

国際文化学科

中国語中国関係学科

50名

50名

40名

定員

定員

定員

 国際学科※

定員140名



三浦幸平メモリアルホール
キャンパスプラザ
第１学生ホール
附属三浦記念図書館
リサーチセンター

創立者胸像
体育・文化センター
体育館・講堂
サブアリーナ
高電圧実験室

三幸橋
弓道場
洞雲亭／工法庵／爛柯軒
野外ステージ
武道体育館

第3学生ホール
フロンティア研究棟
温室棟
リサ農園
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J
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中部大学キャンパスマップ

住居移転、町名変更などによって住所に変更があった場合、学生支
援課への届け出が必要となります。ご子息・ご息女に学生支援課で
手続きをしていただくようご連絡をお願いいたします。

後援会について ●「父母との集い」

●資格取得講座　●インターンシップ　●学内企業説明会

成績・学業に関すること ●試験・各種証明書（成績・在学・卒業・卒業見込）　
●その他、就学上の相談

学生生活について

●休学・退学、住所変更 等　●奨学金　●アルバイト　●下宿
●クラブ活動　

●学生相談　●カウンセラー紹介

就職について

学費・その他の納付金について

入学試験について

国際交流（留学）について

生涯学習に関すること

中部大学音楽祭・
キャンパスコンサートについて

●公開講座　●オープンカレッジ　●サテライトカレッジ

Campus Map

お問い合わせ内容
テレフォンガイド

中部大学ホームページもご利用ください。http://www.chubu.ac.jp/

後援会では、資格取得講座、就職対策講座の受講料・受験料の補
助をしております。就職活動のスキルアップや将来設計に、ぜひ受講
をおすすめください。

信頼Vol.61　編集・発行／中部大学後援会事務局　発行日／2015年8月1日
住所／〒487-8501　愛知県春日井市松本町1200　中部大学内 電話／0568-51-4745

〈本部棟／事務室〉
〈事務室／研究室／講義室／ゼミ室／エクステンションセンター／渉外課〉
〈生産技術開発センター／分析計測センター／実験室〉
〈研究室／実験室／ゼミ室〉
〈メディア教育センター／実験室／講義室〉
〈研究室／講義室／実験室／ゼミ室〉
〈工学部事務室／研究室／ゼミ室〉
〈CAD教育施設／実験室／実習室〉
〈講義室／研究室／学生ラウンジ／保健管理室／学習支援室〉
〈コンピュータ・サポートデスク／講義室／ゼミ室／
 学生ラウンジ／教職支援センター〉
〈研究室／実験室／講義室〉
〈セミナー室／実験室／研究室〉
〈教務支援課／学生支援課／キャリア支援課／
 コモンズセンター／アクティブホール〉
〈総合研究センター〉
〈研究室／実験室〉
〈材料構造実験施設〉
〈語学センター／建築製図室／
 第2学生ホール／講義室〉
〈国際関係学部事務室／研究室／ゼミ室／
 学生ラウンジ／日本語教育センター〉
〈経営情報学部事務室／研究室／講義室／
 ゼミ室／学生ホール／学生ラウンジ〉
〈講義室／総合情報センター〉
〈総合情報センター〉
〈人文学部事務室／講義室〉
〈研究室／ゼミ室〉
〈メディア教育センター・スタジオ／講義室〉
〈講義室／実験室〉
〈クラブ・サークルプラザ／体育・文化センター事務室〉
〈応用生物学部事務室／研究室／ゼミ室／実験室／講義室〉
〈研究室／ゼミ室／実験室／講義室〉
〈実験室〉
〈研究室／実験室／実習室〉
〈実験室／実習室〉
〈生命健康科学部事務室／研究室／ゼミ室／実験室／講義室〉
〈講義室／ゼミ室／実習室／学生ホール〉
〈講義室／研究室／実習室／多目的室〉
〈実験動物教育研究センター〉
〈講義室／研究室／実験室／実習室〉
〈現代教育学部事務室／研究室／ゼミ室／講義室〉
〈講義室／実習室／器楽演奏室／多目的室〉
〈講義室／実習室〉

担当部署

中部大学／代表番号    0568-51-1111

住所変更について 中部大学後援会就職活動援助

後援会事務局（渉外課）
0568-51-4745（直通）

教務支援課
0568-51-4593（直通）

学生支援課
0568-51-4697（直通）

学生相談室
0568-51-9843（直通）

キャリア支援課
0568-51-4184（直通）

会計課
0568-51-3018（直通）

広報課　入試課
※入試情報ホットライン 0120-873941（直通）

国際センター
0568-51-4694（直通）

渉外課
0568-51-5250（直通）

エクステンションセンター
0568-51-4392（直通）

N

●

サブグラウンド

メイングラウンド

野球場

野球部
室内練習場

第１学生駐車場

第２学生駐車場

ロタンダ

噴水

正門

バス停

池
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S

O
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21

7071
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30
31
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32 33

立体
駐車場

池

テニスコート

5550
51 5352

36
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5

6
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1
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1号館
2号館
3号館
5号館
新5号館
6号館
7号館
8号館
9号館
１0号館

１１号館
１4号館
不言実行館
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１８号館
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２０号館

２１号館
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５０号館
５１号館
５2号館
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５５号館
７０号館
７１号館
７2号館
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